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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




また、画面が小さい端末の場合、文字サイズの拡大等により稀まれに体裁に違和感が生じることがあります。その際は、通常の文字サイズにお戻しのうえお読みください。
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口絵・本文イラスト／ふーみ




デザイン・編集／庄司智







　ノアは声も出せなかった。

　その光景に息を吞のむばかりだ。

　ノアの目の前には一人の少女の姿があった。

　豊かなタンポポ色の髪に、太陽を閉じこめたような明るい瞳。

　筋の通った鼻と、花びらを思わせる小振りなくちびる。

　ただし、その表情は凍りついている。

　それは、そうだろう。

　彼女は服を着ていなかった。

　裸なのである。

　それもまた、当然のことであった。

　なにせ、ここは女子寮のシャワー室なのだから。

　女子寮のシャワー室に、男であるノアが現れれば驚きもするだろう。

　水を弾はじく滑らかな肌。

　濡ぬれたタンポポ色の髪が張りついて、ギリギリのところで慎ましい胸を隠している。

　とてもではないけれど、《神ギのデ弾オ丸ン》候補生とは思えないくらいに華きや奢しやな手足だった。

　引き締まった細い腰から下にかけての柔らかなラインは、立ちのぼる湯気のおかげで見えそうな、見えなそうな……まあ、ちょっとだけ見えている。

　ノアは、これから、我が身に降りかかるであろう災厄を想像して、ごくりと生唾を飲みこんだ。

「……わ、わざとじゃない」

　やっとのことで、それだけを言う。

　瞬間、ひゅっ、と彼女が息を吸いこむ音が聞こえた。凍りついていた端整な顔がくしゃりと歪ゆがみ、透き通るような白い肌が熟れたトマトのように赤くなる。

「ふぎゃああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　耳をつんざくような悲鳴と、炎がノアに襲いかかってきた。




　ああ……。

　なんでこんなことに？





第１章　出会いは燃え盛る炎のように







　がたん。

「んん」

　気流が乱れたのだろうか、飛空艇エアシツプが揺れて、ノアは目を覚ました。

「ふぁああ」

　欠伸あくびをしながら腕を伸ばすと、背骨がポキポキと音を立てる。艇内の硬い座席シートに長時間座っていたせいで、すっかり腰を痛めていた。

　まるい窓から外を見やる。

「おお、すごいな。本当に浮いてる」

　空に浮かぶ巨大な島──楽ロ門ー島ク。

　天駆ける竜王国ソレヴイス領内で、王都である竜王の親指トリウスに次ぐ大都市だ。

　石造りの巨大建築が午後の柔らかな日差しを浴びながら屹きつ立りつしている様は、田舎からやって来たノアには新鮮な光景だった。

「見てみろよ、イデア。でかい建物がいっぱい並んでるぞ」

　呼びかけるが、そもそも、ノアの周りには誰もいない。

　座席の上に設置されている棚にノアの旅行鞄トランクがあるばかりだ。

『田舎者、丸出しだぞ、ご主人マスター』

　それでも、ノアの影の中から甘やかな少女の声が返ってきた。

　ノアは足元の影に視線を落とす。

「いいだろ、べつに。俺が田舎者なのは事実だし」

『我が恥ずかしいのだよ、ご主人マスター。食中毒になればいいのにな』

「さりげなく俺の不幸を願うなよ……」

　声の主──イデアが毒舌なのは今に始まったことではないので気にしないことにする。

　窓から離れると、幼い少女が一人、こちらを不思議そうに見ているのに気づいた。イデアが姿をさらしていない以上、ノアが独り言を喋しやべっているように見えたのだろう。

　ノアは愛想笑いをしておいた。少女は素早く身を隠す。

『小児性愛者と勘違いされるぞ、ご主人マスター。いや、勘違いされればいいのか』

「不吉なことを言うな」

　などとやりとりをしている、そのときだった。

「よお、お嬢ちゃん、一人かい？」

　男の声が聞こえてくる。視線を移すと、少し離れたところに三人の男の姿があった。

「暇ならさ、俺らと遊ばない？」

　独特に、不快な響きを伴った声だった。年齢は一〇代後半から二〇代半ばといったところか。三人とも町のチンピラという風ふう体ていだ。座席シートを覗のぞきこみながら、そこに座っている人物に声をかけている。

「なあ、無視すんなよ」

　察するに相手は少女だ。ノアが座っている位置からでは、男たちの顔は見えるけれど、声をかけられている当人の姿は見えなかった。

「おい、なんとか言えってば」

　恐怖のあまり返事をすることができないのか、それとも、返事をする価値もないと決めこんでいるのか、いずれにせよ、少女の声は聞こえてこない。

　ほかの乗客たちも、そちらを気にしている。しかし、少女に加勢をする様子はない。先ほど、座席の後ろに身を隠した幼い少女が怯おびえた表情を浮かべていた。

　揉もめ事ごとは避けたいところではある。

　なのに、気づけば腰をあげていた。

『やめておけ、ご主人マスター』

　ノアは自身の影を見おろす。

「べつに、おまえの力を借りようってわけじゃない」

『お人好しにもほどがあると言ってるんだ、ご主人マスター。かかわるな』

「困っている人がいたら助けてあげなさいって、昔、ばあちゃんに言われてね」

『ご主人マスターの祖母は、ご主人マスターが生まれる前に亡くなっている』

「だから、俺の枕元に立って言ってたんだよ」

　ノアは軽く笑い、通路を進んだ。イデアは口をつぐむ。

「あの、すいませんけど」

　声をかけると、一人が顔をあげて、ノアをジロリと睨にらんだ。

「ああ？　なんの用だよ、てめえ？」

「いや、ちょっと騒がしいかなと思って。ほかの乗客も迷惑してるし、彼女だって」

　言いながら、ノアは、からまれていた彼女へと目をやった。一瞬、息が止まりそうになる。座っていたのは、それほどに整った顔立ちをした少女だった。神様が、この世で最も美しいものを創造しようとして、生まれてきたかのような。

　年齢はノアと同じくらいだろう。人目を惹ひくタンポポ色の髪に、太陽を閉じこめたような明るい瞳。可か憐れんな花びらにも似たくちびると、細い首。着ているものは、旅装らしく簡素だった。でも、彼女の美しさを損なうこともない。六ギ弦タ琴ーのケースのようなものを抱きかかえている。彼女の顔は蒼そう白はくだった。かすかに震えてもいた。

「あ、あの……」

　絞り出すような声。かなり怯おびえている様子だ。

　ノアは男たちに向き直る。

「彼女だって迷惑をしているでしょう。やめてあげてください」

「てめえ、なんなんだよ？　こいつの知り合いなのかよ？」

「もちろん」

　もちろん、知り合いなんかじゃない。

「邪魔すると痛い目を見るぞ」

　男がノアの胸ぐらを摑つかんでくる。が、ノアはその手を取って、後ろにねじりあげた。

　途端に男の口から悲鳴が漏れる。脱臼させる直前で男の手を放し、軽く突き飛ばした。さりげなく少女を背中に隠すことも忘れない。

「お願いしますよ。もう、やめましょう」

　丁寧に言ったつもりだったのだけれど、男らの目は怒りに燃えていた。

「てめえ、ぶっ殺してやる」

　男の口から唾が飛んだ。腰からナイフを抜く。刃渡りは五センチほどだ。

　状況を察した乗客たちから悲鳴があがる。

『だから言ったのだ、ご主人マスター。あれだな、バナナの皮で滑って転べばいいな』

　影の中からイデアの声がした。

「いつだって、おまえは正しいよ」

　バナナの皮で滑るのはマヌケなのでごめんだが。

　男はナイフをノアに向けるのではなく、それを使って自分の手のひらを切った。

「！」

　傷口から血液が盛りあがり、ぽた、ぽた、とこぼれる。




「──その怒れる吐息を研ぎ澄まし、破戒の揺り籠を揺らせ」




　男は契約式ヘレテイツク・アンセムを紡いだ。

　瞬間、強い風が生成され、男の体が、わずかに宙に浮く。さして広いわけでもない艇内は強風と、乗客の悲鳴とで騒然となった。ちらりと見れば、少女もまた、ケースを抱きかかえながら、座席シートにしがみついていた。

『ほう。この坊や、契約者ヘレテイツクだぞ、ご主人マスター』

「わざわざ、ご指摘ありがとう」

　契約者ヘレテイツク。名も無き神々イシユーズと契約をかわした能力者のことだ。イシューズとは、神界から召喚された神々の欠片かけらであり、契約者ヘレテイツクは、イシューズに代償を支払うことで、万物を司る五大元素「火・水・風・地・天（雷）」のいずれかの力を得ている。男が契約しているのは、風のイシューズだろう。

「代償は〈血液〉ってところか」

　神様に近づくには犠牲が不可欠だ。人間に許されている力を超越するには常に代償を伴う。契約者ヘレテイツクは能力解放時に、必ずイシューズに対して代償を支払わなければならない。逆を言えば、いかに優秀な契約者ヘレテイツクであろうとも、代償を支払わなければ能力を使うことはできないということだ。

　男は血を流すことで能力を解放したのだと推測できる。

　もっとも、男は、契約者ヘレテイツクとしては三流以下だ。風を操るどころか、自身も暴風に翻弄されてしまっている。チンピラたちは勝手に揉もめ始めた。「おい、風を弱めろ。前に進めねえだろ」「できねえんだよ」「おまえ、バカじゃねえのか？」「だったら、おまえがやれよ」──そんな具合だった。

「……実に幸先のいいスタートだな。嬉うれしすぎて涙が出そうだ」

『ご主人マスターの日頃の行ないが悪いからに違いない』

「改めることにするよ」

　さて、どうしたものか。相手は契約者ヘレテイツクだが、イデアの手を借りるまでもないだろう。と言うか、放っておけば勝手に自滅してくれそうだ。

「逃げるか」

　飛空艇エアシツプ内は巨大な密室だが、なんとかなるだろう。

「よし、今のうちだ」

　ノアは背後に隠していた少女の手を取った。

「──ふへっ」

　暴風が吹き荒れる中で、少女のおかしな声がノアの耳に届いた。

　それでも構わずに彼女を引き寄せる──と。

　少女の体が傾いた。彼女は全身を硬直させたままノアのほうへ倒れこんでくる。

「お、おい」

　支えようとして反対の手を差し出した。

　だが、そのせいで、ノアは少女の胸に触れてしまう。

　ぺたん。

　柔らかい……というほどでもなかったが。

「わ、悪い」

　咄とつ嗟さに手を引っこめた。こんなことで手間取っている暇はない。……のだが。

「お、おと、男が、あたしの、む、むむ、胸、さわっ──」

　さっきまで紙のように白かった少女の顔が、今は赤く染まっていた。耳まで真っ赤だ。強い風に煽あおられて、タンポポ色の髪が乱れている。

「お、おい、どうした？」

　少女の様子は尋常ではない。ノアはその肩に手を置いた。

「ひっ──」

「大丈夫か？」

　問いかけながら彼女の顔を覗のぞきこむ。

　少女はぎゅっと目をつむる。

「い、いやぁああああああああああああ──────っ！」

　少女の咽の喉どから凄まじい声が絞り出された。

　ノアに耳を塞ぐ余裕などなかった。少女の拳がノアの顔面にめりこんでいたからだ。
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「ぐおっ!?」

　まともに食らったノアの視界がぐらりと揺れる。まともに立っていられそうもない。そう言えば、昨夜、ピーナッツバターサンドを食べたきり、なにも口にしていなかった。

『マヌケだな、ご主人マスター』

　遠くのほうでイデアの声がした。

　同感だ、とノアは心の中で返事をし、そこで意識を失ったのだった……。





◇◇◇






　こんな夢を見た。

　すべてのものが潰れていく。家々が潰れ、石畳の道が割れ、木々が薙なぎ倒たおされる。

　人々が断末魔の悲鳴をあげる。いや、かつて人だったモノどもが絶叫している。

　ブレイクの目の前で、すべてが破壊breakされていった。

「リリィ！」

　ブレイクは必死に叫び、彼女を抱きしめる。

　幼いリリィは全身で泣きながら、ブレイクにしがみついてきた。

「大丈夫だ。大丈夫だから」

　根拠もなく、ブレイクはリリィに言い聞かせた。

「フィオナ！」

　彼女の姿は──どこにもない。

「父上！　母上！　誰か！　誰か助けて！」

　そして、あらゆるものが奪われる。




　これは、ただの夢だ。

　七年前を再現する凡庸な悪夢。

　懐かしき、腐敗した楽園。




『大空震メテオラ』──原因不明の未み曾ぞ有うの大災害は、のちにそう名づけられた。

　あの日、ブレイクは多くを失い、その代償として、ただ一つの異形を継承した。





◇◇◇






「あの、大丈夫ですか？」

　柔らかな声に呼びかけられて、ノアは意識を取り戻した。

「……んん、あれ？」

　目の前には少女の顔があった。心配そうに眉を垂れさげている。

　先ほど、ノアの顔面にパンチを入れた少女とは、またべつの少女だった。

「よかった、目を覚まされたんですね」

　彼女は胸に手を当て、ホッと息を吐き出す。その胸が、たゆんっ、と揺れた。決して目の錯覚ではない。ノアは咳せき払ばらいをする。

　どうやら、ノアは寝かされていたらしい。ゆっくりと体を起こした。額から濡ぬれたタオルが落ちる。握りしめると、ひんやりと冷たかった。

「えっと、ここは……？」

「プリムローズ空港エアポートのホームです」

　一〇〇年ほど前、当時の竜王妃の名にあやかり、プリムローズと名づけられたそこは、楽ロ門ー島クと下界とを結ぶ唯一の玄関口だった。アナウンスが鳴り響き、大勢の人が行き交っている。ノアはホームの端にある木製のベンチに寝かされていたようだ。

「このタオルは、きみの？」

「はい。あの、飛空艇エアシツプの中でのこと覚えてます？」

「おぼろげながら」

　周囲に警察の姿はなかった。面倒事に巻きこまれるのはごめんなので安あん堵どする。

「さっきの連中、どうなった？」

　気を失っているあいだに襲われた、というわけでもないようだ。そばにチンピラたちの姿はない。同様に、ノアを殴った少女もいなかった。

「飛空艇が着陸すると同時に逃げていきました。自分たちも暴風に巻きこまれてしまって、結局、あれ以上の悪さはできずじまいでしたよ」

「不幸中の幸いってところか」

　ノアは頭をかき、改めて自分を介抱してくれた少女に向き直る。

　チョコレート色の髪にベレー帽をかぶっている。エメラルドグリーンの大きな瞳、まるみをおびた頰ほおと、尖ったあご。ブラウスにふんわりスカートという格好だった。物腰が丁寧で柔らかい。ひょっとすると貴族の邸宅あたりに、使用人として奉公に出ているのかもしれないと思った。エプロンをはずして、ちょっとおつかいに、といった風情だ。

「きみがここまで俺を運んでくれたの？」

「はい。あ、いえ、わたし一人では無理だったので、ほかの乗客の方にも手伝ってもらいましたけど。あの、ご迷惑でしたでしょうか？」

「まさか。助かったよ。なんてお礼を言えばいいか」

「い、いえ」

　そこで少女は頰をかすかに赤らめ、ぎゅっと手を握りしめた。

「あの、わたし、さっきの見てました。相手は三人だったし、みんなが見て見ぬフリをしていた中で、すごく勇敢だと思いました。かっこよかったです」

「かっこよくはないだろう。こうして気絶していたわけだし」

「そんなことないですよっ！」

　少女が顔を寄せてくる。甘い息がかかるほどの距離だった。彼女は、すぐに自分の行為に気づいて、慌てたように身を引く。頰ほおがリンゴのように赤い。

「す、すみません……」

「いや、べつに」

「えっと、あの、そうだ。この荷物、あなたのですよね？」

　少女が後ろから、ボロボロの旅行鞄トランクを引っぱり出してきた。ノアの物だ。

「あ、忘れてた。助かったよ」

　中身は着替えくらいで高価な物が入っているわけではないが、やはり、ないと困る。

「よかったです。違う方のだったら、どうしようかと思っていたので。でも、周りの乗客の物でもなさそうだったので、あなたの荷物だとしか。あ、そうだ。わたし、ターニャっていいます。ターニャ・ピアーズです」

「俺はノア。ノア・Ｄ・ベイカー」

「ベイカーさんですね」

「ノアでいいよ」

「あ、はい。あの、ノアさんは、ひょっとしてアリエスト学園の生徒さんですか？」

　王立アリエスト学園は、戦乱の英雄アリエスト・ドノヴァンの名が冠された《神ギのデ弾オ丸ン》を育成するための養成学校である。





[image: ]





　かつて人類は、長きにわたる戦争に疲弊し、絶滅の危機に瀕ひんした。その悲惨な歴史から学んだ人類は、外交努力により戦争を回避することに成功する。これを祝し、国際交流の一環として、四年ごとに国の代表者五名を戦わせる催し物が開催されるようになった。

　これを国際天武祭エデンフエスといい、この代表者を《神ギのデ弾オ丸ン》と呼ぶ。

　国際天武祭エデンフエスは、国家の威信をかけた戦いでもあるため、各国が《神ギのデ弾オ丸ン》の育成に力を入れている。アリエスト学園でも、竜王の援助により在学生の学費や生活費など、すべてが免除されていた。その代わり、入学条件は極めて厳しいらしい。

　現学園長は竜王の妹君で、約四〇年前に《神ギのデ弾オ丸ン》として国際天武祭エデンフエスに出場した人物だった。ノアが生まれる前の話だが、《独りぼっち症候群マイナー・スレツト》の名で恐れられていたと聞いたことがある。王族には優秀な契約者ヘレテイツクが多い。そもそも竜王という名も、初代の王がイシューズとの契約で生み出した炎のドラゴンに由来しているという話だ。

「いや、まさか」

　ターニャの問いに対して、ノアは顔の前でひらひらと手を振った。

「俺はただの出稼ぎ労働者だよ──って、今、何時？」

　すっかり忘れていた。ノアは観光に来たわけではない。故郷である忘れ音の村ウツズボローの司祭の紹介で、仕事を斡あつ旋せんしてもらったのだ。初日からの遅刻は印象が良くない。

「えーっと」

　ターニャが顔をあげる。その視線の先をノアも追いかけると、立派な時計塔があった。

「げっ!?」

　間もなく午後二時になろうとしていた。事前に指定されていた時刻だ。

　ノアは慌てて旅行鞄トランクを抱えあげる。

「ごめん、ターニャ。助けてもらったのにちゃんとお礼もできなくて悪いんだけど、もう行かないと」

「あ、はい」

「俺、アリエスト学園の生徒じゃないけど、学園で働くことになってるんだ」

「え？」

　ターニャはエメラルドグリーンの瞳をしぱしぱと瞬またたかせた。

「昼は食堂の雑用係で、夜は警備の仕事をすることになってる。だから、よかったら、今度、会いに来てくれよ。今日のお礼するからさ。じゃあ、ほんと、ごめん」

　ノアはそれだけを告げると、急いでホームを駆けて行く。

　足元の影の中で、イデアが『バナナの皮、落ちてないかな』と呟つぶやいていた。
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　王立アリエスト学園の校舎は、およそ二〇〇年前に建設されてから、ほとんど姿を変えていないという話だ。宮殿にも似た趣がある。

　やや道に迷ったが、なんとか辿たどり着つくことができた。

　じっと見つめていたら目め眩まいを起こしそうな模様の施された正面ゲートの脇に警備員室がある。そこで入館許可を得たあと、ノアは食堂に案内された。昼食の時間を過ぎているためなのか、食堂内に生徒の姿はなかった。紹介されたのは食堂長のキース・ジョーンズという、あご髭ひげを生やしたスキンヘッドの男だった。

「よく来たな。おまえさんの仕事は、主に食材の下準備と皿洗い、あとは掃除だ。賃金分、こき使ってやるから、そのつもりでいろよ」

「よろしくお願いします」

「いい返事だ。うちは今まで四人態勢でやってきた。おまえさんが五人目だ。学園には現在、一八三人の生徒がいる。五人で一八三人分のめしを用意するってわけだ。明日から学園の代表選出戦も始まるし、連中の胃袋は底なしだ、忙しくなるぞ」

「代表選出戦ってなんですか？」

「ああ、国内の選抜戦に向けてな、学園内序列の上位一六人がトーナメント形式で戦うんだ。六位入賞者が学園の代表チームに入れる。なにかと人の出入りも増えるから、期間中は気を抜けねえんだ」

　国際天武祭エデンフエスに出場する《神ギのデ弾オ丸ン》は国の英雄とされる。竜王の面子メンツを守るためにも、国内の選抜戦に備えて、学園の最強を揃そろえておこうということだろう。

「ま、詳しいことは指導係をつけるから、そいつに聞くといい。おーい、ピアーズ」

　キースは大声で厨ちゆう房ぼうの奥に呼びかけた。

「はーい」

　食堂と厨房を隔てている扉が開いて、そこから姿を現したのは──。

「あれ、ターニャ？」

　空港エアポートのホームでノアを介抱してくれたターニャ・ピアーズだった。白いエプロン姿のターニャが、小走りでやって来る。その際、豊かな胸が、たゆんっ、たゆんっ、と揺れていた。

「……す、すごいな」

「だろう？　だが、迂う闊かつに手を出すなよ。うちの食堂の看板娘だからな」

　ノアの呟つぶやきに、キースが睨にらみをきかせてくる。

「肝に銘じておきます」

　ターニャがノアの前で、ぴたっと立ち止まる。小走りになったせいで、頭に載せていたベレー帽が少しズレてしまっていて、恥ずかしそうに直した。

「やっぱり、ノアさんだったんですね、新人さんって」

「ん、なんだ、おまえら、知り合いか？」

「はい。さっき、空港でお会いしたんです。荷物を届けた帰りに」

　キースの問いにターニャが答えている。

「なら、紹介が省けていいな。まずは新人に部屋の場所を教えてやれ。それから掃除だ」

「わかりました。それじゃあ、行きましょう、ノアさん」

　ターニャに案内されて、ノアは食堂を出た。

「それにしても驚いたな。ターニャがここで働いてたなんて」

「わたしも、びっくりしました。ノアさんは急いでいたみたいだったから、さっきは呼び止められませんでしたけど、学園の食堂で働くって聞いたときは、これから一緒なんだ、って。あ、ここです」

　そこは食堂の裏手にある建物だった。校舎と比べると見劣りするが、悪くはない。

「住みこみで働く方のための建物なんですけど、今は誰も使っていないんです。キースさんはご家族と暮らすキレイなおうちが町にありますし、わたしもほかのみんなも市内に部屋を借りていますから」

「ふーん。じゃあ、ここは俺が独占していいわけだ」

　室内は一人で暮らすには十分過ぎるほどに広かった。棚が一つ。中央に四角いテーブルが一つ。イスは四つ。二段ベッドが壁際に二つ。本来は四人部屋なのだろう。暖炉に調理台、シャワー室も完備されている。

「さすがはアリエスト学園だな。住みこみの部屋にもこれだけの設備が整ってるのか」

「でも本当に長いあいだ、誰も使っていなかったので、不具合があるかもしれません。一応、お掃除はしておいたんですけど、なにか不便なことがあったら、すぐに言ってくださいね。これ、カギです」

「サンキュ」

「荷物をといて、少し休んでください。三〇分したら食堂に集合でいかがです？」

「いや、今すぐ行くよ。休むのは苦手なんだ」




　生徒は寮で朝食と夕食をとるので、学園内の食堂は基本的に昼しか営業していない。つまり、今日はもう営業終了ということだった。キースとターニャのほかに、ポールとジョセフという料理人がいて、二人とも夜は町のバーに勤めているのだと説明を受けた。いつか自分の店を持つ資金調達のために学園の食堂でも働いているらしい。二人の姿はもうなかった。

　ノアはターニャの話を聞きながら、厨ちゆう房ぼうの床にモップをかける。

「あの、ノアさんは、どうして出稼ぎに？」

　布巾でテーブルを拭いていたターニャが訊たずねてきた。

「ん？　ああ。妹が珍しい病気に罹かかっていて、入院してるんだ。治療費が必要だからな。両親はいないし、俺が働かないと」

「そ、そうだったんですか、ごめんなさい」

　ターニャは狼ろう狽ばいして、俯うつむいてしまう。その拍子にベレー帽がまたズレていた。それを慌てて直している。

「べつに気にしなくていいよ。あ、もし、真面目にこつこつ働かなくても、がっぽり稼げる方法があったら教えてほしい。今なら銀行強盗の誘いでも可」

「なんです、それ」

　ターニャは口元を押さえて小さく笑った。

「じゃあ、宝くじを買うとか」

「あれは一枚買ったら、さっさと破って捨てることに意義があるんだ」

「どういうことです？」

「ひょっとしたら当たっていたかもしれないと思って幸せな気持ちになれる」

　ふふ、と、またターニャは笑った。

「ノアさんっておもしろい」

「喜んでもらえてなにより」

「それに妹さん思いで、とっても優しい」

　それはどうだろうと、ノアは思う。これは贖しよく罪ざいなのかもしれない。思いやりも優しさも、いとも容た易やすく劣化する。元の思いが純粋であればあるほど、それは醜く……。

　ノアは話題をそらすことにした。

「そう言えば、明日から学園の代表選出戦があるんだって？」

「はい。あ、そうだ。彼女も出場しますよ」

「彼女？」

「ノアさんが飛空艇エアシツプの中で助けた子です。ユーナ・メイプルベリー。アリエスト学園の生徒さんなんです」

「へえ、《神ギのデ弾オ丸ン》候補生だったのか」

　ノアは殴られた頰ほおをさする。すでに痛みはないが、彼女の一撃は強烈だった。

　なるほど、《神ギのデ弾オ丸ン》候補生ならば頷うなずける。

「代表選出戦ってのは、学園内の上位一六名が参加するトーナメントなんだろ？」

　先ほど、キースは学園には一八三人の生徒がいると言っていた。その一八三人も、学園に入学できる実力者なのだ。その中でも選ばれた一六人である。

「となると、ミス・メイプルベリーは、めちゃくちゃ優秀なわけだ」

「ユーナさんは学園内の序列九位の実力者です。登録名は《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》」

　ひゅう、とノアは口笛を吹いた。

　登録名から察するに、炎のイシューズと契約をしているのだろう。

　彼女の代償はなんだろうか？

　イシューズへの代償は突飛なものが少なくない。契約者ヘレテイツク自身は代償行為を選べないので、イシューズとの相性が悪いと、支払に失敗することもある。その場合、能力は発動しない。

　イシューズに支払う代償はしばしば、その者の〈恐怖〉や〈喪失感〉に由来する。

　それを捧ささげてまでも力を欲するのか、という、神々による悪意だ。

　国際天武祭エデンフエスでも、試合の際に契約者ヘレテイツクが代償を払う場面は恒例の見世物となっていた。

　もっとも、ノアにはあまり興味のないことである。貧乏暇なしだ。

「それなら、彼女には助太刀なんかいらなかったわけだ。余計な真似だったかな」

　言いながら、ふと思う。

　飛空艇エアシツプの中で男たちにからまれていた彼女の顔は、可哀想なくらいに蒼そう白はくだった。

　震えてもいた。演技とは思えなかったのだが……。

　あれは、なんだったのだろう？
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　食堂の清掃を終えたノアは、一度仮眠を取り、そのあと守衛室へと向かった。

　これから夜間警備員の仕事が始まる。二〇時から翌朝四時まで一時間おきに巡回するというありふれた仕事だ。

　日が暮れると全寮制であるアリエスト学園のゲートは固く閉ざされる。基本的に二一時以降の外出は許されておらず、生徒は各部屋で勉学や自主トレーニングに励むことになっていた。無断外出は処罰の対象となる。

　また、学園内には国宝級の品も多く保管されている。保管庫や図書館には歴史的に貴重な品や資料が所蔵されているという話だ。よって厳重な警備が必要なのである。

「って、聞いてたんだけどな……」

　太陽は山の稜りよう線せんに隠れ、東の空から夜が忍び寄ってくる。わずかに満月に足りない月が藍色の夜空に浮かんでいた。空に浮かぶ島、楽ロ門ー島クは、言ってみれば標高数千メートルの山頂にあるようなものだ。日が暮れると風は冷たかった。

　ノアは初回から一人で見回りをするように言われていた。制服に警棒、ランプと巡回コースが記載された学園内の見取り図だけは手渡されている。

「意外といい加減だよな」

『天下にその名を轟とどろかすアリエスト学園も、その程度だということだろうよ、ご主人マスター』

　声と共に、ノアの足元の影が揺らめいた。

『退屈だから賊でも現れればいいのにな』

「いや、勘弁してくれよ」

『そして、ご主人マスターが賊にやられてしまえばいいのにな』

「おまえな……」

　ノアは大きく息を吐き出す。

「まあ、いいや。とりあえず巡回コースをまわ──」

『おい、ご主人マスター』

　話している途中でイデアが遮ってきた。

「今度はなんだよ？」

『グッドタイミングだ。いかにも怪しげなやつらがいるぞ』

「あのなあ、そんなアホみたいな展開が──」

　言いながらノアは目を凝らした。

「……あるのか」

　イデアの言う通り、そこには「不審者」の見本のような連中が三人いた。フードのついた黒い衣服に身をつつんでいる。彼らは白亜の建物の前に固まっていた。おかげで、まる見えであった。

「物盗りか？」

『そうとも限らないぞ、ご主人マスター。あの建物はなんだ？』

　ノアは見取り図を確認する。

「あれは女子寮だな」

『ほう。では、連中は覗のぞき魔まかもな。ご主人マスターの同類ではないか』

「おまえの口の悪さは天下一品だよ。まったく恐れ入る」

『褒めるな。照れるではないか』

　ノアは嘆息する。まったくもって初日からツイていない。そう思いながら、ランプを消して、そっと三人組に近づいた。気配を殺すのは得意だ。

「おい、本当にこっから入るのか？」「しょうがねえだろ。飛空艇エアシツプじゃ、邪魔が入って失敗しちまったんだからよ」「メイプルベリーってやつは、いつもこの時間にシャワー室を使うらしい。そこをカメラに撮るんだよ。脅しの材料としちゃ申し分ないだろ」

　こんな偶然もあるのだな、とノアは感慨深く思った。

　メイプルベリーというのは、ターニャが教えてくれた、あの少女の名前だ。

　ユーナ・メイプルベリー。

　学園内序列は九位で、登録名は《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》だったか。

　どうやら、連中は昼間、艇内で騒ぎを起こしていたチンピラたちのようだ。

　今の会話からすると、初めから彼女の正体をわかった上で、声をかけたようだった。

「なにやら陰謀めいてるな」

　ノアの声に、ようやく三人が振り返る。

「な、てめえ、昼間の！」

　風のイシューズと契約をしていた男が腰のナイフに手を伸ばす。

「覚えていてもらえて光栄だよ」

　ノアは素早く動き、男がナイフを抜く前に、みぞおちに拳を突き入れた。

「──がっ」

　男の体が軽く宙に浮き、次いで地面に膝を突く。代償を払えない契約者ヘレテイツクは、ただの人だ。間髪をいれずに、首に蹴りをお見舞いしてやる。男は気を失って倒れた。

「てめえ！」

　カメラを持っていた男が叫ぶ。ノアはすぐさま男に接近した。向こうもノアに殴りかかってくる。ノアは男の拳を左の手のひらで叩たたき落おとし、あごをめがけて掌しよう底ていを打ちこむ。脳を揺らされた男は、あっけなく後ろへ倒れた。

「くそが！」

　最後に残った一人がナイフを抜いた。切っ先をノアに向けて突き出してくる。ノアは動揺することなく、軽いステップで刃をかわす。男の手首を取り、相手の勢いを利用する形で背負い投げにする。男は大きく咳せきこんだ。ノアはすかさず男の背後に移動して、首に腕を回す。強く絞めあげ、意識を奪った。

「まったく、なんなんだよ、こいつら」

　とにかく縛りあげて、警備責任者に連絡しよう。そうすれば、然るべき場所に突き出してくれるだろう。縛る物は携帯していなかったので、男たちが履いているブーツのひもをほどいて利用することにした。

　まずは契約者ヘレテイツクの男に近づく。男は地面にうつ伏せに倒れていた。

　ノアは男の足に手を伸ばす。

　その直後、タンッ、という音が響いた。

「は、はは。かかったな、くそ野郎」

　男が笑う。意識を取り戻していたのか、それとも最初から意識を失ってなどいなかったのか。いずれにせよ、脇ザ役コと断じて油断していた。

　どうやら、消音器サイレンサーつきの拳銃ハンドガンを隠し持っていたらしい。

　その引鉄トリガーが引かれたのだった。

「て、てめえが出しゃばるから悪いんだぜ」

　けれど──。

「なんだ、契約者ヘレテイツクが銃に頼るのかよ」

　ノアの言葉に男は目を見開く。

「……な、なんで立ってられんだよ。この距離で弾がはずれるわけないのに」

「なんでって──」

　ノアのセリフを、

『弾丸を我が始末したからに決まっているだろう？』

　イデアが引き継いだ。

　ノアの腹部からは、白い手が伸びていた。拳を握るようにしている。手が開かれると、ぽろり、と弾丸が地面に落ちた。

「勝手に出てくるなよ、イデア」

『よいではないか。ほんの余興だ』

　手はするりとノアの中に消える。

　だが、次の瞬間、地面から再び手が突き出てノアの足首を摑つかんだ。

　まるで墓穴から這はい出るかのようにして。

　ノアの影から少女──イデアが姿を現す。

　月の光をかき集めたような白銀の髪と、ミルク色の肌、鮮血を思わせる紅くれないの瞳の持ち主だ。闇色のドレスを身にまとっている。背はあまり高くはなく、ノアの胸くらいまでしかない。

「な、なんだ、どうなってる……」

　男は顔を歪ゆがめた。突然の事態に困惑している。

　イデアはノアの前に立ち、にぃ、と嗤わらった。

「ふむ、外の空気はやはりうまいものだな、ご主人マスター。もっと、ちょくちょく、我を外に出すといい」

「いつも思うんだが、おまえは、マスター俺に対して尊大な口をきくよな」

「我もいつも思うのだが、我マがス下タ僕ーは、細かいことにこだわり過ぎるきらいがある。胃潰瘍になるかもだな。なればいいがな」

　ノアはじっとりとした目でイデアを見おろす。

「また、封印すんぞ」

「可能なら、やってみればいい。遠慮はいらない」

　挑発的な言葉に、ノアは長くため息をついた。

「……いいか、殺すなよ？」

「心得ているさ、ご主人マスター。軽く痛めつけて、ついでに記憶も飛ばしておこう」

「なんだっつーんだよ！　てめえ、何者だ？」

　拳銃を震わせながら男が言った。あれでは狙いは定まるまい。

「勤勉な警備員だよ。見りゃわかるだろ？」

「そのガキ、なんなんだ……」
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「企業秘密だ」

　ガキ呼ばわりされたイデアが嗤わらいながら答える。

「く、くそ！」

　男は再び発砲した。

　瞬間、イデアの紅くれないの瞳が妖あやしく光り、闇の中に赤い残像を生み出した。

　男の目にはなにも見えなかったことだろう。イデアはその小さな拳で弾丸を摑つかみ取とり、そのまま、男の腹部に強烈な一打を入れていた。男は吹き飛び、女子寮の壁に激突する。壁は薄っぺらな紙細工のごとく突き破られていた。

「アホ！　やり過ぎだ！」

「ふむ、加減を誤ったようだ」

　イデアは飄ひよう々ひようとした口調で言った。

「おい、あんた、大丈夫か？」

　ノアはぶち抜かれた壁の隙間から建物の中に入る。湿度が高く、辺りには花の蜜のような甘い香りが立ちこめていた。男はタイルの床に倒れている。ノアは急いで男に駆け寄って、呼吸と脈拍を確かめた。

「よかった、気絶してるだけだ」

　ホッと息をついた、そのとき。

「ひっ──お、おと、男っ！」

　声がした。少女のものだ。

「──っ!?」

　思わず目を向けてしまったノアは声も出せず、息を吞のんで固まる。

　そこには一人の少女の姿があった。

　豊かなタンポポ色の髪に、太陽を閉じこめたような明るい瞳。

　筋の通った鼻と、花びらを思わせる小振りなくちびる。

　ユーナ・メイプルベリーだ。見間違うはずがない。

　彼女は一糸まとわぬ姿のまま、表情を凍りつかせていた。

　女子寮のシャワー室に男であるノアが現れたのだから、驚いて当たり前だ。

　場違いなのはノアのほうである。

　水を弾はじく滑らかな肌がまぶしい。濡ぬれたタンポポ色の髪が張りついて、ギリギリのところで慎ましい胸を隠している。体つきは華きや奢しやだった。とてもではないけれど、《神ギのデ弾オ丸ン》候補生とは思えないくらいに。

　引き締まった細い腰から下にかけてのラインは、立ちのぼる湯気のおかげで見えそうな、見えなそうな……まあ、ちょっとだけ見えている。

　ノアは、これから我が身に降りかかるであろう災厄を想像して、ごくりと生唾を飲みこんだ。

「……わ、わざとじゃない」

　やっとのことで、それだけを言う。

　瞬間、ひゅっ、と彼女が息を吸いこむ音が聞こえた。凍りついていた端整な顔がくしゃりと歪ゆがみ、透き通るような白い肌が熟れたトマトのように赤くなる。

「ふぎゃああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　耳をつんざくような悲鳴があがった。周囲五〇〇メートル圏内にいた鳥たちは生命の危機を察して、一斉に飛び立ったことだろう。

　そして──。




「──彷徨さまよえる赤き焰ほむらよ、満ち満ちて灰となせ」




　紡がれる契約式ヘレテイツク・アンセム。

　おそらく、それは無意識の防衛反応のようなものだったのだろう。彼女はぎゅっと目をつむり、手で胸と下半身を隠していた。攻撃態勢からはほど遠い。

　それでも代償は払われたらしい。

　能力が発動し、少女の背中から赤々と燃え盛る炎の翼が生まれる。

　さっきのチンピラはやはり脇ザ役コだ。

　これこそが契約者ヘレテイツクの力というものだ。

　まるで炎の天使のよう。禍まが々まがしく、けれど、どこまでも神こう々ごうしい光景だった。

　こんな状況であるというのに、ノアは思わず見み惚とれてしまう。

　炎の翼は湯を浴びても消えることはなかった。液体は一瞬にして蒸発する。

　室温が急激に上昇していた。

　しかし、ノアの腕には鳥肌が立つ。

　そうだ、ターニャが言っていたではないか。

　ユーナ・メイプルベリーは学園内序列九位の実力者なのだ、と。

「……マジでツイてない」

　次の瞬間。

　紅ぐ蓮れんの炎がノアをつつみこみ──爆はぜる。





第２章　紅炎の竜姫士ドラゴンフオース







　八つの国々が争っていた時代がある。

　アリエスト・ドノヴァンは戦乱の末期、天駆ける竜王国ソレヴイスの陸軍特殊部隊に所属する戦術指揮官だった。階級は少尉。優秀な契約者ヘレテイツクでもあり、炎と風、二つのイシューズと同時契約していたと文献に残っている。

　アリエストはこのまま戦時が長引けば、いずれ人類は滅びてしまうと考え、軍部に停戦を提言した。

　しかし、それを謀反と解釈した竜王の臣下らによって、彼は公開処刑を宣告される。

　公衆の場で、執行人によって斬首されるはずだったその瞬間、アリエストは部隊の仲間らによって救出された。それらは当然、国家への反逆行為であった。

　以降、彼らは国外に脱出し、《神ギのデ弾オ丸ン》と名乗り、世界各国で和平の道を模索する。国境を越えた革命家たちの集団だ。

　当のアリエストは戦乱の中で亡くなったと言われている。彼の遺志を継ぐ者たちによって歴史は動いた。長きにわたる戦争が終わったとき、人々はアリエストこそが真の英雄だったと認め、彼を称たたえた。

　国際天武祭エデンフエスと《神ギのデ弾オ丸ン》は彼らの活動に由来する。
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「起きたまえ。いつまで寝ているつもりかね」

　べし。

　頰ほおを叩たたかれ、ノアはまぶたをあける。最初に目に飛びこんできたのは白い天井だった。

　続いて、見知らぬ美女に焦点が定まる。

　彼女は赤いフレームのメガネをかけていた。レンズの向こうの鋭い目がノアを見据えている。白衣を着ており、燃え立つような赤い髪を後ろで無造作に束ねていた。

「何本に見えるかね、少年？」

　美女は右手の中指を立ててノアの顔の前に突き出す。

「俺の目の錯覚でなければ、中指が一本」

「よろしい。起きたまえ」

　ノアはゆっくりと上半身を起こした。ベッドの上で寝ていたようだ。

「ここはどこです？」

「救護室さ。わたしはミザリー。保健師みたいなものだ。女子寮が騒がしかったので、何事かと思って駆けつけてみれば、シャワー室の壁が破壊されており、少年が倒れていた。命に別条はないようだったが、ひとまず、ここへ運ばせたというわけだ」

　ミザリーはベッドサイドのまるいイスに座り、足を組んでいる。短いスカートから伸びる美脚がなんとも眩まばゆい。

「助かりました」

「べつに。そもそも、大したケガもしていなかった」

「体が丈夫なのが唯一の取り柄なんです。それよりも、あの三人組は？」

「侵入者のことかね？　三人ではないが、本校の生徒ではない契約者ヘレテイツクを一人拘束した。身柄を警察に引き渡したところだ」

「一人、ですか」

　気絶させたはずの二人には逃げられたようだ。まずいことに、拘束された契約者ヘレテイツクはイデアの姿を見ている。さて、どうしたものか。イデアに殴り飛ばされた際の衝撃で忘れてくれているといいのだが……。

「きみこそ何者かね？　警備員の制服を着てはいるが、見覚えがない」

「俺はノア・Ｄ・ベイカーといいます。今日から食堂と夜間警備の仕事を始めたばかりでして。ちゃんと登録しているので確認してください」

「ベイカーBaker？　実家はパン屋かね？」

「いいえ。ただの、よくある名前ですよ」

「まあ、そうだな。ノア・Ｄ・ベイカーか。ふむ」

　ミザリーはとがったあごに指を添えた。メガネの奥の瞳を細める。

「……俺の名前がなにか？」

「いや、べつに」

　ミザリーは後ろを見やった。

「この少年は警備員だそうだ」

　ミザリーの背後には衝つい立たてがある。そこにユーナがいた。彼女は衝立の端から、半分だけ顔を出している。タンポポ色の髪がこぼれていた。全身は見えないが、さすがに裸ではないだろう。

「噓うそに決まってます！　そいつ、あ、ああ、あたしがシャワー浴びてるところを覗のぞいてたんですよ！　警備員の格好をした覗き魔ですよ！」

「はあっ!?」

　ノアは思わず声を大きくしていた。

「昼間だって、飛空艇エアシツプの中で、いきなり、あたしの手を握ったり、む、胸を揉もみしだいたり……だから、そいつ、変質者に決まってます！　警察に突き出すべきです！　極刑を望みます！」

「と、メイプルベリーは主張しているんだが？」

　ミザリーが愉快そうに片方の眉を持ちあげてノアを見る。

「ちょっと待ってくれ。俺は変質者なんかじゃない」

「犯人はみんなそう言うものよ」

　ノアは話を聞いてくれそうなミザリーに視線を戻した。

「誤解なんです。昼間は、彼女がチンピラにからまれていたから助けようとしただけで。胸に触れたのは事実ですが、事故ですし、揉もみしだいてなんかいません」

　そもそも、揉むほど大きくもなかったではないか。

「今、とてつもない負のオーラを感じたわ！　なにかよからぬことを考えたでしょ！」

　意外と鋭いな……って、そうじゃない。

「シャワー室だって覗のぞこうとしたわけじゃない。俺が巡回していたら昼間のチンピラどもが、また現れたから捕まえようとして、まあ、あんなことになってしまったけど……」

「男なんて、どいつもこいつもケダモノだわ。ミザリー先生、やはり警察に引き渡しましょう。こいつ、変質者っぽい顔してます。調べれば余罪があるに決まってます」

　ユーナは衝つい立たてに隠れたまま声高に言った。こいつ、とノアを指差してくる。

「変質者っぽい顔って……」

　ひどい言われようにカチンときて、ノアはベッドからおりる。

「こ、来ないでよ！　近づいたら容赦しないわよ！　焼却してやるんだから！」

　毛を逆立てて威嚇する猫のようだった。ずずっと衝立ごと後ずさる。

「話を聞いてくれよ」

　ノアが一歩踏み出すと、ユーナはまた、衝立をずずっと引きずって後退した。

　けれど、その拍子に、

「のひゃっ」

　と、派手に転倒する。

　スカートがめくれてパンツがまる出しになった。白だった。そこに衝立が倒れてきて、パイプ部分が彼女のおでこに当たった。

「ふぎゃっ」

　ユーナは涙目になりながら、おでこを押さえて蹲うずくまる。

「なにやってんだ？　大丈夫か？」

「こ、この、卑ひ怯きよう者ものめっ！」

「なんでだよ……」

　よくわからなかったが、ひとまず助け起こしてあげることにする。

「ほらよ」

　衝立をどかし、ユーナの細い手首を摑つかんだ。

　途端に──。

「ぎゃああああああああああああああっ！」

　ユーナはしっぽを強く握られた猫のような悲鳴をあげた。

　ノアの手を弾くと同時に、胸ぐらを摑んでくる。

「ちょ、おい!?」

　気づくと、ノアはユーナに投げ飛ばされていた。

　咄とつ嗟さに反応することができず、腰と背中をしたたかに打つ。

「お、男、怖い。男、嫌い。男、男、Ｙ染色体……も、もう殺すしか……」

　ユーナは蹲うずくまって、なにかぶつぶつと言っていた。

「どーどー。落ちつけ、メイプルベリー」

　ミザリーがユーナに近づき、その背中を優しく撫なでる。

「殺すなら、わたしが見ていないところで、証拠を残さないようにやれ。な？」

　おい。

「なんなんだ……」

　ノアは背中をさすりながら上半身を起こす。ユーナはミザリーの手を借りて、ゆっくりと立った。ミザリーが半笑いの表情をノアに向けてくる。

「すまんな、少年。メイプルベリーはちょっとした男性恐怖症なんだ」

「……男性恐怖症？」

「男が苦手なあまり暴行を加えてしまうらしい。まあ、防衛反応みたいなもんだ」

「はあ……」

　過剰防衛だと思うが。

　ふと、飛空艇エアシツプの中で顔面を蒼そう白はくにしていたユーナを思い出した。ノアが手を引いたときの反応もおかしかった。その流れでノアはユーナの胸に触れてしまったわけだが、そのときの反応も過剰と言えば過剰だった。
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　ノアは「よっ」と立ちあがり、ユーナを見る。ユーナはノアの視線に怯おびえるように、ミザリーの背後に隠れた。

「へ、変態！　淫獣！　覗のぞき魔ま！　近づかないでって言ったでしょ！」

　ユーナはアリエスト学園の制服を隙なく着こなしていた。《神ギのデ弾オ丸ン》の育成機関というだけあって、アリエスト学園の制服はそのまま戦闘服になっていると聞いたことがある。軽いが丈夫で、防刃・防弾効果のある特殊繊維で作られているのだそうだ。

「また、近づいてきたら、それだけで敵対行為と見なすわ！」

　ユーナは制服のスカートの上に革のベルトをしており、そこに二本の剣を差していた。それを素早く抜くと、切っ先をこちらに向けてくる。

　一方の剣は中型の直刀だ。

　もう一方はやや大振りの剣で刃が竜の爪を思わせる。

「《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》のサビにしてやるんだからね！」

　怖いことをさらりと口にする。

　ノエルとリアムは神話に登場する仲の悪い兄弟神の名だ。血縁者ゆえに憎み合い、互いを謀殺しようとするものの、どちらも死ぬことはなく、彼らの争いが白熱ヒートアツプするほどに無関係な犠牲者を生み出していったという。形状は異なるが、二本で一対の剣なのだろう。

「剣を納めろ、メイプルベリー。不許可の抜剣はご法度だぞ」

　ミザリーが言う。

「で、でも……」

「人を盾にしておいて、デモもテロもない。納めろ」

　ユーナは渋々といった表情で剣を鞘さやにしまった。

　そう言えば、昼間、飛空艇エアシツプの中でユーナは六ギ弦タ琴ーのケースのようなものを抱きかかえていたか。あの中には、この二本の剣がしまわれていたのかもしれない。

　ミザリーは赤い髪をかきあげ、それから部屋の隅にある電話機に向かった。受話器を取り、どこかに電話をかけ始める。

　ミザリーという盾を失ったユーナはまた衝つい立たての向こうに隠れて、ノアを睨にらみつけてきた。ぐるるる、と猛獣のように咽喉を鳴らしている。

　やがて、ミザリーが受話器を置いて戻ってきた。

「少年の見た不審者とやらは三人だったのか？」

「そうです。一人が契約者ヘレテイツクで、風使いでした。とは言っても、最低レベルでしたが。彼の力が暴走して、シャワー室の壁をぶち破ったんです」

　ノアはあっさりと噓うそをつく。

「捕まった契約者ヘレテイツクは口を割らんそうだ」

　それは好都合だ。

「でもって、おそらく今夜中に釈放される」

　それは予想外だ。

「なぜです？」

「テックス家が派遣した優秀な弁護士がついたからだ」

　答えたミザリーは、ユーナのほうへ視線をやる。ユーナはきゅっと眉根を寄せ、口をへの字に曲げた。せっかくのキレイな顔が台無しだったが、それはそれで愛あい嬌きようがあった。

「テックスってのは何者です？」

　ノアが問いかけると、ミザリーがこちらに顔を戻す。

「明日から《神ギのデ弾オ丸ン》の学園代表選出戦が始まるんだがね、メイプルベリーが、初戦で当たる相手がドナルド・テックスだ。資産家テックス家のお坊ちゃんだよ」

　ノアの脳裏を先程のチンピラたちのセリフがよぎった。

　──飛空艇エアシツプじゃ、邪魔が入って失敗しちまったんだからよ。

　──メイプルベリーってやつは、いつもこの時間にシャワー室を使うらしい。そこをカメラに撮るんだよ。脅しの材料としちゃ申し分ないだろ。

　なるほど、そういうことか。

「つまり、ドナルドってやつは、戦わずして対戦相手を葬ろうとしたわけですか」

　内部協力者がいたのであれば、あのマヌケたちが侵入できたのも頷うなずける。正確には内部協力者というより、ドナルドという生徒こそが主導だったのだろうが。

「憶測でものを言うのは感心しないな、少年」

　ミザリーはくちびるの端を持ちあげていた。笑っているらしい。

　連中は初めからユーナを狙っていた。しかし偶然、同じ艇内にいたノアが邪魔をしたので失敗してしまった。だから、学園の女子寮にまで出向いて脅そうとしたのだが、そこにまたしてもノアが現れた……。

　捕まった男は喋しやべらないだろう。ドナルド・テックスという生徒との繫つながりも、不明のままとなるだろう。そういうものだ。

　ノアはユーナに目をやった。それに気づいたらしく、ユーナもノアを睨にらんでくる。

「なによ？」

「俺は無実だったろ？」

「ふん、どうだかっ！」

　ユーナはそっぽを向いた。この様子から察するに彼女はイデアの姿を見ていない。

「まあ、いい。メイプルベリーは明日も早いだろう。もう戻れ。少年も行っていいぞ」

　ユーナはいくらか不満そうだったけれど、「わかりました」と言った。

「それでは失礼します」

　ミザリーに向かって、ぺこりと頭をさげる。

「ん」と、ミザリーはおざなりに頷いた。

　ユーナは、それからノアを見る。一瞬、なにかを言いかけたようだったが、なにも言わなかった。ノアの横を通り過ぎるのではなく、壁を背にして大きくこちらを迂う回かいする形で退出していった。

「……変なやつ」
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　翌日。

「わあ、ノアさんは手先が器用なんですね」

　ターニャがノアの手元を覗のぞきこみながら言った。ベレー帽からこぼれたチョコレート色の髪がふわふわと揺れている。

「べつに器用ってほどでもないけど、これくらいなら」

　ノアは厨ちゆう房ぼうの一角でジャガイモの皮むきに勤いそしんでいた。盥たらいにこんもりと盛られたジャガイモの皮を、ひたすらむいていくだけの単純作業だが、とにかく数が多い。

　小振りのナイフを手に、ターニャと二人がかりで、ざくざくと皮をむいていく。

「ほう、なかなかうまいじゃないか、少年」

　不意に声がかかり、ノアは顔をあげた。

　昨夜、救護室で会った保健師、ミザリーだった。今日も白衣姿だ。赤いフレームのメガネがどこか神経質な印象を抱かせるが、口元には軽薄な笑みが浮かんでいた。

「あ」

　ターニャがミザリーを見て口を開きかける。だが、ミザリーはそっと人差し指を伸ばして、ターニャのくちびるに押し当てた。そのままウィンクをする。

　……なんだ、今の？

「今日もいい乳をしているな、ピアーズ。ちょっと触らせたまえよ」

「や、やめてください、セクハラですよ！」

　ターニャは顔を赤くして胸の前を両手で覆った。素早く動いてノアの背後に隠れる。

「ふふ、可愛い反応だな、ピアーズ。いじめがいがあるというものだ。わたしは好きな子には意地悪したくなるタイプなのだ」

「なにしてるんですか？」

　ノアはターニャのフォローに回るべく、やんわりとミザリーに問いかける。

　ミザリーはニヤリという感じで笑った。なんとも悪役じみている。

「実は少年に会いに来たのだよ」

「俺に？」

「ちょっとつきあいたまえ」

「いや、でも、俺、仕事があるし」

「ジョーンズには話を通してある。つべこべ言うなよ、面倒くさい」

　ミザリーはそう言うと、ノアの肩に腕を回し、そのまま、ぎゅっと絞めつけてきた。そうなると、白衣越しにミザリーの胸がノアの顔に押しつけられる格好となる。ターニャほどではないにしても、わりと大きい。あと、いい香りがした。

「悪いが、こいつ、借りていくからな、ピアーズ」

「え、あ、え？」

　ターニャは、わたわたと両手を宙にさまよわせた。ミザリーは「行くぞ」と言って、そのまま、厨ちゆう房ぼうの裏口からノアを連行していく。ノアはエプロンをしたままだった。

「ちょ、ちょっと、なんなんですか？　つーか、放してください」

「ん？　ああ、悪い悪い」

　ミザリーはちっとも悪いとは思っていないような調子で言い、ノアの首に回していた腕を解いた。ノアはミザリーの腕と胸から逃れ、嘆息する。

「いったい、なんの用ですか？」

「これから代表選出戦の一回戦が行われる」

　ほれ、とミザリーはトーナメント表をノアに差し出した。




　代表選出戦第一回戦

　第一試合（　）内序列

《心螺の宴モーターヘツド》（13位）ＶＳ《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》（９位）

　第二試合

《紅蓮の皇子フアイアスターター》（16位）ＶＳ《黒死無双ヘルタースケルター》（３位）

　第三試合

《敗走志願者マーチ・オブ・ザ・ピツグス》（２位）ＶＳ《伽ミ藍スのフ紡イぎツ手ツ》（10位）

　第四試合

《月詠みの愚者セイント・アンガー》（８位）ＶＳ《病色の囚人フリーク・オン・ア・リーシユ》（４位）

　第五試合

《異薔薇々々姫キラークイーン》（12位）ＶＳ《殺神願望キル・ユア・アイドルズ》（６位）

　第六試合

《微少女迷宮デイスポーザブル・テイーンズ》（11位）ＶＳ《花飛沫モグワイ》（７位）

　第七試合

《赫色領域ラストリゾート》（５位）ＶＳ《百年の虚毒プリテイ・ヴエイカント》（14位）

　第八試合

《空に溺れる果実コール・チヤンバー》（15位）ＶＳ《神喰ネイムレス》（１位）




　なんとも物々しい登録名が並んでいる。

「少年もメイプルベリーとテックスの試合を見たいんじゃないかと思ったんだよ」

　トーナメント表を見ると、《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》の対戦相手は、《心螺の宴モーターヘツド》となっていた。これがドナルド・テックスか。

「俺には関係ないですよ」

　代表選出戦とやらのせいで人の出入りが多くなると聞いている。食堂はいつも以上に混雑するらしい。サボっている暇はない。

「まあ、そう言うなよ、少年」

　ミザリーは白衣の裾を翻して、蜂蜜色の日差しが降り注ぐ乾いた石畳の道を、ずんずんと進んでいく。ノアは少しのあいだ、その場に突っ立っていた。足元の影がゆらりと揺れる。けれどイデアはなにも言わなかった。

「まったく、なにがどうなってんだよ……」

　そうしていてもマヌケなだけなので、ノアはエプロンをはずした。軽くたたんで後ろのポケットにひっかけてから、ミザリーの背中を追いかける。




　ミザリーが向かったのは、第一闘技場という施設だった。学園内には闘技場と名のつく場所が四つ存在するらしい。第一、第二は屋外、第三、第四が屋内なのだそうだ。

　ミザリーは第一闘技場の正面ゲートを通るのではなく、裏口へと回った。ドアの前に警備員がいて、許可を得て中に入る。

「わたしは保健師みたいなものだからな。生徒が試合でケガをした場合は手当てをする義務がある。面倒だけど」

「面倒って……」

「運ばれてくるのが女子なら手厚く看護するが、野郎なら自然治癒に任せるのが、わたしの基本方針だ」

　最悪な基本方針だな、と思った。

　細い通路は、途中で左右にわかれていた。ミザリーは迷わず右に折れる。ノアもそちらに続いた。やがて、とある部屋の前で立ち止まる。

「なんです、ここ？」

　ミザリーは答えずに、ドアをノックした。

「わたしだ。いつもキュートなミザリーちゃんだ」

　なにも言うまい。

　中から返事はなかった。

　ミザリーがノブを回す。カギはかかっておらず、あっさりと中に入ることができた。

「ふふ、不用心なやつめ」

　ミザリーはにやにや笑っている。

　そこは控室のようだった。コンクリートの床、ロッカーとベンチ。誰もいない。

　けれど、壁際に《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》の二対の剣が立てかけられていたから、ここはユーナの控室なのだろうとわかった。

　試合前らしいのにわざわざ訪れたのだから、連絡事項でもあるのだろう。もしくは昨夜のこともあるので、激励に来たのかもしれない。生徒の一方に肩入れする状況というのは褒められたものではないだろうが、ミザリーならありそうだ。

「よし、チャンスだ」

　ミザリーはそう言うと、白衣のポケットから小型のカメラを取り出していた。

「ついて来たまえ、少年」

　ミザリーは控室の奥に向かう。

　と、そこは──。

「ぶっ!?」

　シャワー室になっていた。かすかに水の流れる音がする。

「なにしてんですか？　彼女、シャワー浴びてるんじゃないですか？　ダメですって」

　昨夜の悪夢がノアの脳裏をよぎる。

「恥を知れ。美少女がシャワーを浴びているのに覗のぞかないやつがいるか」

「あんたこそ恥を知れ！　犯罪ですよ！」

「望むところだ」

　なにを言ってるんだ、この人は……。

「あっ！」

　そこでノアは気づいた。ひょっとすると、昨夜、ミザリーがすぐに駆けつけて来られたのは、女子寮で盗撮をしようとしていたからではないのか。つまり、彼女が試合前にここへ赴いた理由はただ一つ、覗きをするためなのだ。

「声をひそめろ。ほら、見たまえ」

　ミザリーが指差したところにはカゴが置いてあった。その中にはアリエスト学園の制服一式と下着がある。ブラとショーツはお揃そろいだ。白を基調にしていて、それぞれピンクの小さなリボン飾りがあった。

「ふむ、これは没収だな」

　ミザリーは当然のようにパンツを握りしめて白衣のポケットに押しこんだ。

「ちょ、なにしてんですか！」

　ノアはミザリーのポケットからユーナのパンツを奪い取る。ミザリーの暴挙はノアが食い止めなければならないと正義心を働かせた。異性に興味がないわけではないが、これは犯罪だ。犯罪行為は見すごせない。

「あ、あああ、あんた、なにしてるのよ？」

　背後から、ゆらりと熱気を感じた。そうでありながら同時に、寒気を覚えてもいた。冷や汗が流れる。ノアはゆっくりと振り返った。

　そこにはバスタオルを巻いたユーナ・メイプルベリーの姿があった。タンポポ色の豊かな髪は濡ぬれており、顔は神話に登場する悪神のごとく怒気に歪ゆがんでいた。耳まで真っ赤である。拳を握りしめ、ぶるぶると震えていた。

「ち、違う。俺は──」

　口を開きかけたが、最後までは言わせてもらえなかった。

「あ、ああ、あたしの、パ、パンツを握りしめて、なななな、なにをしてるわけ？」

「え？　あ、いや、これは……」

　ノアは慌ててパンツをカゴに戻した。

　左右を見やる。すでにミザリーの姿はなかった。ノアを囮おとりにして逃げたようだ。

「落ちついて聞いてほしい。噓うそに聞こえるかもしれないけど俺は無実だ」

　むしろ、悪の手からユーナのパンツを守ったのだ。そこを評価してくれ。

　だが、ノアの言葉はユーナには届いていないらしかった。

「男なんて大っ嫌いっ！」

「いや、だから、これはハメられただけで──」

「絶滅しろ、男性ホルモンめっ！」

　強烈な拳がノアの顔に叩たたきこまれた。





◇◇◇






「なんで俺が……」

　ユーナに殴られてアザになった部分に氷を当てる。ミザリーが用意してくれたものだ。

「その程度で済んで、よかったではないか」

　ノアは恨みをこめてミザリーを見た。

「完全に誤解されましたよ」

「まあ、そう気を落とすな。ほら、秘蔵の写真を見せてやるから」

「結構です」

　と言いつつ若干気になる秘蔵写真。けれど、鉄の意志ではねのける。

　そこは第一闘技場内にある救護用テントの中だった。観客席よりもリングに近い。「特等席だろ」とミザリーは言っていた。ミザリーのほかにも数人の医療班員が詰めている。ノアもミザリーに渡された「医療班」の腕章をつけていた。

　闘技場の中央には一五メートル四方のリングがあり、それを囲むようにして観客席が造られていた。席は八割ほどが埋まっている。まだ一回戦だというのに、かなり盛況だ。

　生徒ではない者の姿も見受けられる。竜王に派遣された視察団体や、業界関係者などもいるという話だった。

《神ギのデ弾オ丸ン》の育成は、国家の威信にかかわることだから当然だろう。

　ここ数回の国際天武祭エデンフエスにおける天駆ける竜王国ソレヴイスの戦績も芳しくなかったはずだ。焦りがあるのかもしれない。

　突然、歓声があがり、ノアはリングのほうへ視線を向ける。リングは地上から一メートルほどの高さがあり、その中央に赤毛を左右で結わえ、黒いドレスに身をつつんだ少女の姿があった。

『れでぃーす・えんど・じぇんとるめん☆　はぁい、みんなー、長らくお待たせしちゃいましたーっ☆』

　彼女が着用しているドレスは、妙に露出度が高かった。レースやリボンの飾りがたっぷりとついていて、デコレーションケーキを連想させる。

『四年に一度の晴れ舞台、国際天武祭エデンフエスの出場をかけて、我らがアリエスト学園でも代表選出戦が、いよいよ始まりますっ☆　みんなー、盛りあがってるーっ☆』

　少女はマイクを観客席に向けた。「おぉおお」と観客が大きな声で答える。

『第一闘技場での審判員レフエリーは、わたし、アナベル・リーがお送りしまっす☆　よろしくでーすっ☆』

　アナベルはくるりとターンして「きらりんっ☆」とウィンクをしながらポーズを取る。

「うおおお、アナベルちゃーん」という怒号にも似た声援が湧わいた。

　観客席には「ＡＮＮＡＢＥＬ　ＬＯＶＥ」と書かれたうちわを振っている一団もいる。

「……な、なんなんだ？」

「彼女は専属の審判員だよ。かなりの人気者でね。購買部では彼女の写真集も売っている」

　ミザリーはそれだけ告げると、テントから飛び出し、カメラのシャッターを切りまくり始めた。かなりのローアングルから。威厳の欠片もない。白衣が汚れてしまうのではないだろうか……。

『それではルール説明ですっ☆　場外落下とノックダウンはテンカウントを取りますっ☆　武器の使用は無制限ですっ☆　時間も無制限の一本勝負っ☆』

　アナベルがぴょこんと跳ねると、短いスカートが翻った。

『会場内での飲酒喫煙は禁止でーすっ☆　ゴミはきちんと分別して捨てましょう☆　アナベルからのお、ね、が、い、ねっ☆』

　アイドルのコンサートかなにかのようだった。行ったことはないが。

『ではではー、早速、選手の入場ですっ☆　まずは南ゲートっ☆』

　アナベルが南ゲートを指差す。

『学園内序列第一三位、登録名《心螺の宴モーターヘツド》、ドナルド・テックス選手っ☆』

　歓声につつまれて現れたのは、背が高く、屈強な体つきをした男子生徒だった。チンピラを雇うなどという小細工を仕掛けてきていたので、勝手に貧弱そうなイメージを抱いていたが、まるきりハズレのようだ。見るからにパワー系のファイターである。

『続いて、北ゲートより学園内序列第九位、登録名《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》、ユーナ・メイプルベリー選手っ☆』

　呼ばれたユーナが、ゆっくりとした足取りで姿を現した。くちびるを引き結んでおり、その表情は少し硬い。試合用なのだろう、スカートの下にスパッツを着用している。腰には革のベルトが巻かれていて、そこに二本の剣、《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を差していた。ユーナは顔をあげて、ドナルドを見た。

「大恥かかせてあげるわ、《心螺の宴モーターヘツド》」

　観客席よりも近い場所だったので、ユーナの声がノアのところまで届く。

「それは楽しみだな、《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》」

　対するドナルドは薄い笑みを浮かべていた。

「ここからは、ちょっとした、見ものだぞ」

　いつの間にそばに戻ってきたのか、ミザリーがノアの耳元で囁ささやく。

　契約者ヘレテイツクは、能力を発動するためにイシューズに代償を支払い、式アンセムを唱えなければならない。試合の場合、それは一つの見世物と化していた。

　失敗すると能力が発動しないため、試合前に勝負が決まってしまうということも少なくなかった。これが試合ではなく実戦だったならば、命取りとなりかねない。

　まずはドナルドが前に出た。彼は左手の中指を握りながら前方に突き出す。

　そして、ボキリ、と指を折り曲げた。




「──かの墓標に名を刻まれし者よ、その悪名を世界の果てまで轟とどろかせ」




　契約式ヘレテイツク・アンセムが唱えられ、ドナルドの足元がボコボコと爆はぜる。まるで、地面が沸騰しているかのように。代償が支払われたのだ。会場にざわめきが広がった。ドナルドは表情を変えなかったが、審判員レフエリーのアナベルは顔を歪ゆがめている。『ひぃいい☆』という悲鳴が、かすかにマイクに乗ってしまっていた。

「彼の代償は〈骨折〉ってところですか。契約しているのは、地のイシューズですね」

「半分正解だ。テックスは地のイシューズと契約している。代償は〈激痛〉だがね」

　ミザリーが愉快そうに答えた。

　試合ごとに〈激痛〉という代償を支払わなければならないとなると、これは文字通りの痛手だろう。初戦を不戦勝にしたかったのも頷うなずける。痛みが大きいほどに能力は高くなるだろうが、諸刃の剣と言わざるを得ない。

　ドナルドに続き、今度はユーナが前に出た。その顔は、なぜだか真っ赤だった。心なしか全身が小刻みに震えている。

「あいつ、ほんとに大丈夫なんですか？」

　ユーナは尋常じゃないくらいに汗をかいていた。すでに対戦相手であるドナルドさえ見ていない。自分のつま先を見つめている。

「まあ、黙って見ていろ」

　ミザリーはカメラを構えた。

　ユーナはおずおずと──。

　自らのシャツの中に手を入れた。

　観客席から「おおぉ」と低いどよめきが生まれる。おもに男子の声だ。

　その声に怯おびえたようにユーナは「ひぅ」とこぼした。ユーナは屈辱に耐えるように、ますます赤くなり、シャツの中で、もぞもぞと手を動かす。シャツの裾がめくれて、小さなおへそがちらりと覗のぞいた。

　ミザリーがカメラを連写させている。

「な、なにやってんだ、あいつ？」

　ユーナは恥ずかしそうに俯うつむいていた。見ているノアまで恥ずかしくなってくる。

「〈羞恥心〉、それがメイプルベリーの代償だ」

「──はあ？」

　その直後、ユーナはシャツの中でブラをはずした。観客の前でそれをさらす。つまり、今、ユーナはノーブラなのである。ほとんど泣きだしそうな顔をしていた。破れかぶれといった調子で、ユーナは契約式ヘレテイツク・アンセムを唱える。




「──彷徨さまよえる赤き焰ほむらよ、満ち満ちて灰となせ」




　ユーナのブラが炎につつまれて消えた。

　同時に、彼女の背中には炎の翼が生み出されている。

　なるほど、とノアは理解した。昨夜、シャワー室でユーナが能力を発動させられたのは、ノアが彼女の裸を見たために、契約の代償である〈羞恥心〉が支払われたからなのだ。

　となれば、先ほどのことは本当に運がよかった。昨夜の再現にならなかったのは、ただの幸運だ。

　ユーナは《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を鞘さやから抜いて構える。瞬時に、刃に炎が巻きついていった。

「あんたみたいな根性ひん曲がった卑ひ怯きよう者ものは、あたしが調教してあげるわ」

「なんのことだかわからんな」

　対するドナルドは武器を手にする様子もなく、仁王立ちをしている。

　二人は五メートルほどの距離をあけて向い合った。

『両者、準備はいいですね？　それでは、アリエスト学園代表選出戦第一回戦・第一試合──始めっ☆』

　アナベルのかけ声で、試合がスタートした。

　ユーナの靴の裏で炎が生み出される。小規模爆発によるスタートダッシュだ。が、先に仕掛けたのはドナルドのほうだった。その場でしゃがみ、リングに両手を置く。すると、リング全体が大きく波打った。ユーナは動じず、ドナルドに突進していく。

　しかし。

『ちょ、なにこれ、きゃんっ☆』

　審判員レフエリーのアナベルは、まっすぐ立っていられずに、その場にしゃがみこんでしまった。揺れはさらに大きくなり、彼女はリングの外に放り出される。

「危ない！」

　咄とつ嗟さにノアはテントを飛び出していた。スライディングしながらアナベルを抱きとめる。少女の華きや奢しやな体とはいえ、勢いをつけて落下してきたのだから、それなりに腕に負荷がかかった。それでも、きっちりと受け止める。

「セーフ……。あんた、大丈夫か？」

「えっと、あの、わたし……あれ？」

　アナベルは自分になにが起きたのかわかっていないようだ。目を白黒させている。

「どこもぶつけてないか？　頭は？」

　ノアはアナベルの顔を覗のぞきこんだ。目立った外傷はない。頭を触って確かめてみたが、コブもなさそうだ。アナベルはノアの腕の中でまるまっていた。

　近くの観客席から「おい、あいつ、なんだ？」「アナベルちゃんにベタベタしやがって」「見かけない顔だな」「例の侵入者じゃないのか？」などという声が聞こえてきた。アナベルのファンの連中だろう。試合ではなく、アナベルのほうを見ているらしい。あまり悪目立ちはしたくないので、俯うつむき気味に顔を隠す。

「立てるか？」

「へ、あ、ふぁいっ」

　ノアの問いかけに、アナベルはおかしな声をあげる。ノアは彼女をそっとおろし、支えるようにして立たせてやった。アナベルはどこかぼんやりした顔でこちらを見あげてくる。目がどこかとろんとしているし、頰ほおが赤い。

「あんた、本当に大丈夫か？」

「は、はい。平気です。あの、わたしはアナベルといいます。あなた様のお名前は？」

　あなた様？

「……ノアだけど」

「ノア様……そこはかとなく雅みやびなお名前♡」

　あまり平気そうではないのだが……。

「いい仕事をしたな、少年」

　振り返ると、ミザリーがノアの背後に立っていた。彼女は、ぽやんとしているアナベルのそばに近づき、「ケガはないかね？」と保健師らしく訊たずねる。

「ケガはありませんが、胸が痛いです、チクチクと。これって、もしかして……」

「それはいかんな。どれ、触診してやろう」

　ミザリーはカメラを持っていないほうの手をわきわきさせる。

「結構です」

　アナベルは正気に戻ったらしく、ぷんっ、とそっぽを向いた。

「わたし、仕事がありますから。それでは、ノア様、ごきげんよう☆」

　アナベルは一度、ノアに笑いかけてから、リングへと戻る。

　ノアもリングの上に視線をやった。目を離しているあいだに戦況が動いていた。ドナルドは能力を発動させて、石ゴのー巨レ人ムを生成している。三メートルはあろうかという巨体だ。

「潰せ！」

　ドナルドが命じると、巨大な鉄拳がユーナめがけて振りおろされる。

　しかし、ユーナは動揺を見せない。タンポポ色の髪とプリーツスカートを翻しながら、素早く石ゴのー巨レ人ムの拳をかわし、巨体の足元に滑りこんだ。その際に、炎をまとわせた《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を石ゴのー巨レ人ムの足首に叩たたきこむことも忘れていない。石の破片が飛び散った。

　足をやられた石ゴのー巨レ人ムはバランスを崩す。ユーナは巨体の足を潜くぐり抜ぬけると、その背後に回り、《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を交差させた。

「爆はぜろ！」

　瞬間、強烈な爆炎が生み出され、石ゴのー巨レ人ムの胴体を吹き飛ばした。巨体の輪郭は崩れて、ただの石くれと化していく。

　客席から歓声があがった。アナベルはリングのすみで、様子を見守っている。

「凄まじい火力だろう？　惚ほれ惚ぼれするな」

　ミザリーの言葉にノアは頷うなずいた。

「《神ギのデ弾オ丸ン》候補生ってのは伊だ達てじゃないですね」

　それでも、《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》は学園内序列九位だという。ならば上には、ユーナよりも優秀な者が八人もいるということになる。さすがは天下に名高いアリエスト学園と言ったところだろうか。まさに化け物たちの集まりだ。

　ドナルドはまだ勝負を諦めていない。石ゴのー巨レ人ムの破片を、ユーナめがけて、大砲の弾のように飛ばしている。

「くたばれ、《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》！」

　ユーナはそのことごとくを二刀流で破壊していった。さながら炎をまとった竜巻のように。火力もさることながら、剣技そのものが優れている。自分の体の隅々までを支配下に置いているといった感じだ。あんなにも華きや奢しやな体格をしているのに、ドナルドの力技をすべて受け流していた。ユーナの舞うような剣は、見る者を惹ひきつける。

「少年も《神ギのデ弾オ丸ン》に興味があるかね？」

　ミザリーが唐突に言った。その口元には笑みが浮かんでいる。

「俺はべつに。契約者ヘレテイツクでもないですし」

「《神ギのデ弾オ丸ン》になる者すべてが契約者ヘレテイツクではない」

「九割は契約者ヘレテイツクです」

「《神ギのデ弾オ丸ン》に選ばれた者は竜王から褒美が与えられる。国際天武祭エデンフエスで結果を残せば、一生安泰だ。富も名誉も、すべてが手に入る」

「結果を残せば、でしょう。この場にいる大勢が、それを望み、叶かなえられずにいる。それが現実ってもんです。身の程は弁わきまえているつもりですよ。それに《神ギのデ弾オ丸ン》には品格が求められる。俺には足りていません」

「品格とはおもしろいことを言う」

「必要でしょう？」

「品格など腹の足しにもならんさ。《神ギのデ弾オ丸ン》に必要なのは純然たる力だよ。あとは野心だな。なにを犠牲にしても手に入れたい物があれば言うことはない」

「なんにせよ、俺には不足していそうですね」

　リングの上では、ユーナの剣がドナルドを追いつめていた。ドナルドは石の壁などを生み出し、抵抗を続けていたが、すでに勝敗は決している。そもそも、不正な手で勝ちを取りにいった時点で、ドナルドの敗北は決まっていたようなものだ。

「滅びろ、男め！　下等生物め！　死にさらせ！　ふははははっ」

　若干、ユーナのほうが悪役っぽかったが……。

　ユーナの爆撃でドナルドが場外に吹き飛んだ。その屈強な体が地面を抉えぐっていく。

　アナベルはマイクを持って、リングの中央に跳び出す。

『ドナルド選手場外っ☆　カウントを取ります☆　ワン☆　ツー☆　スリー☆』

　アナベルのカウントが続く。ドナルドは立ちあがろうとしているが、うまく起きあがれずにいる。顔が苦しげに歪ゆがんでいた。

　ノアはリングに佇たたずむユーナを見あげた。

　彼女は傷一つなく、《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を携え、カウントに耳を澄ませている。背中から伸びる炎の翼がどこまでも神こう々ごうしい。

『エイト☆　ナイン☆　テン☆　それまでっ☆　アリエスト学園の代表選出戦第一回戦・第一試合、勝者、ユーナ・メイプルベリー選手☆』

　アナベルがユーナの手首を握り、持ちあげた。観客から大きな歓声と拍手が送られる。

　ユーナはホッと息をついていた。背中から炎の翼が消える。

　その際に、一瞬だけ目が合った。ノアはユーナに笑いかけながら右手をあげてみる。

　けれど、ユーナは顔をくしゃっと歪め、すぐにそっぽを向いてしまった。

「……なんだよ、可愛くないやつだな」





◇◇◇






「じゃあ、俺、そろそろ戻ります」

　ミザリーに告げる。いつまでもターニャに仕事を押しつけてはいられなかった。

「帰り道はわかるかね？」

　ミザリーの問いに「たぶん」と答え、医療班の腕章をミザリーに返却する。

「それでは失礼します」

　ノアは軽く頭をさげ、来た道を引き返した。が、数歩進んだところで足を止める。

「──っ!?」

　観客席の中に、一人の少女の姿を認めていた。

　冷たい手で、心臓を鷲わし摑づかみにされたような衝撃が走る。

　蒼あお味みをおびた銀色の髪を揺らし、彼女は観客席から立ちあがる。その瞳も銀色で、肌は驚くほどに白い。彼女は観客席の横にある階段をのぼっていった。

「そんな……」

　ノアは思わず駆けだしていた。通路に向かうのではなく、下から観客席へ這はいあがる。

　近くにいた数人が訝いぶかしげにノアを見た。構わずにノアは叫ぶ。

「待ってくれ！」

　少女はノアの呼びかけに立ち止まることなく、人ごみに紛れてしまった。

　ノアは階段を駆けあがる。だが、試合が終わったために移動する者が多く、満足に前進することができない。

「俺だよ！　ノアだ」

　迷惑そうな顔を向けられるのを覚悟で、ノアは人々のあいだをすり抜けた。

　だがしかし。ノアは少女を見失ってしまう。

　いや、彼女がここにいるわけがない。

　いるわけがないのだ……。

　それでもノアは拳を強く握りしめ、また走り出した。

　そして、通路の角を飛び出したところで──。

「ひゃっ!?」

　誰かを押し倒してしまった。

「わ、悪い」

　ノアの下には黒髪の少女がいた。すぐ近くに顔があり、慌てて体を起こす。

「大丈夫か？」
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　少女が起きあがれるように手を伸ばした。

「へ、ふわ、その、ウチ、平気やし……」

　少女は小さな声でもごもご言い、ノアの手を取らずに、自力で立ちあがった。ぱんぱんとスカートを払う仕草をする。

　顔立ちからして、天駆ける竜王国ソレヴイスの人間ではない。留学生だろう。キレイな黒髪の持ち主だった。左右の目の色が違っている。右は黒曜石を思わせる黒で、左は黄金色をしていた。やや幼い容貌だ。華きや奢しやな体格には不釣り合いなほどの長細い荷物を抱えている。それは見たこともない艶やかな模様の布でぐるぐる巻きにされていた。

「悪かった。今のは完全に俺の不注意だ。ケガはないか？」

「な、なんともあらへん……」

　訛なまり言葉で少女は答える。伏し目がちで、オドオドしていた。

「なら、よかった。本当に悪かったよ。ちょっと人を探してて」

「べ、べつに……」

　少女はノアをちらりと見あげた。異なる色をした瞳が光を受けて輝いている。でも、ノアと目が合うと、慌てたように下を向いてしまった。

「あのさ、こっちに──」

　銀色の髪をした女の子が来なかったか、そう訊たずねようとしたのだが。

「えと、あの、ウチ、用事があるんで……」

　少女はくるりとノアに背を向けると、ぱたぱたと靴を鳴らして走って行ってしまった。

　ノアは少女の後ろ姿を見送ることしかできなかった。

「……妙な子だったな」

　けれど、押し倒してしまったのは、あくまでもノアのほうなのだから、悪い印象を持たれても仕方がない。

　ノアのすぐ横を、何事もなかったかのように、ほかの生徒たちが通り過ぎていった。

　周囲を見回す。探し人の姿は、もうどこにもない。

　いや、あれは初めから見間違いだったのだろう。そうに決まっている。

「そりゃ、そうだよな」

　七年も経つのに、彼女があのときと同じ姿のままであるわけがないのだ。

　あのとき、ノアは九歳の少年で、彼女は今の自分と同じ一六歳だった。そうだ。あの日は彼女の一六歳の誕生日だった。もう、ノアは彼女と同い年になってしまったのだ。そしていつか、彼女よりも歳をとる。彼女は永遠に一六のままで……。

　突然、視界が歪ゆがみ、吐き気がこみあげてくる。冷や汗が背中を伝う。

　ノアは近くの手洗い場へ飛びこんだ。偶然にも誰もいなかった。洗面台に手をつき、蛇口をひねる。冷たい水を顔にかけ、視線をあげると、鏡に自分の姿が映っていた。

　歯を食いしばり、拳を握りしめる。衝動がこみあげ、ノアは鏡の中の自分を殴りつけた。

　バリン。鏡にクモの巣のような亀裂が走る。

　ノアの拳に破片が突き刺さり、ぽたぽたと血がこぼれ落ちた。

　ゆらりと足元の影が揺れる。

『自分を大切にできないやつは嫌いだよ』

　──いけませんよ、ノア坊っちゃん。ご自分を大切にしなくては。

　イデアが姿を現し、ノアの拳に手を置いた。

「……勝手に出てくるな」

「おまえは悪くないよ、ご主人マスター」

　イデアはノアの手から突き刺さった鏡の破片を抜き取っていく。

　払いのけようかとも思ったが、そのままにした。

　イデアが触れていると出血が止まる。

　そのまま、傷はゆっくりと塞がっていった。

　これは、ノアにのみ許された特典であり、呪いだ。

「我は、ご主人マスターの味方だ。遺憾ながらね」

「……ひょっとして、俺を慰めてるつもりなのか？」

　イデアが血のような紅くれないの瞳を向けてくる。

「我は誰も慰めないし、導かない。我にできることは、ご主人マスターと共に堕落することだけだ」

「そうか」

「しかし、ご主人マスターが望むのなら、世界を滅ぼす手助けくらいはしてやってもいい」

　ノアは一度目をつむり、ゆっくりと息を吐き出した。心の乱れが治まっていく。

「それは心強いな」

　ぎこちなく笑う。七年前のあの日から笑うのは苦手だ。

「でも、今回は遠慮しておくよ。世界には、まだ滅んでもらっちゃ困る」

「ふん、それは残念なことだ」

　イデアが小さく鼻を鳴らした。





第３章　闇夜のトラップ







　元気にしてるか？

　と言っても、まだ数日しか経ってないか。

　こっちは元気だ。

　新しい生活には戸惑っているけどな。

　でも、仕事場の人は優しいし、始めたばかりだから弱音を吐いてもいられないな。

　まあ、大丈夫。

　これから慣れていくよ。

　それと、やっぱりこっちはすごいぞ。

　なにせ島が空に浮いてるんだぞ？

　人の数も多いし、建物もめちゃくちゃ高いんだ。

　忘れ音の村ウツズボローとはぜんぜん違う。

　馬も牛もいない。

　まだ、町の中はほとんど見られてないんだけど、道も広いし、店がたくさん並んでる。

　アリエスト学園の敷地だけで忘れ音の村ウツズボローが一〇〇個分くらいあるんだ。

　見せてやりたいよ。

　いつか連れてきてやる。

　いや、おまえは目を回しちゃうかもな。

　とにかく、こっちは問題ないから心配はするなよ。

　先生や司祭様の言うことを聞いて、いい子にしてるんだ。

　ちゃんと栄養のあるものを食べて、よく眠れよ。

　少しして休みがもらえたら、一度そっちに戻るからさ。

　そのときは土産物もいっぱい買ってく。

　欲しい物があったらリストを送れよ。

　こっちにはなんでもあるぞ。

　まあ、とりあえずは、そんなところか。

　繰り返すけど、心配はいらないからな。

　兄ちゃんはうまくやってる。

　おまえは自分の体のことだけ考えてればいい。

　それじゃあ、また手紙書くからさ。

　次の手紙までに、なにかおもしろい話ができればいいんだけどな。





ノア　　　　　
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「まあ、こんなもんか」

　ノアは便箋を丁寧に折りたたみ、封筒の中にしまった。明日にでも投とう函かんすればいい。

　妹は忘れ音の村ウツズボローにある小さな病院にいる。村には電気が通じていないため、電話をかけることができない。だから、こうして手紙を書くしかなかった。

「さて、そろそろ夜間警備の時間だ」

　部屋を出て警備員室に向かう。昨夜、賊に侵入されたことが影響しているらしく、少しばかりバタバタしていた。ノアは警備員の制服に袖を通し、ランプで見取り図を確認しながら今夜も一人、巡回コースを歩く。昨夜のようなことさえ起こらなければ、楽な仕事のような気もした。とっぷりと夜も更け、無人の校舎が闇の中に佇たたずんでいる。白々と降り注ぐ月明かりによって、ノアの足元には影が生まれていた。

「今夜はなんにもなさそうだな」

　ノアは自身の影に向けて呟つぶやく。

『だといいがな、ご主人マスター』

「不安にさせるようなこと言うなよ」

　そんなことをぼやきながら歩いていると、石畳の道に布切れのようなものが落ちていることに気がついた。ランプで照らす。ゴミないし遺失物の類いも回収しておくのが警備の仕事だと言われていたので拾いあげてみる。

「…………」

　それはいわゆるストッキングと呼ばれる代物だった。

「なんで、こんなもんが……」

　女子寮から風で飛ばされてきたのだろうか？

　ふと顔をあげると、少し先に、べつの布切れが落ちている。

　イヤな予感を覚えつつも、そちらに向かい、まるまっているそれを拾いあげてみた。

　女子のパンツだった。サイドにレースの飾りがついている。

「……どうなってる？」

　周囲を確認してみると、庭園からはずれたところにある大木の下に、またしても、なんらかの布切れが落ちているのを発見した。ノアは警戒しつつ、そちらに近づいていく。今度はブラジャーだった。見たところ、先程、拾ったパンツとセットらしく思われた。誰かがここで脱ぎ散らかしたのか？　いくらなんでも、そんなことはないと思うのだが。

「謎過ぎる」

　ノアは屈んでそれに手を伸ばす。

　その瞬間だった。足元の土が盛りあがり、なにかがノアの全身に絡みついてくる。

「うおっ!?」

　気づくと、ノアはネットの中に閉じこめられる形で宙ちゆう吊づりにされていた。見あげれば、大木の枝にネットの先端が結ばれている。

「ふふふ、かかったわね、ノア・Ｄ・ベイカーっ！」

　突然、声がした。ガサゴソと茂みをかきわけるようにして何者かが姿を現す。

「……ユーナ・メイプルベリー」

　茂みの暗がりから現れたのは、昨日からなにかと因縁深いユーナであった。

　学生服ではなく、ショートパンツに薄手のパーカーという格好をしている。ショートパンツの上には革のベルトをしており、そこには《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》がさげられていた。月光に照らされて、タンポポ色の髪が輝いている。けれど、茂みから現れたせいで、葉が髪の毛に付着していた。

「髪の毛、葉っぱがついてるぞ、ユーナ」

「む」

　ユーナは慌てたように髪をぱたぱたと払う。

「……と、取れた？」

「ああ。ばっちりだ」

「って言うか、あんた、なに勝手に、あたしのこと呼び捨てにしてるのよ！」

「こいつは失礼、ミス・メイプルベリー」

「べ、べつに、やめろとは言ってないでしょ！　呼びたければ呼べばいいし！」

「はあ……」

「あたしもノアって呼ぶし！」

　ユーナのテンパり具合は相変わらずである。

　呼び方など、ノアにしてみれば、正直どうでもいいことだ。それよりも──。

「これはいったい何事だよ？」

　ノアの現状はマヌケ以外のなにものでもなかった。

「あ、あんたが、夜警をしてるって言ってたから、その、ちょっと罠わなを仕掛けたのよ」

　ユーナは少し俯うつむき加減になって言った。くちびるを曲げている。

「罠？」

「し、下着を置いておけば、あんたがそこに飛びつくと思って」

「俺をなんだと思ってるんだよ。そんなアホみたいな罠に引っかかるわけ──」

　引っかかっていた。

　血の気が引く。

「ちょ、ちょっと待て。違うぞ。俺は下着に惹ひかれたわけではなく、あくまでも警備の仕事の一環として、落し物を回収しただけであって、べつに最初から下着とわかった上でエロ心を発揮して注意を怠ったとか、そういうことでは……」

　必死に言いわけするが、ユーナはじっとりした目で、ノアを見あげるだけだった。

「言っておくけど、それ、未使用だからっ！　あたしのだと思ったら大間違いよ！」

「……ああ、そう」

　それこそ、どうでもいい。

「って言うか、返して！」

　ユーナはネットの隙間から、ずぼっと手を突っこんで、ノアからストッキングとパンツとブラを取りあげた。素早い動きだった。未練などないので、逆らわずにおく。

「で、わざわざ罠わなまで仕掛けて、俺になんの用？」

「そ、それは、あの、つまり……」

　ユーナはまた俯うつむき、しどろもどろになっていく。かすかな月明かりを浴びた彼女の顔は、どういうわけだか真っ赤だった。足元の草をぐしぐしと踏む。

「……あ」

「あ？」

　ユーナは「ううぅ」とうなり、深呼吸。それから、こちらを見あげた。

「……ありがとうって、言って、なかったから」

　よくわからないことをユーナは言った。ノアは首を傾かしげる。

「ありがとう？　なんのことだ？」

「エ、飛空艇エアシツプの中でのこととか……」

「ああ、あれか」

「その、一晩、冷静に考えたんだけど、あれって助けてくれた……わけでしょ？」

「一応」

「助けなんていらなかったけどねっ！」

「だと思ったよ」

　なぜか、ユーナはまた「ううぅ」とうなる。

「その、違くて」

「ん？」

「男に感謝とか、ありえないんだけど、でも、まあ、よく考えたら、ちょびっとは感謝しても、いいかなと思って。ほんと、ちょびっとだけだけどっ！」

「そう」

「あとは、その、胸を触ったのは許せないけど、でも、勘違いで殴っちゃったりとかして……少しは、悪かったような気がしないでもないと言うか……控室のことも、その、あれ、ミザリー先生がイタズラしたんでしょ？　あたし……」

　どうやら、彼女なりに謝っているつもりらしい。

「気にしてないさ」

「そ、そう……」

　ユーナは窺うかがうようにノアを見あげてくる。小さな子供みたいな仕草だった。

「そういや、昼間の試合、見物させてもらった」

「あ、うん……」

「圧倒的だったな。ドナルドってやつが小細工を弄した気持ちもわからなくない」

「べ、べつに……」

「六位に入れば学園の代表なんだろ？　現段階で八強入りなわけだし、学園代表もすぐ目の前って感じだな。すごいよ」

「ま、まだ決定じゃないけど……」

「それでも、すごいことだろ。ご両親も立派な娘がいるって鼻が高いんじゃないか？」

　告げると、ユーナはわずかに表情を曇らせた。

　もしかして両親の話題は地雷だったか？

「と、とにかくっ！」

　彼女は大きな声をあげた。

「あたしは感謝も謝罪もちゃんと伝えたからねっ！　もう二度と言わないんだからねっ！　むしろ、そっちが感謝しなさいよねっ！」

「……はあ」

「えっと、それだけだからっ！」

　ユーナは言うだけ言うと、ノアに背を向けた。タンポポ色の髪がふわりと跳ねる。

「え？　あ、おい、ちょっと待っ──」

　ノアが言いかけている途中で、ユーナは逃げるように、その場から駆け出した。腰につけている二本の剣がカチャカチャと音を立てる。

　あっという間にその背中は遠ざかり、姿が見えなくなってしまった。

「……できることなら、俺をおろしてから帰ってほしかった」

　男性恐怖症というのは厄介なものだな、と思う。仕方がないので、ノアは自力で脱出すべく、ネットの中でもぞもぞと動く。ぐるぐるとロープが回転するだけだった。

「ダメだな、こりゃ。イデア、助けてくれ」

　ゆらりと影が揺らめき、中からイデアが姿を現す。輝く白銀の髪と、ミルク色の肌。血のような紅くれないの瞳をこちらに向ける。

「まったく世話が焼けるご主人マスターだ。十二指腸潰瘍になればいいのに」

「さっさと、このロープを切ってくれ」

　そう頼んだが、イデアは腕を組み、不機嫌そうにノアを見あげるだけだった。

「……なんだよ？」

「先ほどの小娘と、やけに楽しげだったじゃないか」

「はあ？　なに言ってる？」

「あのターニャとかいう小娘ともフラグを立てていたしな」

「意味のわからないこと言うなよ。とにかく、おろせって」

「頼み方を知らぬのか、ご主人マスター？　お願いします、だろ？」

「ああ？」

「イデア様の足にキスをいたしますと誓え」

「おまえな……」

　ふわり、とイデアは浮きあがり、大木の枝に腰をおろした。ぱたぱた、と足をばたつかせる。すると、ロープが結ばれている枝がギシギシと軋きしんだ。

「アホ、折れるだろうがっ」

「折れたら、ご主人マスターは地面に落下だな。高さは一メートルと少しか。たいした高さではないさ。ちょっと痛いかもしれないがね。ふむ、痛がるご主人マスターを見てみたい気もするな」

「……まったく、いい性格をしているな、おまえは」

「だろう？　我もそう思うんだ」

「嬉うれしそうに言うなよ」

　ノアがイデアを睨にらみつけた、そのときだった。





◇◇◇






「あ、あの……」

　控えめな声がノアの耳に届いた。ノアは無ぶ様ざまな格好のまま、声の主に視線を向ける。

　当然のようにイデアは影の中に消えていた。

　月明かりの中に一人の少女の姿が浮かびあがる。ユーナではない。

「ああ。あんた、昼間の」

　第一闘技場の通路でノアが押し倒してしまった異国訛なまりのある少女だった。

「あのときは悪かった。いきなり、ぶつかったりして。前方不注意だったよ」

「……ウチ、ホンマ、なんともあらへんかったし」

　少女は小さな声で答える。

　闇夜にとけてしまいそうな黒髪と、それとは対照的な白い肌。見間違いではなく、左右の目の色が異なっていた。先ほどのユーナがそうであったように私服姿である。それなりに寒いはずなのだが、ノースリーブの服を着ていて、首にはリボンをつけている。美しい布でくるまれた細長い荷物をかかえているところは、昼間と変わらない。

「……あ、あの、そないなとこで、なにしてはるん？」

　オドオドした調子で少女が訊たずねてきた。

「ちょっと竜巻に巻きこまれてね」

《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》という名の竜巻に。

　ノアの答えに対して、少女は不可解そうな顔をした。

「そっちこそ夜間の外出は禁止じゃないのか？」

「それは……」

　少女は言葉を濁すと、俯うつむいてしまう。荷物を握る手に力がこめられたのがわかった。

　寮は相部屋なのだろうか。彼女は留学生のようだし、周囲とうまく馴な染じめていないのだとしたら、色々とストレスがあるだろう。故郷を恋しくも思うだろう。一人になって夜の空気を吸いたかったのかもしれない。そうして散歩をしていたところ、偶然ノアを見つけた、といったところだろうか。

「俺はノアだ。昨日から食堂の雑用係と、夜間警備員をやってる。よろしく」

　少女の緊張がほぐれるよう、できるだけ軽い調子でノアは名乗った。

「それって、昨夜、女子寮のシャワー室を覗のぞいとって、壊したいう……」

「いや、違う。それは賊の仕業だ。俺は取り締まっただけだ」

　真実の欠けた噂うわさが広まっているのではないかと、ノアは若干不安になる。

　話をそらそう。

「あんた、名前は？」

「……ウチは、その、アカリ・カキツバタいいます」

　少女──アカリは小さく頭をさげる。黒髪が細い肩を滑り落ちた。

「アカリ・カキツバタか。珍しい響きだな」

「……ウチ、燈之国ジパネスの出身やから」

　燈之国ジパネス。東方の島国だ。天駆ける竜王国ソレヴイスと国交を結んでから、まだ一〇年ほどしか経っていない。長いあいだ、他国との交流を避け続けてきたために、独自の文化を形成してきたと言われている。

「こうして会ったのもなにかの縁ってことで、夜間外出の件は内緒にしとくからさ、ここから俺をおろしてくれないか？」

　アカリは、わずかに躊躇ためらうような仕草をして見せた。けれど、最終的には、こくりと頷うなずいてくれた。手にしていた細長いつつみをとく。見たことのない、細長い剣が露わになった。かなりの長さだ。アカリの身長とほとんど変わらない。

　にもかかわらず、アカリはそれを一息で抜いた。優雅な動きだった。

　現れたのは美しい片刃の剣である。燈之国ジパネスの物なのだろう。刀と言ったか。あの長さなら太刀と呼ぶのだろうか。月の光を反射して冴さえ冴ざえと輝いていた。

　アカリが長大なそれを振るう。

　直後に、ネットを吊つっていたロープが切れて、ノアは地面に落下した。

「ぐおっ……び、尾てい骨が……」

　美麗な剣に心を奪われていたために、思い切り地面に打ちつけられる結果となった。それでも、なんとかネットをはぎ取り、立ちあがる。

「た、助かったよ。サンキュな」

　感謝され慣れていないのか、少女は恥ずかしそうに俯うつむき、刃を鞘さやに納める。

「……ほ、ほな、ウチ、もう行くから」

　ほとんど逃げるかのように、アカリは刀をつつんでいた布を拾いあげようとしてしゃがんだ。けれどそのとき、アカリの頭上にある木の枝から、つーっと糸が垂れてきた。

「あ」

　先端には一匹のクモがいた。クモは糸と共に垂れてきて、アカリの首筋に落ちる。

「ひゃんっ！」

　アカリがおかしな声をあげ、背筋を伸ばした。

「ウ、ウチの服ん中、なんか入った！」

「クモだ、クモ。上から垂れてきたんだ」

「ちょ、アカンてっ！　ウチ、虫、ダメやのにっ！」

　アカリは涙目になって背中に手を伸ばす。

「ふえ、アカンっ！　届かへんっ！　ノアくん、取ってやっ！」

　言いながら、アカリは衣服を一気にめくりあげた。

「なっ!?」

　白くて小さな背中が露わになっている。小さくハートの模様があしらわれた可愛らしいブラもまる見えであった。ノアは咄とつ嗟さに目をそらす。

「ノ、ノアくん、取れた？」

　アカリはびくびくしながら振り返る。

「え、あ、いや……」

　視線をそらしてしまったので、クモがどうなったのかわからない。

　見ても平気なのか？

　いや、でもアカリからの依頼なわけだし。本当に虫が苦手そうだし。正確にはクモは昆虫ではないのだが。まあ、そんなことはどうでもいいか……。

　ノアはゆっくりと視線を戻す。改めて半裸状態のアカリが目に飛びこんでくる。背を向けているとは言え、扇情的な姿だった。目に涙を浮かべ、怯おびえた表情をしているので、なんだか自分が悪いことをしたような気持ちになる。

「ク、クモさん、取れた？」

「……今、なんとかする。動くなよ」

　目を凝らすと、アカリの服の上を黒いカタマリがぴょんと跳びあがるのがわかった。服をめくったおかげで中から出てきたようだ。だがしかし。そのせいで今度はアカリの額にぴたりと留まった。アカリは蒼そう白はくな顔をして硬直する。

　一拍置いて、

「ひぃいいいいいい────いっ」

　アカリの口からこの世の物とは思えない声が漏れた。この状況で誰かが来たら、また自分におかしな嫌疑がかかりかねない。

「おい、落ち着けって。たかがクモだろ」

　ノアはクモを払い飛ばそうとしてアカリに手を伸ばす。

　彼女は一度、強くまぶたを閉じた。

　次に開いた瞬間、左右の瞳は金貨のような黄金色に変わっていた。

　彼女のまとっている空気が──一変する。




「アカリちゃんにおイタしたら、アカンよ」




　アカリはノアがそうする前に、自らクモを払い落し、素早く刀を鞘さやから抜いて奔はしらせていた。クモはあっけなく真っ二つになる。

　ノアは目を見開いた。アカリが斬ったのは五センチにも満たない小さなクモだ。叩たたき潰つぶすならまだしも、両断することは生なま半なかな技術では不可能に思われた。

「殿方ん前でストリップなんて、まったくアカリちゃんはえっちな娘やなあ」

　アカリはケラケラと笑いながら着衣の乱れを直した。

「あんた、すごい腕なんだな」

　ノアがそう口にすると、アカリがこちらに目を向けてきた。その両目は、はっきりと黄金色をしていた。光の加減ではない。ほんの一瞬の出来事のあいだに、瞳の色が変わっていた。それとも、黒く見えていたのがノアの勘違いか。

「それほどでもあらへんよ。これな、ウチらの愛刀でな、《魂たま切きり宗むね綱つな》いうねん。スパスパっと、よお斬れるんや。この子のおかげやな」

　抜き身の刀を持つアカリは、にっと笑う。先ほどまでと雰囲気が違っていた。訛なまりは相変わらずだが、声の質が変化している。

「一応、俺は警備員だから言っとくけど、訓練及び試合以外での、許可のない抜刀は罰則対象らしいぞ。あんたのほうが詳しいだろうけど」

　アカリは答えずに、ノアをじっと見つめている。

「ノアくん、ゆーたっけ？」

「ああ」

「なんや、きみ、おもろいな」

「なにが？」

「さっき、ウチがクモさんを斬ったとき、咄とつ嗟さに手ぇ、引いたやん？　あれ、普通ん人やったら、腕、斬り落とされてた位置にあったと思うんよ。それを即座に引いた。できるようで、なかなかでけへんよ」

「偶然に感謝しないとな。もう少しで腕を一本なくすところだった」

　アカリはにまにまと笑みを湛たたえている。

「せっかくアカリちゃんと入れ替わったとこやしね、ノアくん、ちょお、相手してや」

　アカリと入れ替わった……？

「妙な言い回しだな。あんたがアカリだろ？　アカリ・カキツバタ」

　ついさっき、そう名乗ったばかりではないか。

「うんにゃ、ウチはアカリちゃんやないよ。ウチの名前はアリカ・カキツバタいうねん。お初にお目もじいたします」

　彼女はスカートを指でつまんで、軽く膝を折った。

「は？」

　彼女がなにを言っているのかわからなかった。アカリではなく、アリカ？

「ウチとアカリちゃんは、二人で一人やねん。もしくは一人で二人ゆーべきなんかな」

「……どういう意味だ？」

「もっと仲ようなったら、教えたるわ」

　アカリ改めアリカは、首に巻いていたリボンをほどいた。なんだろう、とノアが思ったのも束の間、アリカはリボンで目隠しをする。さらに、彼女はポケットからなにかを取り出した。それはどう見ても手錠だった。まずは左の手首に手錠をはめる。次に、右の手首にも同じことをする。自ら目隠しをし、手の自由も奪った形である。

「……なにしてるんだ？」

「なにって、もちろん、イシューズへの代償に決まってるやん」

　続いて、少女は契約式ヘレテイツク・アンセムを口ずさむ。




「──空くうに響くは嗚お咽えつにも似た禍々しき風の歌」




　途端に、涼やかな風が生み出された。少女の黒髪がふわりと浮きあがる。

「ちょ、ちょっと待て。どういうつもりだ？」

　ノアは慌てる。助けてもらったと思ったら、今度は襲われかけているのだ、慌てないはずがない。
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「きみ、結構できそうな感じやから、ちょお相手してほしいねん。アリカちゃんレーダーがびんびん反応してんのやわ。うずうず」

「おいおい、なんなんだよ？　いきなり、相手しろとか、どうかしてるぞ」

「きみ、ウチのこと知らんのやね。うん、新鮮やわ」

「……あんた、何者なんだよ？」

　アカリと名乗ったり、アリカと名乗り直したり。オドオドしていたかと思えば、いきなり、能力を解放したり。今までのは演技だったのか？

「《病色の囚人フリーク・オン・ア・リーシユ》、そう言えば、ノアくんでもわかるかいな？」

　昼間、ミザリーが見せてくれたトーナメント表に《病色の囚人フリーク・オン・ア・リーシユ》の名前があったはずだ。つまり、目の前の少女は学園内序列一六位以内の人物なのである。

「……勘弁してくれ」

「《病色の囚人フリーク・オン・ア・リーシユ》は戦闘狂バトルジヤンキーで有名なんよ」

「他人事みたいに言うなよ」

「ほなら、ついでにネタばらしもしといたる。ウチの代償は〈自由〉やねん」

　そのための目隠しと手錠。身体的な自由を封じることで能力を発動させているらしい。だが、そうなれば、相手の姿も見えなくなる上に、満足に刀を扱うこともできなくなってしまう。ユーナの対戦相手だったドナルド・テックスの代償〈激痛〉と大差ない。

　あきらかに実戦には不向きな代償だ。と、ノアがそう思った刹那。

「ほな、遊びましょ」

　少女はぐっと膝でバネを溜ため──跳んだ。

　瞬まばたきのあいだに詰められる距離。ノアの背筋を悪寒が貫く。

「──っ!?」

　アリカはノアが立っている場所に強烈な一いつ閃せんを放った。ノアはギリギリのところで刃をかわす。少女の間合いから飛び退のき、首に手を当てた。指の隙間から血がこぼれた。

　いや、それだけではない。ガサガサガ、と大きな音がしたので、そちらを見れば、先ほどまで背後にあった大木が切り倒されていた。

「……マジか」

　アリエスト学園の生徒なのだから、契約者ヘレテイツクであって当然だ。

　だが、第一印象のせいか、彼女を侮っていた。今、目の前にいる少女は間違いなく達人だ。目隠しも、手錠も、彼女の力を損なうものにはなり得ない。

「ええ反応やん。やっぱ、ただの警備員とは思われへんな」

　アリカは刀を肩に担いだ。

「ノアくん、本気出してええよ？　代償払うの待っといたる」

「水を差すようで悪いが、俺はあんたとここでやり合うつもりはない」

「ええー。そんなー、いけずやな」

「そもそも、俺は契約者ヘレテイツクじゃない」

「え、そうなん？」

「ただの真面目な警備員だ。わかったら、頼むから寮に戻ってくれ。そうすりゃ、この件は不問にしとく」

　アリカは少しのあいだ、思案するように「うーん」とうなっていた。

「却下やね」

「なんでだよ！」

「もうちょい、ノアくんと遊びたいし」

「俺はそうでもないな」

「ノアくんは、なにか隠してると見た。ウチの目に狂いはないねん」

「目隠ししてるじゃないか」

「お、うまいこと言うやん」

　アリカは笑う。

「ええねえ、ますます気に入ったわ。ほな、続けましょ」

　アリカが風をまとって一歩踏みこむ。地面が抉えぐれて、土が舞いあがった。

　彼女はリボンにより視界が閉ざされている。拘束のせいで手も不自由だ。

　にもかかわらず、精確に繰り出される疾風はやてのごとき斬撃。

　ノアは支給された警棒を伸ばして剣を受けとめる。が、あっさりと切断された。

「まあ、そうだよな……」

　警棒を放り捨て、二撃目は横飛びでかわした。地面を転がり、素早く体勢を立て直す。完全にはかわし切れてはいなかったらしく、頰ほおから血が流れた。

「やばいな」

　瞬間、闇の中から声がした。

『手は足りてるか、ご主人マスター？』

「おまえは出てくるな」

　昨夜のチンピラ相手とはわけが違う。

　ヘタを打てば、七年前の再演になりかねない。

　そこに、アリカが迫りくる。彼女はわずかの躊ちゆう躇ちよもなく片刃の剣を閃ひらめかせた。

「しくった」

　ノアは逃げ遅れる。

　そのとき。ガキンッ。硬質な音が響きわたり、薄闇に鮮やかな火花が散った。

　ノアの視界に飛びこんできたのは──。





◇◇◇






「なにしてんのよ、あんたたち!?」

　ユーナだった。《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》の二刀流でもって、アリカの《魂たま切きり宗むね綱つな》を受けとめている。

「その声はユーナちゃんやね。邪魔せんといてや」

「バカな真似してんじゃないわよ！　今すぐにやめなさい！」

「一人占めゆーこと？　ケチくさいなー。なんや、ユーナちゃんは、もう、ノアくんのお手つきなんか？」

「うなっ!?」

　ユーナは目に見えて狼ろう狽ばいした。

「ななな、おて、おて……違うわよ！　ただ、忘れてたことがあっただけ！」

　おそらく、ノアを罠わなにかけたまま立ち去ってしまったことを言っているのだろう。戻ってきてくれたことには感謝するが、欲を言えば、もう少し早く思い出してほしかった。

「って言うか、あんたね、学園内の無許可の抜剣はご法度よ」

　いや、こちらも一度、ユーナに突きつけられているのだが……。

「堅いこと言わんといて、やっ！」

　アリカが力任せに押しこむと同時に、ユーナは刀を流して横に転がった。その際にノアの腹部に強烈な回し蹴りを入れてくる。

「ごふっ!?」

　ノアの体は、くの字に折れ曲がり、満足な受け身も取れずに転がった。

　なんで俺まで、と思ったのも束の間、およそ一〇メートルにわたって、地面に亀裂が走った。まさにノアが立っていた場所を切り裂いている。

「……おいおいおい」

　アリカの剣が不可視の風の刃を生み出していたのだ。まともに食らっていたら、頑丈が取り柄のノアでも、無事では済まなかっただろう。ユーナは避けながらもノアを助けてくれたのだった。

「あんたは端っこで大人しくしてなさいっ！」

　ユーナの指示が飛ぶ。

「トーナメント前にユーナちゃんと手合わせできるとは思わへんかったわ」

　アリカは追撃の手を緩めない。目隠しをしているというのに、見えているとしか思えないような精確さでユーナの元へ斬りこんでいった。それも尋常ではない速度だ。

　しかし、ユーナも負けていない。アリカの鬼神のごとき剣をことごとくさばいていく。

　目も眩くらむような激しい剣けん戟げき。夜の闇の中で、火花が蝶ちようの羽ばたきのように散った。

　お互いに一歩も退ひかない。アリカが強烈な一いつ閃せんを繰り出すが、ユーナはそれを素早く回避し、彼女の背後に回りこんだ。

「爆はぜろ！」

《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を交差させる。

　瞬間、爆発的な火炎が生み出された。ドナルドとの勝負でも見せていた技だ。

　神話の兄弟神はどこまでも不仲だった。その名を与えられた二本の剣も、交差させると反発し合って爆発を起こすらしい。

　火炎がアリカに襲いかかる──が。

「風神乱舞！」

　アリカの周囲に風の防壁が生み出される。小さくとも強力な竜巻だ。炎を巻きあげながら、ユーナを弾き飛ばした。

「ちっ」

　ユーナは空中で回転し、うまく着地する。

「ふーん。ユーナちゃん、能力発動してへんのやね」

「あんたなんか、本気を出すまでもないわよ」

　なるほど。ユーナは今、契約者ヘレテイツクとしての力を使わずに戦っているわけだ。昼間、見た《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》による爆撃も、能力によって威力を底上げしていたに違いない。などと冷静に分析している状況でもないか。

「おい、おまえら、もうやめろ」

　ノアは二人のあいだに割って入る。警備員の仕事を全うせねばならなかった。

　しかし、ユーナもアリカもノアの声など、まったく聞いていない。

「そのままじゃ、ウチには勝てへんよ、ユーナちゃん」

「本気出すまでもないって言ってるでしょ！」

　ユーナが跳び出す。しかし、アリカの指摘通り、スピードも昼間より劣っている。足元で軽い爆発を起こすことにより得ていた推進力がないからだ。

　アリカはやや腰を低くし、ゆったりと剣を構えていた。




「煉れん神しん流奥義──」




　ぞくり、と全身に鳥肌が立つ。

「おい、マジでやめろ！」

　アリカの剣技はノアの知るところではない。だが、イヤな予感がした。

　ユーナは突撃をやめない。二本の剣を交差させアリカに迫る。

「くそっ！」

　そこで、ノアも勢いよく跳び出した。ユーナの細い体に横から体当たりする。

「きゃっ」

　二人して地面に転がるのと、アリカが構える《魂たま切きり宗むね綱つな》が青白く発光したのとは同時だった。




「──猟りよう乱らん風ふう花か斬ざん！」




　彼女が剣を奔らせた瞬間、空間が歪ゆがむのがわかった。ノアの目ではすべてを捉えきることはできなかったものの、アリカの一いつ閃せんが因果を無視して複数の風の刃と化していたことは理解できた。たった一撃を一〇以上もの斬撃へと変換したのだ。しかも一方向からではなく、上下前後左右、全方位から獲物を捕捉する技だった。

　ノアがユーナに体当たりすることで回避したため、虚空で不可視の刃同士がぶつかり合い、空間に揺らぎが生じたのだろう。

「なんや、ハズレてもうたんか」

「ふざけろよ。あんなもん、まともに食らったらシャレにならないだろうが」

　ノアが呟つぶやく──と。

「ぃ、いや……」

　地面に押し倒すような形になっていたユーナが、か細い声をあげた。見れば、顔がひどく青ざめていた。太陽を閉じこめたような瞳が、ぐるぐると回っており、体も小刻みに震えている。

「あ」

　完全に失念していた。ユーナは男に触れられることを極端に嫌うのだった。

「お、おお、男、あたし、押し倒し、上に、襲われ──」

「わ、悪い！」

　ノアは急いで退こうとしたのだが──。

「ふぎゃああああああああああああああっ！」

　ユーナは絶叫し、ノアを蹴りあげた。

「ごふっ！」

　みぞおちにユーナの小さな膝が食いこむ。

　と同時に、直刀の《背徳剣王ノエル》が振るわれた。

「ぬおうっ！」

　ノアは反射的に白羽取った。危ないところだった。もう少しで絶命するところだった。だが、それで両手が塞がってしまう。そこへ竜の爪を思わせる大振りの剣《暴虐覇王リアム》が襲いかかってきた。

「ぬん！」

　ノアは鉄板が仕込んであるブーツの底でなんとか刃を受けとめた。我ながら大道芸のようだな、と感心する。力任せに弾き返し、パニック状態のユーナから距離を取った。

「おい、ちょっと待てって。触ったのはおまえを助けるためで」

「いやああああああっ！　男！　嫌い！　不潔！　変態！　ダイオウグソクムシ！」

　最後のはなんだ？

「とにかく落ちつ──」

　ひゅん。ひゅん。ひゅん。問答無用で剣を振り回すユーナ。必死に逃げるノア。

「し、死ぬ。マジで死ぬ」

　ユーナの目は、もはや正気ではない。

「あーん、ユーナちゃんばっか、ズルいわ。ウチも交ぜてえな」

　彼女も正常な精神の持ち主ではない。この学園の警備員が不足している理由がわかった気がする。所属している生徒がまともではないのだ。こんなことが毎晩続くのだとしたら、体がもたない。

『もう一度訊きくが、手は足りているか、ご主人マスター？』

「黙ってろ！」

　ユーナとアリカの剣がノアに迫り──。




「剣を納めたまえ、二人とも」




　声がして、なにか白く巨大な物体が視界のすみをかすめた。

　ユーナとアリカの剣が弾かれ、二人は大きく後退する。

　ノアは声の主へと目をやった。

　そこには一人の男の姿があった。砕いたガラスの破片を思わせる鋭い目に、薄いくちびる、尖ったあご。金色の髪を左右非対称アシンメトリーに伸ばした美男子だった。

　細身のパンツに、シンプルな黒いシャツをあわせている。

　彼は三日月の形をした重量級の剣を携えていた。柄はなく、一方の先端に近い部分に握るための穴があいていた。聖尉連邦国オラストリアの先住民族が狩猟に使っていた投ブ擲ー用メ武ラ器ンと似ているか。実際、ユーナとアリカが突撃してきた際に、投げて使用したようだった。

「……ガブリエル」

　ユーナは呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべる。

「やあ、ユーナ。久しぶりだね。会いたかったよ」

　美男子が微笑ほほえんだ。知り合いのようだけれど、ユーナは返事をせず、くちびるを嚙かみしめる。それから《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を素早く鞘さやに納めると、その場から逃げるように去っていった。

「……なんなんだ、あいつ？」

　ノアは誰にともなく呟つぶやく。

　そうしているあいだにも、アリカは目隠しに使っていたリボンをほどいていた。

「うひゃ～、これはこれは、アルスコット閣下やないですの」

　軽い口調で美男子の名を呼ぶ。

「それとも、《紅蓮の皇子フアイアスターター》殿のほうがええんかな？」

《紅蓮の皇子フアイアスターター》、これもトーナメント表にあった名だ。

「どちらでも」

　美男子は甘い笑顔で答える。

「今日もすこぶる、ええ男やね。こない夜更けに、どないしはりましてん？」

「それはこちらのセリフだよ、ミス・カキツバタ。否、《病色の囚人フリーク・オン・ア・リーシユ》」

　登録名で呼ばれたアリカは肩を竦すくめる。それから手錠をはずし始めた。

「ウチらはべつになーんもしてへんよ。ちょお、じゃれとっただけやし」

「二一時以降の外出は認められていないはずだよ？」

「うひゃ～、知らんうちに九時過ぎとったんやね。こりゃ、アカンわ。怒られてまう。女子寮の寮監さん、めっちゃ怖いねん」

　アリカは飄ひよう々ひようとした口調で言うと、落ちていた鞘さやを拾いあげて、《魂たま切きり宗むね綱つな》を納めた。艶やかな模様の布をくるくると巻きつけていく。

「ほな、ウチ、戻りますんで」

　敬礼をすると、アリカは、さっさと背中を向けた。

　が、すぐさま振り返り、ノアを見る。黄金色の瞳でウィンクをした。

　そのくちびるが「またねん」と言っていた。小走りで闇夜の中に消えていく。

　本当に、なんだったのだろう……。





◇◇◇






「災難だったね、警備員くん」

　美男子がノアに声をかけてきた。

「ケガはないかい？」

「いいや。助かった」

「それならよかった」

　美男子は三日月形の大剣を背中につけているホルダーに納める。優雅な仕草だった。それからノアに手を差し出してくる。

「僕はガブリエル・Ｇ・アルスコットだ」

　ノアも自分の名前を告げながら、美男子の手を握り返した。

「ノア・Ｄ・ベイカー……聞いた覚えがあるな。どこでだったか」

　美男子──ガブリエルは記憶を辿たどるように目を細める。

「竜王妃を口説いた罪で指名手配されてるから、その手配書でも見たんだろ」

「なるほど」

　ノアはガブリエルが笑っているうちに話題をさりげなくそらす。

「それよりも、アルスコットって、あのアルスコット？」

「さあ、どのアルスコットだろう？」

「あんた、セオドア・Ｅ・アルスコット卿きようのご子息なのか？」

　アルスコット家と言えば、過去に幾人もの《神ギのデ弾オ丸ン》を輩出してきた名門中の名門だ。竜王家とも親交が深く、現当主のセオドアは貴族院に名を連ねている。恵まれない子供たちへの支援なども行っており、民衆の支持は高い。

「まあ、そういうことになるかな」

「驚いたな。アルスコット家のご子息にお目通りがかなうとは」

「大げさだよ。僕は一介の学生に過ぎない」

「噂うわさじゃ、海外留学中じゃなかったか？」

　以前、ゴシップ紙で報じられているのを読んだことがあった。中央で暮らす貴族のご子息はその程度のことでも話題にされるのかと思った記憶がある。

「文武両道がうちの家訓でね。半年前までは聖尉連邦国オラストリアに留学させられていたんだ。今回の《神ギのデ弾オ丸ン》の代表選出戦に合わせて帰国したんだよ」

　聖尉連邦国オラストリアは天駆ける竜王国ソレヴイスの友好国だ。元は経済連携という形で集まっていた小国がより密接な関係を求めて連邦国家となった。

　ガブリエルは帰国子女ということになる。

「その剣、おもしろい形状をしてるけど、聖尉連邦国オラストリアの物なのか？」

「いや、《嗤い月マーキームーン》はアルスコット家の家宝だ。代々、当主が使用するのだけどね、父上は武芸を引退したので、僕が使っている」

「次期当主様か。すごいな。苦労も多そうだけど」

「その名に恥じぬよう努力を続けている」

「いや、さっきの動きは一流の武芸者のものだった。俺にだって、そのくらいのことはわかる。学園の代表入りも確実って感じだ」

　ガブリエルは端整な顔に困ったような笑みを浮かべた。

「僕は特別枠なんだ。本当は、学園の序列に組みこまれていない。けれど、学園長の計らいでトーナメントに参加させてもらえることになった。便宜上一六位に序列入りランキングされている。実際に一六位だった生徒には悪いことをしてしまった」

　そこでふと、ノアの脳裏に「ガブリエル」と呟つぶやいたユーナの声が蘇よみがえる。

「ところで、ユーナとはどんな関係なんだ？　さっき、名前を呼ばれてただろ？」

「僕とユーナは……」

　やや躊躇ためらいを見せたあと、ガブリエルは言った。

「……兄妹だよ。彼女は僕の妹だ」

「兄妹？」

　予想していなかった回答にノアは少なからず驚く。

「血は繫つながっていないけれどね。ユーナは父上が面倒を見ていた踊り子の娘だ。残念ながら彼女の母親は短命だったので、アルスコット家が引き取り、養女とした」

「知らなかった。ユーナはアルスコットの人間なのか……」

「幼くして母親を亡くしたせいなのか、どうも性格がひねくれてしまって、困っている」

　──ご両親も立派な娘がいるって鼻が高いんじゃないか？

　ついさっき、ノアはユーナに対して、そんなふうに言ってしまった。彼女が表情を曇らせたのは、そういう経緯があったからか。知らなかったとは言え、無神経な発言だった。

「ここだけの話、ユーナは数年前から家出をしている。今も実家に帰ってきていない」

「家出？　そうなのか？」

　男性恐怖症というのは聞いていたが、家出については初耳だ。

「実を言えば、僕も最初は、彼女が学園生だったとは知らなかったんだ。メイプルベリーなどと名前も変えていたし、彼女は僕を巧妙に避けていた。知ったのは本当に最近だ」

　ガブリエルは疲れたようにまぶたを揉もんだ。

「一応、これまでにも何度か接触を試みたんだが、うまくいかなかった。大おお事ごとにはしたくなかったから、こうして人目を忍んで来たのだけれど、また失敗だよ」

「それでか。二一時以降の外出が認められていないのはあんたも同じはずなのに、なにをしてたのかと思ってたんだ」

「夜間外出は規則違反だから罰則対象になる。内緒にしておいてくれると助かるな」

「助けてもらってるからな。貸し借りなしということにしよう」

　ノアの返答にガブリエルは「ありがとう」と、微笑む。

「反抗期というやつかな。三日後の二回戦を迎える前に一度、話し合いたかったんだが」

　ガブリエルはそう言って、ユーナが立ち去ったほうへと視線を向けた。

「まさか、二回戦の相手って──」

「ユーナなんだ」

「反抗期の妹と兄貴の対決か」

　ノアの言葉にガブリエルは憂鬱そうに長いため息をついた。

「もしよければ、僕と話をしてくれるように、ユーナを説得してくれないかな」

「どうして俺が？」

「きみとユーナは親しげに見えたから」

　どこをどう見たらそうなるのだろう？　ノアは襲われただけだ。

「俺の説得に応じるくらいなら、とっくにあんたと話してるだろ」

「そう思うかい？」

「賭けてもいい」

　ガブリエルはもう一度、ユーナが立ち去ったほうを見つめた。

「まあ、今日のところは諦めて、僕も寮に戻ることにするかな」

　言って、こちらに顔を戻す。

「迷惑をかけたね、警備員くん。それでは失礼するよ」

　ガブリエルはそう言い置くと、ノアに背を向けた。やがて、暗闇の中にガブリエルの姿が溶けていく。

『今の男、なかなかできるな』

　不意にイデアの声がし、ノアは足元の影を見おろした。

「だろうな。アルスコット家はエリート一族だ」

　二回戦の話題を口にしたということは、ガブリエルは初戦を突破している。

『先ほどの《病色の囚人フリーク・オン・ア・リーシユ》という女も、かなりの手練だった。燈之国ジパネスの出身だったか。おもしろい技を使う』

「突然、性格が変わったように見えたな。あれは、なんだ？」

　実際、アカリと名乗っていたのに、途中からアリカと名を変えた。

　目の色も変わっていた。比喩ではなく、文字通りの意味で。

『知らんが、この学園は愉快だな。退屈せん』

「そいつはよかったな」

『ご主人マスターも、ちまちま働いていないで一いつ攫かく千せん金きんを狙って、トーナメントに参加してはどうだ？』

「学園生でもない俺に、その資格はない。そもそも、その気がない。俺は臆病者なんだ」

『ふん、つまらん』

　それきり、イデアは口を閉ざす。

　ノアは地上で見るよりも大きく見える月を仰いだ。今にも墜落してきそうだと思った。

　ほんの一瞬、脳裏にユーナの真っ青な顔が浮ぶ。

　──ガブリエル。

　そう口にした彼女の顔に刻まれていたのは……。

「……いや、俺には関係のないことだ」





第４章　秘密







　それは神代の物語。

　創造神に異を唱えた罪で追放させられた、かの反逆者は、その罪深さゆえに地の底の底まで落ちていった。どこまでも深く、どこまでも深く、どこまでも深く……。

　幽閉された反逆者は、しかし、逃亡の道も残されてはいたのだ。にもかかわらず、彼はそうしなかった。ただ、静かに閉じこめられ続けることを望んだ。

　なぜか？

　反逆者は人々が堕落する様を眺めていたかったからだ。彼が手て解ほどきをするまでもなく、人は罪に惹ひかれる。その甘い誘惑に抗えず、過あやまちを犯し、地上に縛りつけられる。重力が存在するのは、かの反逆者が地中深くに幽閉されているからだと言われている。

　誰も重そ力こから逃れられない。




《虚影の信仰者スレイヴス・トウ・グラヴイテイ》を継ぐ者は、かの反逆者にまつわる異い形ぎよう譚たんを必ず教えこまれる。しかし、幼きブレイクにとって、それらは興味の対象外だった。遠き日の神々の物語など、自分にはなんの影響もないもの、と。

　そんな彼にも一つだけ魅力的に映る物があった。

《虚影の信仰者スレイヴス・トウ・グラヴイテイ》が名前と共に継承する古い石だ。

　それは『月ノ種ストーン・サワー』と呼ばれていた。
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　目の前に広がる地獄。まるで空が地上へと落下してきたかのような光景だった。家々が押し潰され、人々が圧縮され、辺りには血と泥の濃厚なにおいが立ちこめていた。胃液がこみあげてくる。

「リリィ！」

　ブレイクは叫ぶ。泣きわめく幼い彼女を細い腕で抱きしめる。


　　　そ　こ　で　ノイ　　ズ　が走　った。




　　　　劣　化　　し　た　　　フィ　ルムの　よう　に。



　目の前でリリィが断片バラバラに砕けて消えてしまう。

「リリィ？」

　ブレイクの手に残ったのはリリィが着ていた服だけ。

　ああ、そうか。これはいつもの悪夢だ。

「リリィ！」

　何度名を読んでも無駄だ。リリィは喪うしなわれた。これは──夢。

「誰か！」

　誰も答えてくれない。それも──夢。

「フィオナ！」

　彼女もいない。でも大丈夫──夢だから。

「誰か助けて！」

　すべてのものが消え去った月歌の谷セレンに、ブレイクだけが取り残される。

　絶望的で、だけど心地いい。寂しくて、悲しくて、だから嬉うれしい。

　世界の終わりに、ただ一人、自分だけが生き残ってしまったこと。

　それがブレイクの罪だ。これだけは──現実。
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　目を覚ますと、全身が汗で濡ぬれていた。息苦しく、どれだけ吸っても空気が足りない。

　ノアは両手で顔を覆う。

「……最高に最悪な目覚めだな」

　窓からは柔らかな朝の日差しが差しこんできている。小鳥の鳴き声もした。

　呼吸を整え、ノアはベッドからおりた。

　備えつけの流し台に移動し、蛇口をひねる。忘れ音の村ウツズボローでは井戸から汲くんだ水を使っていたので、蛇口をひねると水が出てくるというのは便利だなと思った。

　手のひらに水を溜ため、そのまま口に運ぶ。ごくごくと咽の喉どを鳴らして飲んだ。冷たい水が、体の隅々にまで行きわたるかのような感覚。それから顔を洗い、手の甲で雫しずくを拭う。

　そうやって人心地がついたところで、ドアがノックされる音にノアは気づいた。

　こんな朝から誰だろう？

「はい」

　ノアは大声で返事をし、出入口に向かう。解錠して、ドアをあけると──。

「お、おはよう」

　制服姿のユーナ・メイプルベリーが立っていた。朝日を浴びたタンポポ色の髪には天使の輪エンジエルハイローが浮かんでいる。

「…………なんか用か？」

　ユーナは《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》のむき出だしの刃をノアの首に突きつけているのだ。

「ちょっと話があるの。ここじゃなんだから中に入れなさいよ」

「男性恐怖症のくせに大胆なことを言う」

　冗談を言ったら、ユーナが怖い顔をした。

「ふざけてると、ミンチにしてハンバーグにするわよ」

「お手製ハンバーグか、そりゃ美う味まそうだな。ぜひ、ご相伴にあずかりたいもんだ」

　ぐっと刃が押しつけられる。そのような状態で断れるはずもなく。

「どうぞ、お入りください、ミス・メイプルベリー」

　ノアはユーナを部屋の中に招き入れた。

　ユーナは二本の剣を鞘さやにしまい、辺りをきょろきょろと見回す。

「ふーん。結構、広いのね」

「本来は四人部屋らしい。今は俺一人で使わせてもらってる。座れば？」

　勧めると、ユーナはノアから最も離れたイスに腰をおろした。男の近くにはいたくないだろう。同じ空間にいるのも苦痛のはずだ。にもかかわらず、話があるという。

「で、話ってなんだ？　無断外出の件なら安心していいぞ。報告はしてないから」

　警備員であるノアには、ユーナの無断外出と蛮行を報告する義務がある。その後、彼女が学園側からどんな処罰を受けようと、ノアの知ったことではない。

　が、ノアはその報告義務を怠っていた。ユーナの件を報告するならば、燈之国ジパネスの留学生のことや、ガブリエルの話までしなければならなくなる。

　正直なところ面倒だった。被害と言えば木が一本切り倒されたことだが、広い敷地内のたった一本だし、証拠である木を片づけてしまえばバレはしない。はずだ。

「……そう」

　ユーナは呟つぶやいて、テーブルの上で指を組み合わせた。しばらくのあいだ、そこに視線を落としていたが、やがて、ノアに目を向けた。

「……ガブリエルから、なにか聞いた？」

「アルスコット家のお嬢様が絶賛家出中だって件なら」

「そう、聞いたのね」

「あいつ、おまえの兄貴なんだろ？」

「血は繫つながっていないわ」

「それはあんまり重要だとは思わないけどな」

　昨夜のガブリエルは、それなりにユーナのことを心配しているように見えた。

「おまえの母親、亡くなってるんだってな。俺、知らなかったから、両親が喜んでるだろなんて言っちまったな。悪かったよ」

「……べつに」

「そのことを確認しに来たのか？」

　訊たずねると、ユーナは深刻そうに答える。

「……誰にも言わないでって、口止めに来たの」

「家出のこと？」

「それもだし、ガブリエルと兄妹だってことも。バレるのは時間の問題かもしれないけど、あまり知られたくないの。お願い」

　家出中のユーナは兄であるガブリエルを避けている。事情があるのだろう。

「いいよ。黙っとく」

「本当に？」

　ユーナがじっとノアを見つめてくる。

「本当だよ。約束する。俺は、約束はたまにしか破らない男だ」

　そう告げると、ユーナは憮ぶ然ぜんとして、くちびるを曲げた。

「冗談なんだから笑えよ」

「おもしろくないから笑えない」

　ノアは肩を竦すくめる。

「……あんたって、なんか変わってる」

「そう言ってもらえるように日々たゆまぬ努力を重ねてるんだ。甲か斐いがあったな」

　ユーナはくすりともせず、ノアは一人で笑った。

「さて、俺、朝めしまだなんだけど食べてもいいか？　腹が減った」

「勝手にしなさいよ」

「そりゃ、どうも。なんなら、ユーナも食べるか？」

「はあ？　あんたが作った料理なんて──」

　ユーナが言いかけていた、そのときだ。くきゅるるる～、とマヌケな音が響いた。

「わっ」

　ユーナは慌ててお腹を押さえる。顔が真っ赤だ。

「なんだ、今の？」

「な、なんでもない」

「もしかして、腹減ってるのか？　朝めし食ってないの？」

「ち、違うわよ。決めつけないでよ」

　そこでまた、くきゅるるる～、とユーナのお腹が切なげに鳴った。

　ノアは思わず吹き出してしまう。

「わ、笑うなっ！」

　ユーナは今にも泣きそうだ。年頃の娘が、盛大にお腹の音を聞かれてしまったのだ、恥ずかしくないわけがない。

「悪い、悪い」

　謝罪しつつも、ノアは笑うのを我慢できない。

「笑うなって言ってるでしょ！」

　怒鳴るユーナのお腹が、また、くきゅるるる～、と音を立てる。

「はうっ」
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　朝食は焼いたタマゴと、厚切りベーコン、茹ゆでたジャガイモ、それから直火であぶったパンだ。飲み物は葡ぶ萄どうジュース。食材はすべて食堂の余り物をもらえる。ただし、あくまでも余り物なので、よく火を通すようにキースから言われていた。

「あいよ」

　テーブルに料理を並べていく。ユーナは警戒する目でそれを眺めていた。

「……意外と普通ね。もっとひどいのを想像してた」

「ご期待に添えず、申し訳ないね」

　いただきます、と言ってから、ノアはパンの上に、タマゴもベーコンもジャガイモも、すべて載せて押し潰し、がぶりと食らいつく。

　ユーナはそれを見て「ふーん」と声をあげた。真似をして、パンの上にいそいそと食材を載せている。それから、口に入れようとしたのだが、入り切らず、横からぽろぽろとこぼれてしまった。

「……む。ノアって、口、大きいのね」

　ユーナは忌いま々いましげにパンを見つめていたが、やがて諦め、端からかじっていく。

「ところでさ」

　ノアは口の中の物をごくりと飲みこんでから言った。

「メイプルベリーって名乗ってるのは、なんでなんだ？　母方の姓なのか？」

　家出中だと言うのだから、アルスコットの名を知られたくないのはわかるが、勝手に改名して入学時の書類審査などに引っかからないのだろうかと、不思議に思っていた。

「……メイプルベリーは孤児院の名前よ。院長夫妻の名字なの」

　答えるユーナの声はぶっきらぼうなものだった。

「家を飛び出して一人ぼっちだったあたしを、彼らが助けてくれたの」

　なるほど、孤児院側がユーナの身元を保証したということか。

「温かい食べ物と着る物を用意してくれた。薄汚い格好で町を彷徨さまよっていたあたしにね。嬉うれしかった。あの人達にはとても感謝してる。だから、恩返しがしたいの」

「もしかして、それで《神ギのデ弾オ丸ン》を目指してるのか？」

「《神ギのデ弾オ丸ン》に選ばれれば、あらゆる特権を得ることができるわ」

「そいつは、随分と難易度の高い恩返しを選んだもんだな」

「あたしには、これしかないもの」

　生真面目な口調で呟つぶやく。

　確かにユーナの剣技は目を見張るものがあった。才能と一言で済ませるのは礼を失するだろう。血の滲にじむような努力の結果なのだと思う。そしてまだ、伸びしろもある。炎のイシューズとの相性もいい。きっと、ユーナはもっと強くなる。

　けれど──。

「代表選出戦の二回戦の相手ってガブリエルなんだろ？」

　ノアの言葉に、ユーナは表情を険しくさせた。

　ガブリエルはユーナと話し合いたいと言っていた。つまりそれは、ユーナに棄権を促すという意味なのではないだろうか。名門アルスコット家の次期当主が妹に負けるようなことがあってはならない。だが、妹を大勢の前で痛めつけるような真似も好ましくない。二人が兄妹である事実が、まだ周知のものでないにせよ、いずれは浸透することだろう。ガブリエルはユーナとの試合を回避したいのではないだろうか。

「……あんなやつに、あたしは負けない。負けるわけにはいかない」

　嚙かみしめるように言うと、ユーナはコップを勢いよくあおった。

　一気に飲み干し、そこで、ユーナはばたりとテーブルに前のめりに倒れる。

　ごんっ、と額を打ちつける音が響いた。

　突然のことにノアの理解は追いつかない。

「な、なにしてんだ？　すごい音だったぞ？　おい、どうしたんだよ？」

　返事はなかった。ノアはユーナの肩に手を伸ばしかけたが、触れる直前で思いとどまる。男性恐怖症のユーナは男に触れられることを極端に嫌がるからだ。

「ぅ、う～ん」

　ユーナは甘ったるい吐息をこぼした。その顔は真っ赤だった。耳や首もやけに赤い。

　まるで、酒に酔ったかのような……。

「あ！」

　慌てて、自分のコップに口をつける。中身をわずかに口に含んで舌の上で転がした。

「げ。これ、葡ぶ萄どう酒しゆじゃないか」

　葡萄ジュースだと言われてわけてもらったのだが、完全に酒精アルコールである。確認せずに出してしまった。つまり、ユーナは葡萄酒を一気飲みしたせいで、酔い潰れてしまったのだ。急性の中毒にでもなったら大変である。

「まずいぞ。ユーナ、すぐに吐き出せ。おい、聞こえてるか？」

　ユーナの顔を横から覗のぞきこんでみた。

「んっ、んん」

　ユーナは返事をせず、熱い息を漏らすばかりである。

「どうすりゃいいんだよ……」

　ノアが呟つぶやくと、

『あの保健師を呼んでくればいいのではないか？』

　イデアの声が返ってきた。

「そ、そうか。そうだな」

　ミザリーは学園の保健師だ。彼女に事情を説明して、ユーナの面倒を見てもらうというのは名案に思えた。けれど、ミザリーを呼びに行っているあいだ、ユーナをこのままテーブルで寝かせておくわけにもいかない。この際、触れられないなどと言っている場合ではないだろう。

「おい、ユーナ。いいか、肩を貸すだけだから、くれぐれも殴るなよ」

　ノアはそっとユーナの手を取った。ユーナの意識は朦もう朧ろうとしているようで、鉄拳が飛んでくることはなかった。ホッと息をつく。ユーナの腕を自分の肩に回し、彼女の腰を手で支えた。それから、ゆっくりと立たせる。手も足も腰も、とても細いのに、ノアの体に触れてくるあちらこちらが柔らかかった。ユーナは小さくうめき、ノアの肩に頰ほおを預けてくる。花を連想させる甘い香りに、ノアはくらくらした。平常心、平常心、と心の中で繰り返す。

　ひとまず、ノアはユーナを二段ベッドの下の段に寝かせた。

「ぁ、んん……」

　無意識なのだろうが、ユーナの声は妙に悩ましい。

『寝苦しいのだろう。服がきついのかもしれない。腰の剣も邪魔だな』

　イデアの言う通り、ユーナの表情はやや苦しげだった。

「そんなこと言われても、脱がすわけにはいかないだろ」

『緩めてやるくらいはよいと思うが。我が許可する』

　ノアは改めて、ベッドに横になっているユーナを見おろした。ユーナは軽く握った手を投げ出していた。スカートはやや乱れていて、しなやかな脚が伸びている。

「緩めるって……」

『まずは、ブラウスの上のボタンを一つはずしてやれ』

「いや、でも……」

『安心しろ。ご主人マスターがおかしな真似をすれば生かしてはおかないから』

「それは少しも安心できる要素じゃないな」

　逡しゆん巡じゆんしているあいだにも、ユーナは熱い息をこぼし続けていた。

「くそ……。いいか、ユーナ。俺はやましい気持ちがあって、するんじゃないからな」

　聞こえていないかもしれないけれど、声をかけてから、ノアはユーナのブラウスに手を伸ばした。非常に後ろめたい気持ちを抱えつつ、ボタンを一つはずす。

「ぅん、ん」

　ユーナが身じろぎして、胸元が大きく開いてしまった。

「っ!?」

　雪花石膏アラバスターの肌と共に、清せい楚そな白いブラが覗のぞいてしまう。

　ノアは目をそらし、平常心、平常心、と再び心の中で呟つぶやいた。深呼吸をする。

『女子の香りを満喫しているとは……。ご主人マスターは本気で変態だったのか』

「深呼吸だよ！」

　落ち着こうと必死なのだ。手のひらから、やたらと汗がにじんでくる。

　ノアは咳せき払ばらいをしてから、ユーナの腰に巻かれた革ベルトに手を伸ばした。

「んん、ん……」

　そこでユーナが寝返りを打った。短いスカートが乱れて、下着が露わになる。小さなリボン飾りのついた可愛らしいパンツだった。

『なにをガン見しているのだ、ご主人マスター。リアルに引くぞ』

「み、見てない」

　慌てて目をそらす。

『そんな布切れのなにがいいのだ』

「だから、見てない」

　あくまでも言い張り、ノアは我ながら頼りなく思える手つきで、革ベルトの留め金バツクルをはずした。それから、《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》ごとベルトを引き抜こうとしたのだけれど、うまくいかない。ベルトがぐるりと腰を一周しているために、引っかかっていた。ノアは一つ舌打ちをしてから、ユーナの背中に腕を回す。力任せに彼女の上半身を抱き起こし、同時にベルトを引っ張る。

「う、ぅん」

　そのときだ。ユーナの両手が伸びてきて、ノアの頭をぎゅっと摑つかんだ。

「お、おいっ」

「んん～」

　そのまま、ユーナはノアの頭を引き寄せた。結果的に、ノアはユーナの胸に顔をうずめるような体勢になってしまう。

「ユ、ユーナ！　なにしてんだよ！　おいってば！」

　慎ましやかなサイズとは言え、それは確かに柔らかく、とても温かくもあって、ノアの心臓は早鐘を打つ。

「ユーナ！　おい！　ユーナ！」

　彼女からの返事はない。それどころか、動くこともなくなった。

「ユ、ユーナ？」

　やがて、すぅ、すぅ、という寝息が聞こえてきた。

「……寝たのか」

　ホッと安あん堵どの息を吐き出しつつも、ノアは早いところユーナから離れなければ、と思った。このままでは理性が崩壊しかねない。ユーナの手首を摑つかんで、強引にほどこうとした、まさにそのときである。ドアをノックする音が室内に響いた。

「おはようございます、ノアさん。起きてますか？」

　ターニャの声がして、ノアの心臓は止まりそうになった。

「って、あれ、カギかかってない」

　きちんと施錠をしていなかったのか、ノックだけでドアがあいてしまったようだ。

「ノアさん？」

　ターニャが隙間から顔を覗のぞかせる。

「タ、ターニャ！」

　ノアの声は思わず裏返っていた。

「あ、ノアさんっ。あのですね、もしご迷惑でなければ、朝食をご一緒に──」

　言いかけているターニャの表情が、そこで固まった。エメラルドグリーンの瞳を見開いている。無理もない。ノアはしどけない姿のユーナの胸に顔を埋めているのだから。

「これは違うんだ。ちゃんと話せばわかってもらえると思うんだけど」





[image: ]





　ターニャはなにも言わない。

「……ターニャ？」

　ぱたっとターニャは両手で耳を塞ぎ、回れ右をした。

「ちょ、ターニャ！」

　ノアは無理やりユーナから自分の頭を取り戻し、すぐさま、ドアの外に飛び出した。

　しかし、そのときにはすでに、ターニャは走り去ったあとだった。

「……やばい。今のは、かなりやばい」





◇◇◇






「お、おはよう、ターニャ」

　厨ちゆう房ぼうの裏でターニャと顔を合わせたので、できるだけ自然に声をかける。

「今朝のことなんだけどさ──」

「おはようございます、ベイカーさん。すみませんが、忙しいので失礼します」

　ターニャは早口で言うと、ノアの横を通り過ぎて行ってしまった。目も合わせてくれなかったし、呼び方も「ノアさん」から「ベイカーさん」になっていた。地味にショックだ。

　ノアは慌ててターニャを追いかけた。

「あのさ、朝のこと説明させてくれないか？」

　あのあと、なんとかミザリーを見つけ出し、状況を説明して、ユーナを引き取ってもらった。「大丈夫だ、わたしが責任をもって預かる」とヨダレを垂らしながら言っていたのがなんとも不安だったが、それはジョークなのだと思う。思いたい。

　知らなかったとは言え、ユーナに葡ぶ萄どう酒しゆを振る舞ったのはノアの落ち度ではあるが、やましいことはなにもしていない。

「べつに、わたしに説明をする必要なんてありませんよ。ベイカーさんが誰とナニをしようとわたしの知ったことではありませんから」

　言葉が冷たかった。軽く氷点下に達していた。瞳には軽蔑の色が浮かんでいる。

「……怒ってる？」

「どうしてわたしが怒らなければならないんですか？　意味がわかりません」

「いや、なんか怒ってるっぽかったから……」

「怒ってなどいません。まったく、ちっとも、これっぽっちも！」

「そ、そう……」

「ベイカーさん。もう少し離れてくれませんか？　近いんですけど」

「わ、悪い……」

　ノアは一歩後ろへさがる。

「今後は半径一メートル以内に近寄らないでください。それでは仕事がありますので」

　さすがにそこまで言われて、ターニャのあとを追いかける勇気はなかった。

　ノアの足元で影が揺らぐ。

『ふふ、ざまあないな、ご主人マスター。あの女、潔癖症なのではないか？　異性関係に緩い男はＮＧなのだろうよ』

「おまえは楽しそうに言うよな」

『それほどでもない。ぷぷぷっ』

　ノアは肩を落とす。

「おーい、新入り」

　食堂長のキースが呼んでいた。気持ちは真空で圧縮されたようにヘコんだままだったが、仕事はきちんとこなさなければならないので、ターニャのことはひとまず頭の中から追い出して、キースのほうへと向かった。




「実はな、食材の搬入が遅れてるんだ」と、キースは言った。

　スキンヘッドに武骨な手を当てて、つるりと撫なであげる。

「手違いがあったらしくてな、魚介と野菜のどちらも時間通りには届けられねえときた。小麦とジャガイモくらいなら備蓄があるが、それだけじゃあな。つーわけで、ちょっと町まで買い出しに行ってきてくんねえか」

「わかりました」

「市場でサーモンを頼む。二樽たる分よろしく。それから玉ねぎとリンゴだな。そっちは一樽ずつでいい。デザートをつければ、メニューが少なくても、ガキ共も文句は言わんだろ」

「サーモンと玉ねぎとリンゴですね」

「ああ、超特急で頼む。裏にある荷車を持っていけ」

「了解です」

「おーい、ターニャ」

　キースが大声をあげる。

「すまんが、新入りを案内してやってくれ」

　ドキリとした。呼ばれたターニャはそこはかとなく不満そうな顔をして、ノアの前にやって来る。心なしか頰ほおが膨れている。

「手間になりますし、わたし一人で行ってきます」

「いや、おまえ一人じゃ重量があり過ぎる。かと言って、新入りを一人で行かせてもどうせ迷子になるのがオチだ。二人で行ってこい」

「……はあ」

　渋々といった感じで、ターニャはキースからサイフを受け取った。




　楽ロ門ー島クは、天駆ける竜王国ソレヴイスの領海上に浮かんでおり、昔から空の島として栄えてきた。その繁華街には、たくさんの商店が建ち並び、大勢の人が行き交っている。

「すごいな、これは」

　忘れ音の村ウツズボローでは祭りで人が集まったときでさえも、ここまで賑にぎやかになることはない。商店に並ぶ品物だって、こんなにも豊富な種類は用意できない。自動車が走っているのも、ノアには珍しい光景だ。

「時間がないので急ぎましょう」

　ターニャはいそいそと先を行く。ここへ来るまでのあいだに、何度かターニャに話しかけてはいたのだが、返事はどれもそっけなかった。ちょうどいい機会なので誤解をときたかったのだが、うまく説明できていない。

「ああ、うん」

　ノアは荷車を引きながら、彼女の後ろに続いた。

　市場に辿たどり着つくと、ターニャは入口で子供にお金を払い、荷車を見ていてくれるように頼んだ。こういうところには小遣い稼ぎをしている子供たちがたくさんいる。

　ノアはふと、ユーナが語っていた、メイプルベリーという孤児院のことを考えた。劣悪な施設では運営側が助成金をせしめて子供を放置したり、過剰に労働させたりすることが少なくない。

　しかし、ユーナは感謝をしていると言った。きっと、本当に心優しい人々なのだろう。その人達のために、ユーナは《神ギのデ弾オ丸ン》になろうとしている。

　献身的な姿は気高く美しい。けれど、どこか滑稽でもある。

　メイプルベリーの人々が真に心優しき者であるのならば、ユーナの自己犠牲めいた奉仕を、望んでいないのではないだろうか。そこまで考え、ノアは苦笑する。

「……余計な詮索だな」

　購入する店は決まっているらしく、ターニャは売り子に声をかけられても軽く流して、ずんずんと進んで行った。ノアは人ごみに吞のまれながら必死について行く。

　目的の店に辿り着くと、キースに言われた通りにサーモンを二つの樽たるがいっぱいになるまで買った。ターニャは値切ることも忘れなかった。

「嬢ちゃんには敵わねえなあ」などと言って、店主もまけてしまうのである。

「わたしは玉ねぎとリンゴを購入しておきますので、ベイカーさんは樽を荷車にくくりつけて来てください」

「……了解」

　まだ、ベイカーさん呼ばわりだった。あと、まったく目を合わせてくれなかった。




　サーモンの入った樽をロープで荷車に固定してから、ノアはターニャの元へと戻る。

　すると、だ。

「やめてください」

　ターニャの声が聞こえてきた。

「ああ？　そっちが先にぶつかってきたんだろ？」

　見れば、ターニャの前に男が三人立っていた。と言うか、先日、ドナルドに雇われてユーナを脅そうとしていたチンピラどもだった。あの契約者ヘレテイツクも釈放されたらしい。二度あることは三度ある、というやつだろうか。うんざりする。

「そうだ。詫わびるのが筋ってもんだろうがよ」

　ターニャはその三人組にからまれていた。周りにいる人々は、迷惑そうにそちらを見てはいるものの、誰も助けには入らない。

「なんであいつらが……」

　任務は失敗したにせよ、口止め料くらいは受け取ったはずだ。ならば、さっさと町から離れればいいものを、まだ、こんなところでグズグズしているなんて、なにを考えているのだろう。いや、なにも考えていないのか……。

　ノアは人ごみを抜けようとするが、うまく進めない。

「悪いが、通してくれ」

　隙間に割りこみ、無理やり前進する。

「ですから、すみませんと謝罪しました」

　ターニャは毅き然ぜんとした態度でチンピラたちに対応していた。

「いいからさあ、ちょっと来いよ」

　一人がターニャの手を摑つかむ。

「放してくださいっ！」

　ターニャはすぐさま自分の手を力任せに取り戻した。しかし、勢いをつけ過ぎたのだろう。彼女はその場で転倒してしまった。

「きゃっ」

　その拍子に、ターニャがいつもかぶっているベレー帽が脱げ落ちてしまう。

　するとチョコレート色の髪のあいだから、なにかが起きあがった。

　それはどう控えめに見ても耳だった。猫を思わせる、ぴんと尖った耳だ。

　それだけではない。耳が露出するのとほとんど同じタイミングで、めくれたスカートから、しっぽが伸びてしまっていた。それもまた、猫の尾を連想させた。柔らかそうな毛に覆われているそれが、ゆっくりと左右に揺れている。

「ミケナ族だ」と、誰かが言った。

　その声で、ターニャは耳としっぽが出てしまったことに気づいたらしく、慌てて手で隠している。その顔は真っ青になっていた。

　ミケナ族は山岳地帯で暮らす少数民族だ。生まれながらに獣の耳と尾を持っている。獣とまぐわった罪でそうなった者の子孫とも言われており、長く迫害されてきた歴史があるため、他民族とはほとんど交流を持たない。

　従って、ミケナ族の者を町中で見かけることは極めて珍しい。

「こりゃ驚いた。ミケナ族が、こんなところでなにしてる？」

　チンピラの一人がターニャのしっぽに手を伸ばす。そいつは、風のイシューズと契約をしていた、あの契約者ヘレテイツクだった。

「さ、触らないで！」

　ターニャが涙声で叫んだ。エメラルドグリーンの瞳で男を睨にらむ。

　だが、チンピラは無造作にターニャのしっぽを握りしめた。

「へえ、柔らかいんだなあ、これのつけ根はどうなってんだ？　へへへ」

　連中は下げ卑びた声で笑った。同調するように周りの人間も笑う。

「おい、あんた」

　ノアは人ごみをかきわけ、ターニャのしっぽを摑つかんでいた男の肩に手を置く。

「彼女は俺の連れだ。その手を放してくれないか？」

「ああ？」

　チンピラが振り返った。

「なんだ、てめえ？」

「勤勉な警備員だよ」

　先日と同じセリフを口にする。目が合った瞬間、チンピラは「あ！」と声をあげた。ほかの連中もノアに気づいたようだ。途端に、全員の顔から血の気が引く。

「彼女から手を放してほしいんだけど？」

「あ、ああ。そりゃ、もちろん。喜んで」

　連中は慌て始めた。

「今まさにそうしようと思ってたところなんだ。本当に」

「それはよかった」

　ノアは、まだ座りこんでいたターニャの前でしゃがみ、ベレー帽を拾いあげる。

「大丈夫か？」

　ターニャにベレー帽を差し出した。彼女は震える手で受け取る。

「ノ、ノアさん……」

　ノアはターニャに笑いかけてから立ちあがり、チンピラたちを睨みつけた。

「今すぐ消えてくれれば、これでおしまい。でも、まだ用事があるなら、俺が聞く。どうする？」

「い、いや、俺たちはべつに、なにも……。なあ？」

　チンピラたちは顔を見合わせ、こくこくとバネ仕掛けのオモチャのように頷うなずいた。

「それなら、さっさと消えてくれないか。正直、朝から色々あって、イラついてるんだ。チンピラの一人か二人か三人か、病院送りにしてやりたい気分なんだよ」

　ノアがわざとらしく凄むと、「し、失礼しましたっ」と小者ぶりを露呈しながら、男たちは走り去っていった。ノアは悪人面のまま周囲に視線を走らせる。すると、ギャラリーたちも、クモの子を散らすように逃げていった。その場に、ノアとターニャだけが取り残される。ノアはため息をつき、ターニャに向き直った。

「無事か、ターニャ？　ケガはないか？」

　ターニャはベレー帽をかぶり直していた。しっぽもスカートの中に隠している。

「あ、あの、わたし……」

　ターニャの顔は青ざめたままだった。自分の肩を抱くようにしてノアを見あげる。

　ノアはターニャの顔の前に手を差し出した。

「立てるか？」

　ターニャはノアの手を取るのを躊躇ためらっている。まだ、足が震えているようだった。

「しょうがないな」

　ノアはターニャの前でしゃがんだ。

「抱きあげるぞ？」

「え？」

「おぶると、その、背中に胸が当たるし」

　ノアの一言で、青かったターニャの顔が赤く染まる。

「だから、抱きあげるよ。早く戻らないとキースさんに怒られる」





◇◇◇






　ノアの腕の中で、ターニャは恥ずかしそうにしていた。ターニャを背負ったら、きっと、ノアの背中に重量級のブツが押しつけられていただろうから、これでよかったのだ。

「べつに未練などない」

「え、なんです？」

「……なんでもないよ」

　ノアは荷車にすべての樽たるを縛りつけ、あいているスペースにターニャを座らせた。ターニャは「わたし、歩けます」と主張したのだが、立たせてみたらフラフラだった。

「いいから大人しくしてろって」

「……うう、ごめんなさい」

　樽とターニャを荷車に載せて、ノアは学園へ戻る道を急いだ。

「キースさんは、わたしがミケナ族の出身だって知ってるんです」

　荷台のターニャが言った。

「だから、お仕事中も帽子をかぶっていていいよって言ってくれて……」

「ミケナ族は珍しいから、その辺を歩いてたら、好奇の目で見られるもんな」

　どうして、ミケナ族のターニャがこんなところにいるのか、それも気になったが、踏みこむことは躊躇われた。なにか事情があるのだろう。詮索はせず、代わりにノアは今朝のことを弁明した。あれは酔っ払ったユーナを介抱していただけなのだ、と。

「そ、そうだったんですか」

　キースが葡ぶ萄どうジュースと葡萄酒を間違って渡した経緯などをきちんと説明した結果、ノアはターニャの信頼を取り戻すことができた。それでなんとか一件落着である。

　学園の通用門を抜け、食堂の搬入口まで辿たどり着つくと、ターニャが荷車からおりるのに手を貸した。

「あの、ノアさん」

「ん？」

「わたし、その……」

　ターニャはスカートを握りしめて、もじもじしている。

「ごめんなさいっ！」

　勢いよく頭をさげるとベレー帽がズレてしまって、慌てて直している。

「わたし、ノアさんが、その、ユーナさんを連れこんで……え、えっちなこととか、してたのかもって思って……ノアさんが、そんな人のはずないのに……」

「べつにいいよ」

「……怒って、ないんですか？」

　エメラルドグリーンの瞳を不安そうに揺らしながら、ターニャはノアを見た。

「いいや、ぜんぜん」

「でも、わたし、きちんとお話も聞かないで早とちりで思いこんでしまって、ノアさんを無視したりとか、その、意地悪な女の子だって軽蔑されても仕方ありません」

「まさか。誤解がとけたようで俺も安心だよ」

　言うと、ターニャは「あう」と小さな声をあげた。少しして下からノアを覗のぞいてくる。

「わ、わたしに誤解されてると、不安ですか？」
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「まあね」

「そ、そっか……わたしに誤解されて……」

　よくわからなかったけれど、ターニャは顔を赤くしていた。

「あの、ノアさん！」

「ん？」

「わたし、その……不届き者ですが、これからもよろしくお願いします！」

「え、あ、うん」

　不ふ束つつか者ものって言いたかったのかもしれない。

「あ、間違えました。その、えっと、ふしだらな娘ですが、よろしくお願いします！」

　悪化している……。

　まあ、誤解がとけてなによりだ。




　厨ちゆう房ぼうに戻ると、ノアはひたすらリンゴの皮むきをさせられた。デザートのパイ用だ。

　そのあいだ、キースとターニャ、ポールとジョセフは昼食の準備を進めていく。サーモンは一度、蒸して身をほぐし、飴あめ色いろに輝くまで炒いためられた玉ねぎとからめて、最後はスパゲティにあえる。

「おら、手を止めんな。時間がねえぞ！」

　キースの怒号が響く中、凄まじい分量が一気に完成していく様は圧巻だった。

　なんとか昼食の時間にも間にあった。生徒たちが食堂の中を埋めつくす頃にはパイも焼きあがっていた。甘酸っぱい香りが漂っている。

　生徒たちは皿を載せたトレーを持って一列に並ぶ。ノアとターニャは厨房窓口から一人ずつの食器に盛りつけていった。「特盛りで」と注文する男子生徒がいる一方で、「パスタはなしで、サーモンだけにして」と言う女子生徒もいる。

　食堂内はざわざわと騒がしい。

　話題の中心は当然のことながら《神ギのデ弾オ丸ン》の代表選出戦についてだった。

　午前のあいだに二試合が行われたようだ。

「やあ、警備員くん」

　まだ慣れていないので手元ばかり見ていたノアだったが、声をかけられて顔をあげる。

　そこには昨夜、ノアを助けてくれたガブリエルの姿があった。

「ああ、あんたか」

　当然のことながら、昨夜とは違い、ガブリエルは制服に身をつつんでいる。三日月形の剣は、今は携帯していないようだ。女子生徒たちがチラチラとガブリエルのほうを窺うかがっていた。視線に気づいたガブリエルがそちらを見ると、彼女たちは「きゃっ」と黄色い声をあげる。

「まるでアイドルだな」

「ちょっとしたサービスだよ」

「疲れそうだ」

「慣れれば、どうということもないさ」

「そんなもんかね。で、どうする？　特盛りにするか？　サービスするけど」

　ノアはトングでスパゲティを大量に挟んで持ちあげる。

「いや、普通でいい。パイも一ひと欠片かけらにしてくれないかな。甘い物は苦手でね」

「仰せのままに、王子様」

　ノアの軽口に、ガブリエルは苦笑した。ノアは盛りつけた食器をガブリエルに渡す。

「それじゃあ、また」

　ガブリエルは微笑みを残して去っていった。

　大方の生徒に配り終わったところで、ターニャが、すすすっとノアに近寄ってくる。

「あの、ノアさんは、ガブリエルさんとお知り合いだったんですか？」

「知り合いってほどでもないけど、まあ、ちょっと」

「彼、すごい噂うわさになってますよ。昨日の第二試合では序列三位の《黒死無双ヘルタースケルター》を容易たやすく破ったって。序列三位が一回戦敗退なんて前代未聞です。あんまり大きな声じゃ言えないですけど、賭けをしている生徒も多くて、大負けした人もいるみたい」

「へえ」

　序列のことには詳しくないが、番狂わせが起きたということだろう。食堂内の騒がしさはそのことに由来しているのかもしれない。

「あのお顔立ちで、頭脳も明めい晰せきらしいですし、セオドア様のご子息ですからね、女子からの支持は絶大みたいですよ。人気急上昇中」

「ターニャも、ああいうのが好みタイプなのか？」

「え？　いえ、わ、わたしは違いますよ！」

　ターニャはぶんぶんと顔の前で手を振った。

「ぜんぜん、ちっとも、まったくタイプなんかじゃありません！」

「そこまで必死に否定しなくてもいいけど……」

「そ、そうじゃなくて、えーっと、彼、留学先の聖尉連邦国オラストリアから帰国したばかりらしいんですけど、今回の代表選出戦で《神喰ネイムレス》を押さえて学園内序列一位に浮上するんじゃないかって話です」

「《神喰ネイムレス》ってのが現在の学園内序列一位なんだっけ？」

　トーナメント表に載っていたような気もするが、はっきりとは覚えていなかった。

「はい。シアン・ゼロっていう女子生徒です。ちょっと不思議なのは彼女──」

　ターニャが説明を続けようとしていると。

「ねえ」

　突然、声をかけられた。ノアとターニャは同時に窓口の向こうに目をやる。

「ああ、ユーナか」

　ユーナが目を吊つりあげてノアを睨にらんでいた。

「ああ、ユーナか、じゃないわよ！　あんたのせいで、今朝はひどい目に遭ったわ！」

　すごい剣幕だった。窓口から厨ちゆう房ぼうのほうへ乗りこんできそうな勢いだ。

「悪かったよ。でも、俺もまさか、あれが葡ぶ萄どう酒しゆだとは思わなかったんだ。それより具合はどうだ？」

「頭はガンガン痛むし、記憶は飛んでるし、最悪よっ！」

　記憶が飛んでいるなら、ノアがユーナに触れてしまったことも覚えていないだろう。不幸中の幸いだ。

「あ、あの」

　そこで、ノアの隣にいたターニャが口を開いた。ユーナを見つめている。

「そんなふうに言わなくてもいいと思います。ノアさんが可哀想です」

「なによ？　……あんた、ターニャ・ピアーズとかいったっけ？」

「そうです。ノアさんの指導係です」

　ユーナは学園内の有名人だからターニャが知っているのも頷うなずけるが、ユーナのほうでもターニャのことを知っているようだった。ターニャはターニャで、食堂の看板娘として人気が高いようだし。

「ふーん」

　ユーナはターニャの顔をじろじろと眺めた。ターニャは臆したように「う」と呟つぶやいたが、がんばって踏み止まった。やがてユーナの視線はある一点に吸い寄せられていく。

「なっ、お、大きい……」

　ターニャの胸である。ブラウスの上にエプロンをしているというのに、それでもなおはち切れんばかりに主張している。

　ユーナは自身の胸を隠すような仕草をした。まあ、大きければいいというものでもないだろう。戦うときには小振りなほうが動きやすい気もするし。

　ノアがひそかに心の中で考えていると、ユーナがギンッと強い視線を向けてきた。

「今、なにか失礼なことを考えてたでしょ！」

「根拠のない言いがかりはやめてもらいたい」

「ぬぬぬぅ。なんか、むかつく」

「だから、ノアさんにからむの、やめてください」

　ターニャがユーナを窘たしなめる。

「うるさいわね、あんたには関係ないでしょ！」

「まあ、落ち着けって。朝のお詫わびと言っちゃなんだけど、サービスするからさ」

「なによ、サービスって？」

「デザートのパイを特盛りにしてやるよ」

「なら、スパゲティも特盛りにしなさいよ」

「そっちもかよ。いいけど、そんなに食えるのか？」

「余裕よ、余裕」

　細い体のどこに収まると言うのだろう。神秘だ。

「太っても知らないぞ？」

「食事は別腹なのよ」

　じゃあ、なにが本腹なのか……。

「まあ、いいけどさ。ただ、スパゲティは、もう伸び伸びだけど、平気か？」

「問題ないわ。あたしは伸び伸びが好きだから」

「あ、そう」

　ノアは、ユーナが持っているトレーから食器を取ろうと手を伸ばした。

　瞬間、ユーナは大げさに後退した。タンポポ色の髪がふわりと舞う。

「ちょ、ちょっと近いわよ！」

「食器を取ろうとしただけだろ？」

「……わ、わかってるけど」

　ユーナはごにょごにょと口の中で言う。

「で、いるのか？　いらないのか？」

「いるわよ！　盛りつけなさいよ！」

　ユーナはトレーをノアに押しつけた。それから自分だけ遠ざかる。ノアは食器にスパゲティとポテトサラダとパイをたっぷりと盛りつけ、「ほれ」とユーナに差し出した。

「お、置いといて」

　言われた通りにする。

「ちょ、ちょっと、さがってよ」

「へいへい」

　一歩さがる。そうしたら、ユーナは小動物のように素早く近づいてきて、ひったくるようにトレーを摑つかんだ。食器がカチャンと音を立てる。

「あ、ありがとう」

　小さくそれだけ言うと、ユーナはそこから立ち去ろうとした。

　けれど、進行方向を塞ぐかのように。

「ぁ」

　そこにガブリエルが立ち塞がっていた。席についたあと、わざわざ戻ってきたらしい。

「やあ、ユーナ」

　ガブリエルが柔らかな笑みを浮かべて話しかける。

「久しぶりだね。今までどうしていたんだい？」

　ガブリエルの問いにユーナは答えない。ただ、俯うつむくだけ。

　周囲の生徒たちがこちらに注目している。ユーナは今朝、内緒にしてほしいと言いにきたけれど、本当はもう、ある程度のところまで知られているのではないだろうか。ユーナ自身、目立つ存在であるし、ガブリエルも話題の人物なのだ。誰かが本気で調べれば、わからないことではないだろう。

「なかなかタイミングが合わなくて、満足に話もできなかったね。どうだろう、一緒の席で食べないかい？」

　ユーナはやはり答えない。俯うつむいたまま、くちびるを嚙かみしめている。

　どうも様子がおかしかった。よく見れば、ユーナの手がかすかに震えていた。手だけではない。膝もわずかながら震えている。紙のように白い顔、その額に汗が浮いて見えた。

「どうしたんだい、ユーナ？　さあ、こっちだよ」

　ガブリエルがユーナの肩に優しく手を置いた。

　その瞬間だ。




「あたしに構わないでっ！」




　ユーナはガブリエルの手を払いのけ、同時に、トレーをガブリエルにぶちまけた。

　特盛りのスパゲティやポテトサラダ、パイ、それらすべてがガブリエルの端整な顔を汚す。制服にも、べっとりとこびりついた。食器が床に落ちて派手な音を響かせたのち、食堂内は、水を打ったように、しん、と静まる。

　ユーナの顔は真っ青だった。自分のしでかしたことに怯おびえるかのように。

　対するガブリエルは困ったような微笑を浮かべている。

「はは、これは参ったな」

「た、大変。拭かないと」

　ターニャが布巾を手に窓口から出ていく。それをきっかけに、ユーナは踵きびすを返した。口元を手で押さえ、そのまま走り出す。

「悪い。ターニャ、ここを頼む」

「え？」

　ノアは窓口を乗り越えた。

　そして、ユーナのあとを追いかける。





第５章　傷心風景







「あいつ、どこ行った？」

　ノアは走りながら周囲に視線を走らせる。

　夜警の仕事をしているとは言っても、まだ学園内の構造を隅々まで把握しているわけではない。一度見失ってしまえば、ユーナがどこにいるかなど見当もつかなかった。

『なぜ、あの小娘を追う必要があるのだ、ご主人マスター？』

　影が揺らぎ、イデアの声が聞こえてくる。

「なぜって……」

　ノアの脳裏に青ざめたユーナの顔が浮かびあがる。

「放ってはおけないだろ」

『お人好しも、程々にしておかないと身を滅ぼすことになるぞ』

「なんだよ、俺のこと心配してくれてんのか？」

『心配などせん。ボケ、死ね。そして蘇そ生せいしろ。もう一度、殺してくれる』

「あのな、もうちょっと、こう、好きな子に素直になれなくてつい憎まれ口を叩たたいてしまう、みたいな感じで言えよ」

『今すぐご主人マスターが心不全を起こせばいいと思う』

　ノアは走りながら笑った。イデアはそれきり口を閉ざす。

　しばらく行くと、中庭の木陰に小さな背中を発見した。光を浴びて輝くタンポポ色の髪は間違いなくユーナのものだ。彼女は木の幹に手をついて、しゃがんでいる。

「やっと見つけた。おい、大丈夫か？」

　駆け寄って、後ろから声をかける。ユーナはゆっくりと振り返った。

「ノア……どうして、あんたがここに……？」

「心配だったから追いかけてきたんだ」

「……しん、ぱい？」

　ユーナは不可解そうに呟つぶやいた。生まれて初めて聞く言葉みたいに。

「俺がおまえの心配をしたら、おかしいか？　つーか、マジで顔色悪いぞ。立てるか？」

　ノアはユーナに手を貸そうとしたのだが──。

「触らないで！」

　ユーナは大げさにノアの手を払い、そのまま尻もちをつく。

「悪い」

　ノアは手を引っこめた。

「あっ」

　途端にユーナの端整な顔がくしゃりと歪ゆがむ。

「ちが、ごめ……」

　太陽を閉じこめたような目の輪郭が滲にじんだ。見られまいとしてか、ユーナはすぐに横を向いてしまう。くちびるを嚙かみしめた。

「…………あたしは大丈夫。なんともないから。もう、戻って」

　ノアを見ないでユーナは言う。その肩が心細そうに揺れていた。

　ノアは自分の髪の毛をくしゃりと撫なであげる。苦笑いを浮かべ、それからエプロンをはずし、ユーナから少し離れたところに腰をおろした。

「……なにしてるのよ？　戻っていいって言ってるでしょ」

「俺がどこに座ろうと、そんなもんは俺の勝手だろ」

　地上から見あげるよりも雲が近い。風で流れて、一瞬、太陽を隠す。わずかのあいだだけ陰り、また、太陽が覗のぞく。風が吹いて枝がさわさわと揺れた。土の香りがする。

「俺、故郷に妹がいるんだ」

　ノアは空を見あげながら関係のない話を始めた。

「五つ違うから一一歳だ。で、両親は七年前に事故で死んだ」

　ユーナが息を吞のんだのが、なんとなく気配でわかった。

「だから、あいつにとって俺は兄貴だけど、親みたいなものでもある」

　ノアは服の下に入れていたペンダントを取り出す。コインの形をしたロケットに妹の写真が入れてある。普段は服の下に隠していて、中も見ないようにしていた。思い出に浸り過ぎると、心が弱くなるような気がしたからだ。

　ロケットを開いて差し出す。ユーナは顔を乱暴にこすってから、スカートのシワを伸ばし、きちんと座り直した。ノアの手からペンダントを受け取る。

「可愛いだろ？」

「……うん」

「将来は間違いなく美人になる。村中の男が求婚に来るだろうと思うと、今から憂鬱だ」

　言うと、ユーナはほんの少しだけ笑った。ノアにペンダントを返す。

　ノアもユーナに合わせて、ちょっとだけ笑った。

「妹は病気なんだ。体が石化する奇病に罹かかっている」

　できるだけ軽い調子で伝えたかったのだが、ユーナは口元を押さえた。

「右足の膝から下は、ほとんど動かない。このまま石化が進めば将来的には臓器も機能しなくなって死に至る。ほっとけば五年も生きられないって話だ。完治させる薬は存在しない。でも、進行を遅らせる薬はある。それを継続的に使用すれば、五年、一〇年、もっと生きられるかもしれない。村中の男が求婚に来るくらいまで生きられるかもしれない。当然、投薬には金カネがかかるけどな。向こうには割のいい仕事が少ない。だから、俺は出稼ぎに来たんだ。いや、まあ、俺の話がしたいわけじゃなくてだな」

　ノアは頰ほおをかく。

「妹の右足は動かない。神経も死んでる。けど、少しでも進行を遅らせるためにマッサージをするんだ。効果のほどは定かじゃないが、なにもしないでいると、石化は確実に進んでいく。俺は医者に教えられた通りにマッサージをする。そうするとさ、あいつ、俺に報告するわけだ。今のちょっと痛かったとか、くすぐったいとかさ」

「あんたは、優しいお兄ちゃんなんだね」

「……どうかな」

　ノアはまた空を見あげた。風に流され、雲がゆっくりと形を変えていく。

「あいつが言ってることは噓うそなんだ」

「……噓？」

「感覚なんかあるわけないんだ。痛いわけがないんだ。あいつ、俺を喜ばせようとして噓ついてんだよ。俺に心配かけさせたくないから、あいつ、俺の前では泣かないようにしてやがる。本当は泣き虫のくせに俺の前ではいつも笑ってる。さっきの写真みたいに。そのくせ、夜一人でいるときはベッドで泣いてんだ。死ぬのが怖いってな。そんなの言えばいいのに。心配くらいさせてくれればいいのに。俺が言わせられなくしてるのかな……」

　ノアは空からユーナに視線を移した。

「俺は毎日祈ってる。神様、お願いです。どうか妹を連れて行かないでください」

　届かないと知っていても、祈らずにはいられない。

「連れて行くなら妹じゃなくて、俺にしてくださいって」

　俺なら罪深いから地獄に堕ちてもいいんです。その代わりに妹を助けてください。

「……ノア」

「俺たち兄妹もいい感じに歪ゆがんでしまった。まあ、家族なんてそんなものかもしれない。もつれた糸みたいなものだな。もう、どうやったら、ほどけるのかわからない」

　ノアは一拍置いてから問いかける。

「おまえは、なんで家出なんてしてるんだ？」

　名門アルスコット家の娘ならば、将来は安泰だろう。次期当主である兄のガブリエルには重圧プレツシヤーがあるかもしれないが、妹のユーナには恐らくそれほどの期待はかけられていなかったはずだ。いい意味でも、悪い意味でも。そのことにユーナは不満足だったのか？

　ユーナは少しのあいだ俯うつむいていた。やがて、小さな声を絞り出す。

「……アルスコットの家に、あたしの居場所はなかった」

　それはユーナが真実アルスコットの血を引いていないからか……。

「踏みこんだことを訊きくけど、おまえの父親はセオドアなんじゃないのか？」

　アルスコット卿がユーナを引き取ったのは、目をかけていた踊り子の娘だからというだけでなく、実際に自分の子だったからではないのだろうか。それならばガブリエルとは異母兄妹ということになる。

「かもね」

　ユーナはどこか投げやりに答えた。知っているけれどはぐらかしたのか、本当に知らないのか、ノアには判断がつかなかった。

「あたしは一人でいるべきなのよ。ノアも、もう、あたしに近づかないほうがいい」

　まるで、冷たい水の中で溺れているような声でユーナは言った。

「あたし、こんなだから、なにかの拍子で、あんたのことまた殴っちゃうし……」

　ユーナの男性恐怖症は防衛反応のようなものだと、ミザリーは言っていた。

　──あたしに構わないでっ！

　耳の奥で先ほど、ガブリエルに向けて放ったユーナの声がこだまする。

「さっき、俺が手を貸そうとしたら、触るなって言ったよな。殴る前に俺に忠告してくれたわけだ。そうだろ？」

　自分では抑えられない。だから誰も近寄らせない。だからユーナはひとりぼっち。

「……とにかく、あたしには近づかないで」

　頑かたくなに言い、ユーナは立ちあがった。

「見かけても、もう声をかけないでちょうだい」

　それだけ言うと、ユーナは走り去ろうとする。

　ノアは口で息を吸って、鼻から吐き出した。お人好し、とイデアに言われるのも無理はないなと思いながら、遠ざかる背中に声をかける。

「なあ、ユーナ」

　ユーナは立ち止まり、振り返らずに口を開いた。

「……なに？」

「よければ手伝おうか？」

「……なにを？」

「ユーナの男性恐怖症をさ、治すのをだよ」

　そこでユーナがこちらを見た。

「あんた、なに言ってるわけ？」

　ノアはのろのろと立ちあがり、頭をかく。

「いや、一人で悩んでても治らなそうだろ？　だから協力してもいいかなと思って」

「そ、そんなの無理に決まってる。治るわけない」

「世界の半分は男だし、修道院にでも入らない限り、避け続けるのは難しくないか？」

　指摘すると、ユーナは絶望的な顔をした。

「で、でも、協力なんて言っても、具体的にどうするのよ？」

「試しにデートでもしてみるか？」

「デ、デデ、デッド！」

　それだと死んでいる。

「デートだって。まあ、その程度でいきなり治るとは思えないけど、慣らすという意味では悪くない案だと思うんだ」

「慣らす？」

「人間、ある程度は慣れるもんだ。子供の頃、苦手だった食べ物だって、[image: ]しかられながらでも我慢して食べてたら、普通に食べられるようになったりするだろ？　それと似たようなもんだ。ものは試しってことで、明日なんてどうだ？　ちょうど休日だし。試合前の息抜きにも、ちょうどいいだろ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。勝手に決めないで。デートなんかしないしっ！」

　そこでノアは口元に笑みを浮かべる。

「なんだよ、《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》ともあろう者がビビってんのか？」

「ビ、ビビってなんかいないわよ！」

　ユーナは大声をあげてノアの目の前に戻ってきた。

「そうなのか？」

「当たり前よ！」

「じゃあ、明日、デートするんだな？」

「いいわ、その勝負、受けてやるわ！」

　勝負じゃなくてデートだけど。

「よし、決まりだな」

　ノアはユーナに向けてにっと笑う。すると、ユーナの顔がボッと赤くなった。《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を素早く抜いて、切っ先をノアの首に突きつけてくる。

「な、ななな、なに笑ってるのよっ！」

　ノアは「降参」という具合に両手をあげて一歩さがった。

　ユーナは目を血走らせ、鼻息を荒くしつつも剣を納める。

「明日の正午、待ち合わせ場所は正面ゲートでどうだ？」

「の、望むところよ！　ぎったんぎったんにしてやるわ！」

　本当に果たし合いかなにかだと思ってるわけではないよな？

「楽しみにしてるよ」

「首を洗って待っていなさい、ノア・Ｄ・ベイカー！」

　捨てゼリフ（？）を残して、ユーナは大股でずしずしと立ち去っていった。

　その場に残されたノアは、余計なことに首を突っこんでしまったな、と思いながらぐっと伸びをし、それから背後を振り返る。

「いつまで隠れてるつもりですか、ミザリー先生？」

　建物の陰からミザリーが現れる。赤いフレームのメガネを指先で軽く持ちあげた。

「なかなかの観察眼だ、少年。褒めてやる」

「そりゃどうも。で、なにしてたんです？」

「ふ、愚問だな。盗撮に決まっているだろ」

　ミザリーの手には小型のカメラがあった。

「涙目のメイプルベリーは、たまらなく可愛かった。もっと積極的に泣かせばいいと思う」

「鬼ですか……」

「冗談だ。半分くらいはな」

　ミザリーはノアにカメラを向け、シャッターを押した。

「……なんです？」

「いいや、べつに」

　ミザリーは白衣のポケットにカメラをしまうと、くるりと背を向ける。

「明日のデート、せいぜいしっかりな、少年。くれぐれも避妊はしろよ」

「一足飛びにもほどがあります」

　ひらひらと手を振り、ミザリーは去っていく。が、途中で足を止め、こちらを振り返った。その口には曖昧な微笑みが残っている。

「アルスコット家は恵まれない子供たちへの支援でも有名だが、支援というのは難しいと思わないか？　支援することを目的とした瞬間に、本当の支援からは遠ざかっていく。支援者のほうが主役になれば、子供たちを置いてきぼりにする」

「なんの話です？」

「含蓄のある話だよ。ところで、メイプルベリーの孤児院は閉鎖の危機にあるらしいな」

「閉鎖の危機？」

「孤児院が成立するには人々の善意がなによりも重要だ。不足すれば、あっという間に施設は立ち行かなくなる」

「……ああ、なるほど。それでか」

　そうであるならば、ガブリエルがどう説得を試みても、ユーナが聞き入れることはないだろう。彼女には焦りがある。仲間を、家族を救うために、なんとしても《神ギのデ弾オ丸ン》にならなければならない。学園の代表入りなどというレベルで躓つまずいてなどいられない。きっと、ユーナはそう思っている。けれども……。

「あいつは焦れば焦るほど、しくじるタイプに見えます。会って間もない俺でもわかる」

「生真面目なメイプルベリーらしいな。そこが愛おしいところさ。そう思わんかね？」

　ノアは答えずにミザリーを見据える。

「ユーナのこと、随分と詳しいんですね。家出の件も知ってて入学させたみたいだ」

「わたしは、美少女のことならばなんでも知っているのだよ、少年」

　そう嘯うそぶくと、今度こそミザリーは去っていった。





◇◇◇






　仮眠を取ったあと、ノアは今夜も学園の巡回を行う。今夜こそ、なんの問題も起きないことを祈るばかりだ。と、思ったのも束の間、煉れん瓦が造づくりの建物の前に人影があった。

「おい、なにしてる？　外出時間は終わってんだろ」

　ノアはランプを持ちあげながら声をかけた。明かりの中に少女が一人、浮かびあがる。

「す、すぐ戻ります」

　少女は慌てたように言って、その場から駆け出し、ノアの横を通り過ぎて行く。足の速い少女だ。あっという間に姿は見えなくなってしまった。わざわざ追いかけるほどのものでもない。その代わりに、もう一人の人影に話しかける。

「なにしてたんだよ、あんた？　逢あい引びきか？」

「やあ、警備員くん」

　ガブリエルがそこに立っていた。

「なにをしていたというわけでもないさ。ただ、彼女が面会を求めてきたので応じたまでだよ。これを渡したかったようだ」

　ガブリエルの手には甘い香りのするつつみと、手紙があった。

「モテるやつは羨うらやましい」

「さあ、どうかな。彼女が本当に僕を想ってくれているのか、それはわからない。自らの幻想を僕に投影しているだけなのではないかとも思う。彼女が理想とする僕と、本当の僕は別人なのではないかな」

「小難しいこと考えてんだな。俺なら飛びあがって喜ぶぞ」

「そういう性分なんだ。よければ食べるかい？　どうやらクッキーのようだ」

「手作りだろ、それ。あんたのために作られたクッキーをもらうほど無粋じゃない」

「僕は甘い物は苦手なんだ。捨てるよりもいい」

「捨てる気なのかよ」

　ノアの言葉にガブリエルは微笑を浮かべる。

「ここは《神ギのデ弾オ丸ン》候補生が集う学び舎だ。そして、《神ギのデ弾オ丸ン》に選ばれる者は限られている。驕おごっているつもりはないが、僕という人間が欠ければ、誰かが得をするかもしれない」

「つまり、そのクッキーに毒物が混入されているかもってことか？」

「可能性はある」

「毒物かもしれない菓子を俺に食わすなよ」

　ガブリエルはにっこりという音がしそうな笑みを浮かべた。

「もし、きみが本当に口にしそうになったら忠告するつもりだったよ」

「ほんとかよ。疑わしいな」

　ふっ、とガブリエルは口元を緩めた。そして突然、話題を変えてくる。

「昼間はありがとう」

「昼間？」

「ユーナを追いかけてくれただろ？」

「ああ、あれか」

「どうもね、ユーナは学園内に心を許せる友人がいないようなんだ」

　あの性格なら、それも仕方がないだろう。

「今、あんたが言ったばかりじゃないか。ここは《神ギのデ弾オ丸ン》候補生が集う場所なんだ。なら、心を許せる友人なんてできるわけがない」

　みんな敵なのだ。国際天武祭エデンフエスはチーム戦でもあるが、選ばれるまでの争いは、壮絶なものに違いなかった。

「確かに」

　ガブリエルは頷うなずき、手紙とクッキーのつつみを目の高さに持ちあげた。

　それらが突如として燃えあがる。

「手紙も読まないのか？」

「心が弱くなると困るからね」

　それも道理だ。

「《神ギのデ弾オ丸ン》に選ばれることは名誉なことであり、天駆ける竜王国ソレヴイスの誇りだ。貢献できると言うのなら、精一杯尽くしたい。結果を残すことができれば、大勢の人々に夢を与えることにもなる。彼らはきっとこの国に生まれたことを誇るだろう」

「その場合、すごいのはあんたであって、他の連中が誇ることではないと思うけどな」

「それはそれでいいのだよ。残念ながら、全員が優れているわけではない。それでも同じ国民の成功を共に祝えるのなら、それは素晴らしいことじゃないか」

「立派な考えなのかもしれないけど、俺には真似できそうにない」

　ノアは肩を竦すくめた。

「それじゃ、そろそろ俺は行くよ。まだ、巡回の途中なんだ」

「邪魔をして済まなかったね。それから、ユーナの件は本当にありがとう。きみさえよければ、これからも彼女のことを気づかってあげてほしい」

「ああ、そういや、明日、あいつと会う約束をしてる」

　何気なく告げると、ガブリエルは少し驚いたような顔をした。

「そうか。どうやら、僕が余計な口出しをするまでもないようだね。彼女を頼むよ」

「もし勘違いをさせたら悪いけど、べつに色恋どうのってわけじゃないからな」

「それでも、彼女に他愛のない話ができる友ができることは喜ばしい。重ねて礼を言わせてもらう。ありがとう」




　朝の四時を過ぎ、自分の部屋に戻ったノアは、テーブルの上にカギを放り投げた。

「疲れた」

　明かりをつけずに、ベッドに倒れこむ。眠気と気だるさが全身をじんわりと支配していた。明日……いや、今日はユーナとのデートだ。少しは休んでおきたい。

「……あいつ、どうして男が怖いんだ？」

　あんなに強いのに。生まれつきということではないと思う。原因はなんだろうか……。

　不意に、ぎっ、とベッドが軋きしんだ。

「……なんだよ、イデア？」

　イデアはうつ伏せになっているノアの背中の上に跨またがっていた。返事はない。ノアは体をよじって仰向けの体勢になった。互いに向き合う。

　暗闇に目が慣れているので、イデアの姿はよく見えた。闇色のワンピースのスカート部分がわずかにめくれて、白い太ももがむき出しになっている。いくらか幼い容姿をしているとはいえ、少女の姿をしているイデアの柔らかな感覚に、ノアは思わず赤面する。

「か、勝手に出てくるなよな」

　内心の動揺をごまかすように、ノアは乱暴に言った。

「忠告をしてやろうと思っただけだよ、ご主人マスター」

「忠告？　なんだよ、どういう風の吹き回しだ？」

「偏西風かなにかだ」

「ふーん。それで？」

「あまり浮かれていると、正体をさらすことになるぞ」

　一瞬前の浮ついた心がその言葉でキレイに消え去った。

「俺の正体は至って平凡な男だよ」

「ふん」

　イデアは鼻先で笑う。

「なにがおかしい？」

「舐なめた口をきくなよ、小僧」

　イデアが小さな手でノアの首に手をかけてくる。そうされたまま今度はノアが笑った。

「おまえらしくもない。どうしたよ？　俺が力を暴走させることが、おまえの望みじゃないのか。今度こそ自由になるために」

　イデアは少しのあいだ、ノアを見おろしていた。やがて、ノアの首から手を放す。

「あの七年前を、よもや、忘れたわけではあるまい、ご主人マスター」

「覚えているよ」

　よく覚えている。まるで昨日のことのように。

『大空震メテオラ』──その真相さえも。

　ふと、闘技場で見かけた幻影のことを思い出す。永遠に失われてしまった彼女の影。

　まだ、自分はあの日に囚われたままなのだ。あるいは、あの日、ノアは死んだのか。

「後悔しているかね、ご主人マスター？」

　イデアがノアの頰ほおを撫なでる。

　その手はひどく冷たかった。

「まさか。俺は妹を守ったんだ。そのことを誇りに思いこそすれ、恥じたりはしない」

「魂を売ったのに？」

「俺一人の魂なら安いものさ」

　妹の奇病は、あの日の出来事と関係があるのかもしれない。それでも、あのときの幼く無力だった自分には必要な力だった。

「だから、おまえには感謝しているよ、イデア」

「感謝などするな。我が欲するのは己を燃やし尽くすほどの絶望だけだ」

　ノアは手を伸ばし、イデアの銀色の髪に触れた。

「おまえは孤独だな。同情するよ」

「ご主人マスターほどではない」

　違いない、と、ノアは心の中で呟つぶやく。

「今日はデートなんだ。そろそろ眠らせてもらえると助かるんだが？」
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　こんな日にデートをしないなら、いつするのだ、というくらいのデート日和だった。清々しい太陽の光が降り注いでいる。花壇の花々は瑞みず々みずしく鮮やかに輝いていた。その周囲を金色の蝶ちようが飛んでいる。

「あれ？　早いな」

　正面ゲートに向かうと、ノアよりも先にユーナが到着していた。約束の時間よりも少し早くに来たつもりだったのだが、ユーナはそれよりも早かったわけだ。ノアに気づくと、びくっ、と大げさに跳びあがった。その拍子に、タンポポ色の髪がふわっと広がる。

「ノ、ノア・Ｄ・ベイカー！　ほん、本当に現れたわね！」

　ユーナは清せい楚そな白いワンピースに身をつつんでいた。スカート部分は膝丈ほどなので一見したところ、古風なデザインだったが、控えめにレースの飾りもあった。まるいストラップシューズを履いている。ただし、六ギ弦タ琴ーのケースを背負ってはいたが。

「へえ、可愛いじゃないか。似合ってるよ」

　ノアが褒め言葉を口にすると、ユーナは固まった。

「か、かわっ、かわっ……」

　ぷちんっ、となにかが切れたようだ。目にも止まらぬスピードでケースを開き、中から《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を取り出すと、ノアに突きつけた。

「か、可愛くない！」

　キレどころがわからなかった。

「訂正しなさい！　侮辱すると命はないわよ！」

「落ち着けって」

「落ち着いてるわよ！　これ以上、落ち着きようがないくらいに落ち着いてるわよ！」

　ユーナは鼻息を荒くしながら言った。目も血走っている。

　今ので周囲にいる生徒たちの注目を浴びていた。集中砲火状態だった。

「あれって《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》じゃない？」「男嫌いで有名な？」「決闘か？」「相手は何者だ？」「《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》にケンカを売るとは命知らずだな」「食堂で盛りつけをしてるところを見たぞ」「あ。あいつ、アナベルちゃんにベタベタ触ってた野郎だ。死ねばいい」

　いや、待て。最後のやつ、おかしいぞ……。

　まあ、それはそれとして──。

「大丈夫か？」

　ノアはユーナに問いかける。

「だ、大丈夫よ！　大丈夫としか表現のしようがないわ！」

　あまり大丈夫そうには見えない。

「もしかしてだけど、寝てないのか？」

　指摘すると、ユーナは目に見えてうろたえる。

「ば、ばば、爆睡したに決まってるじゃない！　寝坊したらどうしようとか思って枕を抱えてごろごろしてたとか、デートなんて初めてだから、どんな服を着ていけばいいか迷ってたとか、そんなことあるはずないじゃない！」

「ああ、うん。もちろん、そうだろうとも」

　どうやら徹夜の作業だったようだ。

「そっちこそ寝言は永眠してから言ってよね！」

　ものすごいテンパり具合であった。ノアは小さく笑う。

「な、なによ？」

「いや、べつに。とりあえず、剣を納めてもらえるとありがたい」

「……ん」

　ユーナは不機嫌そうに剣を六ギ弦タ琴ーのケースにしまった。とりあえず、これでノアの生存率は、少しはあがったはずだ。このデート、まさに命がけである。

「ほんじゃ、ま、行くか」

　ノアが歩き出そうとするとユーナがノアを呼び止める。

「ね、ねえ、ノア。どこに行くつもりなの？」

　太陽を閉じこめたような瞳が不安そうに揺れている。

「あの、あたし、人がいっぱいいるところは、その、ちょっと……」

「安心しろよ、それくらいは考えてある」

「でも、休日の町になんか出たら……」

「わかってるって。だから、町には行かない。学園内を散歩しよう」

「はあ？」

　ノアの提案にユーナはくちびるを曲げた。

「つーか、俺はこっちに来たばかりで遊ぶところなんか知らないし、それ以前に学園の中にだって詳しくない。だから、ユーナに案内してほしいんだ」

「なっ、それのどこがデートなのよ！」

「立派にデートだろう？」

「あ、呆あきれた。あたし、やっぱり帰る」

　ユーナは踵きびすを返そうとした。

「まあ、待てって」

　ノアはユーナを引き止めようと、その肩に手を置いた。不用意にも置いてしまった。

「あ」

　次の瞬間、「ぎゃあっ！」と悲鳴をあげたユーナの鉄拳がノアの顔面に突き刺さった。




　──とまあ、そんな感じで、ノアとユーナのデートは始まった。

「えっと、あれが図書館よ」

　ユーナが指差す方角には、重厚な建物があった。天駆ける竜王国ソレヴイスの中でも指折りの巨大書物庫である。ノアは読書家とは言いがたいが、妹は本が好きなので、連れて来ることができたなら、きっと大喜びすることだろう。

「へえ、立派なもんだ」

「そのそばに建っているのが、アリエスト様の像」

　天駆ける竜王国ソレヴイスの英雄アリエスト・ドノヴァンの石像が台座の上で空を見つめていた。炎と風のイシューズを同時に使役し、仲間たちと共に世界平和のために戦った革命家である。ソレヴィスこの国の人間で、アリエストを知らない者はいない。三歳児でも知っているだろう。

「アリエストは、式アンセムを唱えなかったって言われてるよな」

「様をつけなさいよ、様を」

　ユーナがノアを睨にらんでくる。

「そうね。アリエスト様は代償なしでイシューズと契約を交わしていたという話よね。実際の戦闘中に代償を払ったり、契約式ヘレテイツク・アンセムを唱えているのは命取りだものね」

「銃で撃ち殺したほうが早いだろうからな」

　能力の使えない契約者ヘレテイツクは、ただの人だ。だから、ユーナのように武器を扱う腕や格闘術を磨く必要がある。

「今では、契約自体が見世物化してるけど、中には代償を公表していない契約者ヘレテイツクもいないことはないわね」

　代償を公表すれば、それは弱点ともなる。

　支払いを邪魔されるようなことになれば、能力を発動させられないからだ。

「でも、公の場で能力を使えば、大抵は代償もバレてしまうものだろ？」

「普通はね。でも、たとえば《神喰ネイムレス》はなにが代償なのか、どんなイシューズと契約しているのかも不明と言われているわ。学園内じゃ賭けの対象となっているほどよ」

　シアン・ゼロと言ったか。名前だけは聞いている。学園内序列第一位の生徒。まず間違いなく代表入りするポジションだ。代償もイシューズも不明というのはかなりの強みだろう。対策を取りにくいからだ。

「ユーナの代償はモロバレなのにな。〈羞恥心〉って、すごい代償だよな」

「う、うるさいわね。好きで選んだんじゃないわよ！」

　ユーナは顔を真っ赤にさせる。

「まあ、男の観客は大喜びだろうけど」

　言ったら、思いきり尻を蹴られた。

「痛っ……あのな、痛いのが気持ちいいとか、変な癖になったらどうしてくれんだよ」

　ユーナはじっとりした目をノアに向ける。

「バカなの？　バカなのね。このバカ！」

「おまえな、罵ののしられるのが気持ちいいとか、以下略」

「って言うか、なんなのよ、これ。ただの学園案内ツアーじゃない」

　ユーナは花びらみたいなくちびるを曲げる。

「いや、さすがは天下のアリエスト学園だ。見どころが多い」

　ユーナは返事をせずに、乾いた石畳の道をずんずんと歩き始めた。

　ノアは小走りでそれを追いかける。

「そんなに離れたら、デートの意味がないじゃないか」

「ちょ、ち、近いわよ！」

　ユーナは慌てて距離を取ろうとする。が、その拍子に、石畳の隙間に足をとられて「ふぎゃ」と声をあげながら転んだ。スカートがめくれてしまい、急いで手で押さえる。

「ぬぬぬ」

　ユーナは顔を赤くし、ノアを睨にらみながら立ちあがった。

「なにしてんだよ」

「うるさい、うるさい、うるさーいっ！　いきなり近づいてきたそっちが悪い！」

「しょうがないな」

　ノアはポケットの中から薄いピンク色のリボンを取り出した。

「ほら、手を出せ」

「な、なにするつもり？」

　ユーナは背中の六ギ弦タ琴ーケースに指をかけ、身構える。

「おかしなことはしないから安心しろって。ちょっとした補助器具みたいなもんだよ」

「補助器具？」

「いいから、どっちかの手を出してくれ」

　ユーナはおずおずと右手を伸ばした。

「なんなのよ？」

　ノアはユーナの細い手首に、そっとリボンを結ぶ。

「……な、なによ、これ？　リボン？」

　二メートルほどもある長いリボンだ。反対側を、ノアは自分の左手首に結んだ。

「これでよし」

「な!?　あたしを拘束してなにするつもり？　鬼畜！　淫獣大王！　変態史上に燦さん然ぜんと輝く変態だわ！」

「落ち着けって。リボンは緩く結んであるだろ？　引っ張れば簡単に取れるようになってる。手もつなげないんだ、代替案だよ」

「て、てて、手をつなぐなんて、そんな、いきなり、ハレンチ過ぎるわよ！　公然猥わい褻せつの罪で投獄されるわ！」

　大げさな。

「いや、だからこその代替案だって。話を聞けよ。まあ、本気でダメなら、はずすけど」

　アカリだかアリカだかが目隠しにリボンを使用しているのを見て、思いついたのだ。リボンは荷作りをする際、衣類をまとめるために、妹が用意してくれた物だった。

　ユーナは小さくうなり、リボンに視線を落とした。頰ほおが赤く染まっている。

「……と、とりあえず、試してみても、いい、けど」

「そうか。そりゃよかった」

　リボンで結ばれたノアとユーナは一メートルほどの距離を保ちつつ、木漏れ日の中をゆっくりと歩く。整備された花壇から甘い香りがした。穏やかな風がノアの髪を撫なでていく。

「ねえ、あんたは、なんで、あたしになんか構うわけ？」

　不意にユーナが言った。見れば、ユーナは窺うかがうようにこちらを見ていた。が、視線が合うと俯うつむいてしまう。本当に男が苦手なのだ。

「……あたしといたって楽しくないわよ」

「そうでもないけどな」

　反応がおもしろいので、見ていて飽きない。

「……なんの得もないし」

「得？」

「ひょっとしてアルスコット家の支援を期待しているの？　それならガブリエルに取り入ったほうが賢明よ」

　ユーナは早口で言った。

「べつに損得勘定で動いてるわけじゃない。そういうのは不得意なんだ」

「じゃあ、なんでよ？」

「なんとなく、放っておけなかった」

「なにそれ？」

「俺は不器用でも、見苦しくても、一生懸命なやつが好きなんだよ」

「へ、は、う」

「変な顔になってるぞ？」

「あ、あんたが好きとか、おかしなこと言うからでしょ！」

「ユーナは卑ひ怯きよう者ものが相手でも正々堂々と戦った。そういうのには好感が持てる。俺にできることがあれば手を貸してやりたい、そう思っただけだよ。趣味みたいなもんだな」

「暇なやつ！　友達がいないのね！」

「自慢じゃないけど、いないんだ。ユーナは、いつもの休日はなにしてるんだ？　友達とショッピングにでも行くのか？」

　ノアが訊たずねると、ユーナはあきらかに狼ろう狽ばいした。

「あ、あたし、友達なんていないし……べつに要らないし」

「そっか」

　わずかの沈黙のあと、ユーナがぽつりと言った。

「…………いつもなら、部屋で、絵を、少々……」

「へえ、絵を嗜たしなむのか。さすがはお嬢様だな。今度、見せてくれよ」

「む、無理よ！　そんな、卑ひ猥わいなこと！」

「なんで絵を見せるのが卑猥なんだよ……」

「あう」

　ユーナは顔を真っ赤にさせて、目を泳がせる。

「その、あの……あ、あたし、男の子、苦手だから、それを克服するために……」

　ユーナは歯切れ悪く、もごもごと言う。その口調からなんとなく察した。

「なるほど。男の絵を鑑賞したり、描いたりして慣らしてるわけか」

「ち、ちが──」

「違うのか？」

「──わないけど……。に、二次元ならなんとかいけるのよ。薄っぺらいし。怖くない」

「ふーん、大変だな」

　涙ぐましい努力があるようだ。

　木の枝が風に揺れて、さわさわと音を立てる。

　少しすると「あのさ」と、ユーナが改まった口調で言った。

「ん？」

　躊躇ためらうように間をあけてからユーナは続ける。

「妹さんのことなんだけど、一緒にいてあげたほうがいいんじゃないの？」

「言ったろ。金カネが必要なんだ。あいつとは話し合った。俺たちは覚悟をしている」

「……覚悟」

　嚙かみしめるようにユーナはその言葉を口にした。

　ノアとユーナを結んでいるリボンが緩む。ほんのわずかに、だけれど。

「あんたって、すごいのね」

「なにが？」

「なんて言うか、ちゃんとしてる」

「ちゃんと？」

「うまい言葉が見つかんないけど、とにかく、あたしとは大違い」

　そうでもないさ。ノアは心の中でだけ返事をした。

　ユーナの言う通り、本当は妹のそばにいるべきなのかもしれない。ノアは妹が病気であることを理由に、逃げているだけなのかもしれない。本当はそうも思うのだ。

　なによりも大切なはずの妹を失う、その瞬間に立ち合わないように。

　だとしたら、ノアはただの臆病な逃亡者だ。

「お、カフェテラスだ」

　学園内には食堂のほかにカフェが三つ存在する。それぞれ管轄がべつとなっている。

「せっかくのデートだ。少し休んでいくか」
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　休日ということもあって、カフェはそれなりに混雑していた。

　……のだが。ユーナの姿を認めると、テラスで談笑していた数人が顔色を変え、急いで店を出て行った。

「あ、ちょうど席があいたわ。ラッキーね」

「……そうだな」

　ユーナを見て、恐怖のあまりに逃げたのではないかと思ったが、なにも言わないでおいた。世の中には知らなくていいこともあるものだ。

　向かい合って座ると、ユーナはメニュー表で顔を隠す。

「なにしてんの？」

「……な、なんとなく」

　ノアはコーヒーを、ユーナはアイスティーとパンケーキのセットを注文した。リボンは結んだままだったけれど、邪魔になるほどでもなかったので、そのままにしておく。

「なあ、そういえばさ、最初に会ったとき、飛空艇エアシツプに乗ってただろ？　人の多いところが苦手だってのに、なにしてたんだ？」

「あれは……ちょっと用事があったのよ。代表選出戦が始まる前に行っておきたかったから外出許可をもらったの。あれはその帰り」

　どこに行っていたのかをユーナは口にしなかった。ノアも追及はしなかった。

　少しして、ノアとユーナの前にそれぞれ注文した物が並べられる。

「……………………えーっと、なんだ、それ？」

　ノアはユーナの前に置かれた皿をまじまじと見つめながら訊たずねた。

「なにって、パンケーキよ、パンケーキ。見てわからない？」

　ユーナが頼んだパンケーキはびっくりするくらいに豪勢だった。南国産らしい果物がふんだんに盛りつけられ、アイスクリームとホイップクリームでデコレーションされた上に、シロップがこれでもかというほどかけられていた。パンケーキそのものは埋もれてしまっていて、もはや見えない。

　ユーナはゆるゆる、と表情を緩め、フォークの先でクリームをつんっとつついた。満足そうに頷うなずくと、パンケーキを切りわけ、大きな口をあけて「はむ」と食べる。

　ノアはそれを眺めながら、自分のコーヒーをずずっとすすった。

「それ、うまいのか？」

「ほへはほう」

　なにを言っているのかよくわからなかったが、ユーナが幸せそうな表情をしているので、おいしいことは伝わってきた。

「ちょっと、一口くれよ」

　ノアの言葉にユーナは固まった。口に運びかけていたパンケーキがお皿の上に落ちる。この世の終わりでも宣告されたような顔をしていた。

「だ、男子は甘い物なんて食べないんじゃないの？」

「それは偏見だな。少なくとも俺は結構好きだ」

「じ、自分の分を頼めばいいじゃない」

　守るようにユーナはお皿を隠す。

「一口分で満足なんだ。ケチケチすんなよ」

「で、でも、か、かか、間接キ──」

「ん？　なに？」

　ユーナはあわあわとフォークとナイフを振り回した。それから挙動不審な自分から我に返ったらしく、深呼吸を繰り返す。

「わ、わかったわよ。一口だけだからね！」

　親の仇かたきに決闘を申しこむような表情を浮かべてそう言うと、ユーナはフォークでパンケーキをグサッと刺し、それからノアのほうに突きつけてきた。

「ほら、口あけなさいよ！」

「え、あ、いや……」

　それは想定していたのと違った。これではまるで恋人同士が「あーん」と言って食べさせているようではないか。だが、ユーナのほうはどうもそのことに気づいていない。

「ほら、ほら、ほら！」

　顔を真っ赤にさせて、鼻息を荒くしながら、ノアにパンケーキの刺さったフォークを突き出してくる。目がぐるぐる回っていた。周囲の「《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》がご乱心か？」という囁ささやき声にも気づいていないらしい。

「さあ、食べなさい！　ほら、食べなさい！　今すぐ、食べなさい！」

　いくらか恥ずかしかったが、これ以上注目を浴びるほうが辛かったので、ノアは覚悟を決めてパンケーキを口に入れる。いや、入れようとした。その瞬間。

「や、やっぱり、ダメぇええええ──っ！」

　パンケーキの代わりに、鉄拳がノアの顔の中央にめりこんだ。
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　一メートル後方を歩くユーナはしょんぼりと肩を落としている。

「今更、気にすんなよ。すでに何度も殴られてるし、俺は丈夫なのが取り柄だし」

　ノアはうなだれているユーナを振り返る。

　なんだか、[image: ]られたあとの小さな子供のようで笑ってしまう。

「明日だな、ガブリエルとの試合」

　その一言でユーナの顔から表情が消えた。すぐに不安の色が広がる。

「……ええ」

「勝てば四位入賞か」

「……勝てれば、ね」

　その時点で代表チーム入りが確定する。ノアは自分には関係のないことと思って、トーナメント全体の結果を調べてはいなかったが、ユーナの勝敗には興味があった。

「せっかくだし勝ってしまえばいい」

　ユーナはくちびるを曲げて、ノアを見た。

「簡単に言ってくれるじゃない」

「お望みなら難しく言い直すけど？」

　ユーナは憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべている。

「さっきの鉄拳を兄貴にもくれてやれよ。案外、それでうまくいくかもしれない」

「ガブリエル・Ｇ・アルスコットは、今や《神喰ネイムレス》の対抗馬よ。強敵だわ」

　言いながらユーナは拳を強く握りしめる。

「でも、あたしは負けるわけにはいかない。絶対に」

　その生真面目な様子にノアは自然と笑みがこぼれた。それから、お互いの手首に結んでいたリボンをほどく。

「今日はこれくらいにしておくか」

「……うん」

　ユーナはどういうわけか、名残惜しそうにリボンが結ばれていた部分を撫なでている。

「楽しかったよ。いろいろ案内してくれて、サンキュな」

「……べつに」

　ユーナは目を伏せる。傾きかけた日差しを浴びて、彼女の長いまつ毛が頰ほおに影を落としていた。

「明日の試合って何時からだっけ？」

「……午後の二時」

「そうか。それじゃあさ、試合前に、昼めしでも一緒に食わないか？」

　ユーナが不可解そうに顔をあげる。

「食堂で一人で食べるのも味気ないだろ。俺は厨ちゆう房ぼうで食べるんだけど、そこなら人も少ない。ゆっくり食べられるんじゃないか？　あ、それとも試合前って食べなかったりする？」

「う、ううん。普通に食べる……けど」

「なら、どうだ？」

「……べつに、いい、けど」

　もごもごと、ユーナは返事をする。

「じゃ、約束な」

「……約束」

　ユーナは口の中で呟つぶやいた。
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「……来ないし」

　配膳はとっくに終わっていた。

　それどころか、ほとんどの生徒は食事を終え、食堂から立ち去っている。

　昨日、別れ際に約束したのに、ユーナは姿を現さなかった。

　一応、ユーナの分の昼食は確保しておいたのだけれど、どうも無駄になってしまったようだ。試合前の緊張かなにかで、ノアとの約束を忘れてしまったのかもしれない。

「ま、しょうがないな」

　ノアは一人、厨ちゆう房ぼうのすみで昼食をとった。もったいなかったので、ユーナの分もノアが平らげた。試しにイデアに勧めてみたのだが断られてしまったのだ。

　食事が一段落すると、今度は皿洗いだ。大量の皿を洗わなければならない。皿を一枚割るたびに、賃金から弁償しなければならないのでそれなりに繊細な作業でもある。

　そうこうするうちに、ユーナとガブリエルの試合が始まる時間となった。

　この分だと応援は間に合いそうもない。

「あ、ノアさん、わたしも手伝います」

　そこへターニャが現れた。いそいそと白いエプロンをつける。

「いや、これは俺の仕事だし」

「いいんです！　やりたいんです！　やらせてください！」

「でも、ターニャは休憩中だろ？」

「わたし、ノアさんの先輩ですから！　先輩が後輩を手伝うのは当たり前なんです！」

　なんだかすごい勢いで言われたので圧倒される。

「そ、そう……。まあ、でも、それなら助かるよ」

「やった！　ノアさんと並んでお皿洗い！」

　きゅっと拳を握るターニャ。

「え？」

「な、なんでもないです、はい」

　ターニャは顔を赤くして、ベレー帽を深くかぶり直した。

「えっと、こんなにいっぱいだと、お皿洗い、大変ですよね」

　ターニャは取り繕うように笑って、ノアの隣に立った。ノアはスポンジを使って皿をばしゃばしゃ洗っていく。洗い終えた皿をターニャに渡すと、彼女はそれを清潔な布で拭いていった。一人でやるよりも効率はいい。

「そう言えば、ターニャ、休憩の前、プレート持ってどこに行ってたんだ？」

「ミザリー先生に頼まれて、第一闘技場の救護テントまでお昼を運んだんです」

　なるほど。

「試合ってもう始まってる？」

　洗った皿をターニャに手渡しながらノアは訊たずねた。

「いえ、それが変なんですけど」

　ターニャは受け取った皿を、きゅっ、きゅっ、と拭いていく。

「ユーナさん、リングに現れないんです」

　ノアは手を止めて隣のターニャに目をやった。

　視線に気づいたターニャは、なぜだか恥ずかしそうに顔を伏せてしまう。

「ユーナが現れない？」

　てっきり、試合に集中しているからノアとの約束を反ほ故ごにしたものと思っていた。けれど、ユーナは試合も放棄しようとしている？　どういうことだ？

「あ、はい。あの、わたし、試合のことはあんまり詳しくないんですけど、このままだとユーナさん不戦敗になっちゃうとかって」

　どうして現れない？　相手がガブリエルだからか？　アルスコット家の事情など知ったことではないが、貴族様の体裁を保つために、兄に勝ちを譲るということだろうか。

「もしかしたら、ユーナさん、具合が悪いのかもしれませんね」

　具合が悪い。そういうこともあるだろうけれど……。

　──でも、あたしは負けるわけにはいかない。絶対に。

　昨日のユーナのセリフが蘇よみがえった。

　ドナルド・テックスが雇った賊の例もある。ノアは胸騒ぎを覚えた。

「悪い、ターニャ。少しだけ、ここを離れてもいいか？」

「ええぇ？」

「この埋め合わせは必ずするから」

　言うが早いか、ノアはターニャの了承を得る前にエプロンをはずし、厨ちゆう房ぼうを飛び出した。後ろからターニャの「ちょっと、ノアさん！」という声がした。

　本当に悪いとは思ったが、ノアは立ち止まらなかった。
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　控室の前には白衣姿のミザリーとアナベルの姿があった。アナベルは今日もひらひらとした黒いドレスを着ている。

「あ、ノア様！」

　ノアに気づいたアナベルが声をあげた。左右に結んだ赤毛が軽やかに跳ねる。

　ミザリーは片方の眉を持ちあげた。

「少年か。なにしに来た？」

「ユーナが試合に出てこないってターニャから聞いて。あいつ、どうかしたんですか？」

「さてね。たぶん、この中だと思うが、さっきから応答がない」

　ミザリーは右手で軽くドアを叩たたいた。

「こないだと違ってカギもかかってる」

「外からあけられないんですか？」

　ノアの問いにアナベルが答えた。

「プライバシーの保護とコンディションを整えるという観点から、試合前に許可なく選手の控室には入れないんですよ。過去にも、集中力を乱されたから負けたとか言って、訴訟沙汰になった例もあったり……」

　ノアはミザリーを睨にらみつける。

「こないだは勝手に入ってたじゃないですか」

「あのときはカギがかかっていなかった」

　ノアは舌打ちをして、ドアをノックした。

「ユーナ、試合が始まるぞ？　このままだと、おまえ、不戦敗だぞ？　いいのか？」

　返事はなかった。突然、具合が悪くなって倒れてしまった可能性もある。それなら一刻も早く助けなければならない。

「悪いが、あけさせてもらうからな！」

「あ、ノア様、いけませんってば」

「知るか！」

　ノアは肩からドアに突進する。カギごと粉砕する形で、ドアが吹き飛んだ。

「いるのか、ユーナ？」

　中に踏みこんでみても、ユーナの姿はなかった。けれど、シャワーの音がする。一瞬、躊躇ためらう心が湧いたが、それでも構わずにそちらに足を進める。

「おい、ユーナ！」

　果たして彼女はシャワー室にいた。しかし──。

「……ユーナ？」

　服を着たまま頭から湯を浴びている。アリエスト学園の制服に身をつつみ、腰に巻いたベルトには《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》がさがっていた。

「おまえ、なにしてんだよ？」

　ノアは中に入り、シャワーを止める。そこでようやくユーナは顔をあげ、こちらを見た。

「ノ、ア……？」

「おまえ、いったい……」

　そこで気づく。ユーナの左の頰ほおは腫れていた。まるで誰かに殴られたあとのように。

「……なんでも、ない。少し、体を冷ましたくて……」

　ユーナはノアから逃げようとし、その場で足を滑らせてしまう。

「おい」

　ノアは慌ててユーナの腕を摑つかんだ。当然のようにユーナは悲鳴をあげた。ノアはすぐに手を放す。ユーナは硬いタイルで尻もちをついた。ぱしゃん、と水が跳ねる。ユーナは自分の細い腕をきつく抱きしめた。

「な、なにがあったんです？」

　ノアの背後で、アナベルが動転した声をあげる。ノアはユーナのそばに膝を突いた。

「ユーナ」

「……な、なんでも、ないの」

　ユーナはノアを見ず、自分の腕に爪を立てている。制服を突き破らんばかりに。

「なんでもない、から」

「なんでもなくないだろ？　なにがあった？」

「ほんと、に、なにもないの……なにも……」

「頰ほおが腫れてる。どうしたんだ、それ？」

　ユーナは左の頰を隠す。

「こ、転んで、壁に……」

「そんな噓うそを俺が信じると思ってるなら、安く見られたもんだ」

　ユーナは俯うつむいた。

「なんでもないやつが、なんでそんなに震えてるんだよ？」

「これは、ただの武者震いで……」

「じゃあ、試合には出るんだな？」

「し、あい……」

　言葉を絞り出すユーナのくちびるは青かった。小刻みに震え続ける。泣いてしまったらすべてが台無しになる。だから必死に耐えている。そんな感じだった。

　──いけませんよ、ノア坊っちゃん。ご自分を大切にしなくては。

　耳の奥で聞こえる、彼女の声。

　どうすればいいのかなんて、わからなかった。わからなかったから。

「大丈夫だ」

　ノアはユーナを抱きしめていた。華きや奢しやな体だった。力の加減を誤れば、折ってしまいそうだった。当然のようにユーナは暴れた。

「は、放して！　お願い、放し……放せ！　放せ！　放せぇえええ！」

　ユーナの手がノアの頰を強くひっかいた。皮膚が破れ、血が滲にじむ。

「大丈夫だ。おまえは悪くない」

　ノアはユーナに囁ささやきかける。

「あああああああああああああああああああああああああっ！」

　それでもユーナは暴れた。鞘さやに納まったままの《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》が、ガチャガチャと音を立てる。男嫌いで触れられれば相手を殴ってしまうというユーナが、男であるノアに抱きしめられているのだ。暴れないわけがなかった。それでもノアはユーナを放さなかった。殴られても、それで骨が折れても構わなかった。こんな方法は間違っているのかもしれない。それでも放さなかった。命綱を握るみたいに、強く。

「大丈夫だ。おまえは悪くない」

　ユーナの心の奥までちゃんと届くように、ノアは繰り返す。

「おまえは悪くない。ここにいる誰もおまえを傷つけたりしない」

「放せ放せ放せっ！」

「放さない。おまえが、おまえは悪くないと認めるまでは放さない」

「そんなのわかってる！」

「わかってない。おまえは悪くない」

「やめて！」

「おまえは悪くないんだ」

「あ、あたし、は……」

　震えるユーナの声。ちゃんと呼吸ができていなかった。

「ゆっくり息をしろ。おまえは悪くない。信じろ。おまえは悪くない」

「……あた、し」

「悪くない。おまえは悪くない。俺が保証する。おまえは悪くない」

　ふっ、とユーナから力が抜ける。それがわかって、ノアはユーナの背中に回していた手を緩めた。彼女の顔を覗のぞきこむ。

「おまえは悪くない」

　頰ほおの血を手で拭い、ノアはもう一度言った。

　ユーナはすっと息を吸いこみ、両手で顔を覆う。小さな嗚お咽えつがこぼれた。

　ミザリーもアナベルもなにも言わなかった。

「その頰、誰がやった？」

　ノアだけが問いかけた。ユーナは答えなかった。

「…………ガブリエルがやったのか？」

　ガブリエルが現れたあの夜、ユーナの顔にあったのは家族と再会した喜びでも、戸惑いでもなかった。あれは恐怖だ。ユーナはガブリエルに怯おびえている。

「おまえが男を嫌う理由も、家を飛び出したのも、あいつのせいなのか？」

　ユーナは答えなかったが、肩を震わせた。その震えは、ユーナの体に幼い頃からずっと蓄積されてきたものなのだろうか。アルスコットの大きな屋敷の中で、小さなユーナはこんなふうに怯えて、震え続けてきたのだろうか。

「あいつはおまえを殴るのか？」

　アルスコットの家にユーナの味方はいなかったに違いない。

　ガブリエルは将来のアルスコットの当主だ。逆らえば、どんな目に遭わされるかわからない。だから、誰もユーナを助けない。見て見ぬフリをする。あるいは、喜んでガブリエルに加担したことだろう。それは手柄となったのかもしれない。

　想像する。

　広い屋敷の中で悪意だけを向けられ、ゆっくりと呼吸を奪われていくユーナを。

「そんな、でも」

　不意にアナベルが口を開いた。

「アルスコット閣下と言ったら紳士ですよ。誰にでも優しいし、いつも穏やかで、そんなことをするなんて、とても信じられない……」

　そうなのだろう。ガブリエルは頭がいいのだ。不利になるような証拠は残さない。

　けれど。

「ガブリエルがユーナの男性恐怖症を知らなかったはずがない。なのに、あいつは食堂でユーナの肩に触れた。わざとだ。ユーナは必ずパニックを起こす。大勢が見ている前で」

　そしてガブリエルは被害者になり、ユーナは加害者に仕立てあげられる。

　これまでも、そういうことが何度も積み重ねられてきたのではないか。

「もう一度、訊たずねる。ガブリエルがおまえを殴ったのか？」

　ユーナはくちびるを震わせる。濡ぬれたタンポポ色の髪が頰ほおに張りついていた。

「……あ、あんたと一緒にいるのを見たんだって」

「俺と？」

　そうか。昨日のデートだ。前日の夜、ノアはガブリエルにユーナと会う約束をしていると告げてしまっていた。

「……あんな男をたらしこんでるのか、ア、アバズレの娘は違うなって……」

　頭の中にガブリエルの微笑が浮かぶ。

「……し、試合に、は、出るなって……。不戦敗を、選べって」

　ガブリエルのほうが狡こう猾かつだというだけで、やっていることはドナルド・テックスと大差ない。

「……そうか、俺のせいか」

「ち、ちがっ」

　ユーナはノアを見た。涙で顔を汚している。

「昨日、は、楽しかった。あたし、ちゃんと。でも、うまく、言えな、くて。あたし、こんなだから、いつも、誰も、信じて……くれ、なくて……」

「ああ」

「初めて、受け入れてくれた、のが、メイプルベリーの孤児院で、あたしはあの人、たちが、大好き、だから、ちゃんと、したくて」

「ああ」

「孤児院は、みんな、の、お恵みで、成り立って、るから、経営も、いつも厳し、くて。誰ともわからない、子供たちを、快く思わない、人も多くて、嫌がらせも少なく、ないし、だから、あたしが、《神ギのデ弾オ丸ン》に、なって、みんなを、助け、たいのに、あたしが、しっかり、しなく、ちゃ、いけない、のに……」

　初めて飛空艇エアシツプで会ったあの日、ユーナは孤児院に行っていたのかもしれない。なんとなく、そう思った。

「おまえは、きちんと生きようとしてるんだな。まっすぐ、定規みたいに正確に」

　涙でボロボロになったユーナの顔を見つめる。

「だから大変なんだな。まるで溺れてるのに、無理して泳ごうとしてるみたいだよ。力を抜けば浮くのに」

「あたし……」

「まあ、でも、おまえのそういうところは好感が持てる。そういうのは嫌いじゃない」

　ノアは立ちあがった。

「少し休んだほうがいい。俺が話をつけてくる」

「ま、待って、ノア！」

　ユーナは手を伸ばしかけたが、直前で躊躇ためらった。男には触れられないのだ。

「安心しろ。ただ、話し合ってくるだけだ」

　試合前にユーナに手を出したことが証明できれば反則負けにできるかもしれないが、それは難しいだろう。だとしても、このままユーナの不戦敗にはさせない。

「や、やめて。あたしはなんともないから！」

「なんともないやつは泣いたりしないもんだろ」

「お願い、やめて、ヘタなことをすれば、あんたまで、あいつに──」

　そのとき、ユーナが言いかけたのを遮るように──。

「あいつに、なんだね？」

　その場にいた全員が声の主に視線をやった。

　ガラスの破片を思わせる鋭い目と、薄いくちびる。金色の髪を左右非対称アシンメトリーに伸ばした端整な顔立ちの青年、ガブリエル・Ｇ・アルスコットが立っていた。

　三日月の形をした重量級の剣《嗤い月マーキームーン》を背負っている。

「ユーナが心配で様子を見に来たのだけれど、これはどうしたことだろう？」

　ノアはガブリエルを睨にらみつける。胃の腑ふが溶岩マグマのように煮えている。

「よお、ガブリエル。ちょうど話があったんだ」

「話？　なんだろう、警備員くん？」

「あんたが長年、ユーナを傷つけてきた件についてだよ」

「まさか。ユーナは僕の大切な妹だ。傷つけたりしない。そうだろ、ユーナ？」

　ガブリエルがユーナに目をやった。ユーナは返事ができなくなってしまう。まるで、この場から酸素がなくなってでもしまったかのように。ユーナは苦しそうに胸を押さえた。

「やめろ！」

「きみこそ、なんなんだい？　失礼じゃないかな？　きみなら、学園生でもないからユーナの友人には適当かとも思ったんだけど、どうも見こみ違いだったようだ」

「おまえ、なにも感じないのかよ？　ユーナがこんなに苦しんでるのを見て、なんとも思わないのかよ？　兄貴だろ？」

「きみは部外者じゃないか。自分勝手な正義感を押しつけるのはやめてほしいな」

「ユーナに謝れよ。おまえが踏ふみ躙にじってきたユーナの自尊心を返せ」

「きみこそ、僕への侮辱の言葉を取り消してくれないかな？」

「いい加減にしろよ。そのご自慢の顔をぶっ潰してやりたいのを我慢して言ってんだぞ」

「聞いたかい？　今のは完全な脅迫だ。育ちが知れるね」

「俺を怒らせて、手を出させるつもりなのか知らないが、安い挑発に乗ると思うなよ。おまえのことはむかつくけど、俺が手を出せば、その瞬間にユーナの正当性が揺らぐ。だから、おまえのことは殴らない。ユーナのためにだ」

　しかし、ノアの声はガブリエルには響かないだろう。ノアはそれを知っている。強く拳を握りしめる。心の中が黒くなる。

　ガブリエルは薄笑いを浮かべたまま、ミザリーへと視線を向けた。

「彼はいささか学園の品位を貶おとしめるような存在ですね」

「そうかな」

　ミザリーは軽い調子で答えた。

「こんなことは言いたくないが、解雇すべきではありませんか、学園長？」

　今、ガブリエルはなんと言った？　学園長？

「ちょっと待て。あんた、保健師じゃなかったのか？」

　ノアは驚く。動揺していて敬語を使うのも忘れていた。

「保健師のようなものだよ。初めにそう言ったはずだがね、少年。ついでに王立アリエスト学園の学園長でもある」

　不意に思い出された。食堂にミザリーが現れたときのことを。あのときターニャはなにかを言おうとしたが、ミザリーがターニャのくちびるに指を当てて遮ったのだ。ウィンクもしていた。ターニャはあのとき、「学園長」と言おうとしたのではなかったか。

「いや、でも、学園長って、竜王の妹で、《独りぼっち症候群マイナー・スレツト》の名で国際天武祭エデンフエスに出場したんだよな？　四〇年前に。あんた、いくつなんだよ？」

　ミザリーはどう見ても二〇代から、せいぜい三〇の前半といったところだ。

「そんなもんは王国の最高機密に決まっている。知れば命はない。自殺志願者でないのなら詮索はしないことだ」

　ミザリーは笑い、一拍置いてから告げた。

「少年、今からメイプルベリーの代わりに試合に出場したまえ」

「は？」

「学園長命令だ。おまえが試合に出ろ、ノア・Ｄ・ベイカー」

「俺が……試合に？」

「栄えあるアリエスト学園の警備員に志願したんだ、腕に覚えはあるんだろう？」

　ノアは返事に窮する。人前で力を使うわけにはいかなかった。

「ちょ、ちょっと、待ってください」

　そこへ、アナベルが割って入ってくる。

「代表選出戦で出場選手の代理をするなんて前代未聞です。ありえません」

　アナベルの言う通りだった。これはあくまでも個人戦なのだ。その個人が不調であるならば、交代ではなく、棄権という手続きが取られるべきだ。

「それではつまらんじゃないか」

「つまらないとか、そういうことじゃないんです。状況がややこしくなります。ノア様が勝った場合、トーナメントを勝ち進めるのはメイプルベリーなんですか？　ノア様なんですか？」

「それはそのときに考えればいい」

「めちゃくちゃです！」

「そういうのが好きなんだよ、わたしは」

　ミザリーの唐突な提案にユーナは呆ぼう然ぜんとしている。それはノアも同じだった。

「おまえはどう思う、アルスコット？」

　抗議を続けるアナベルを無視して、ミザリーはガブリエルに水を向ける。

「不戦勝じゃ、せっかく集まったファンをガッカリさせることになりはしないか？」

「なんとも不可解な状況ですね。彼の出場を了承して、僕になんのメリットが？」

「いいや、なにも。せいぜいファンを喜ばせるくらいだな」

　ガブリエルは腕を組んだ。口角をわずかに持ちあげる。

「では、こういうのはいかがです？　もしも彼が」

　ガブリエルは一度、ノアを見た。

「ユーナの代わりに出場し、そして負けた場合、ユーナはもう五位・六位決定戦には出場しないこと。この学園から去り、アルスコットの家に戻らなければならない。この条件を受け入れるなら代理戦を了承しましょう」

　ガブリエルの言葉にノアは我を取り戻す。

「待てよ。俺が出場して、おまえが負けたらどうする？」

　ノアの問いかけに、

「やめて。こんな話に乗らないで」

　ユーナが割りこんでくる。

「ミザリー先生、あたし、この試合を──」

「黙ってろ、ユーナ」

　ノアは耳を貸さず、ガブリエルを睨にらみ続けた。

「どうなんだよ？　おまえが負けたらどうする？」

「きみの出場を受け入れるための条件を設定しているだけであって、僕がどうこうしなければいけないとは思わないが？」

「俺がおまえを負かしたら二度とユーナに近づかない。そう誓えよ」

「なんだって？」

「俺が勝ったら、おまえはもうユーナに構わない。近づかないし、話しかけない。ユーナを自由にしろ」

「きみはおかしなことを言う。ユーナは今だって自由だ」

「誓うのか？　誓わないのか？」

　ふっ、とガブリエルは笑う。

「いいよ。誓おう。きみが勝てば、ユーナにはもう構わない。これでいいかな？」

「そうか。なら、出場する」

「待って！」

　ユーナが声をあげた。

「なにかな、ユーナ？」

　そこにガブリエルの視線が注がれる。その目がユーナから言葉を、呼吸を奪っていく。

「こっちを見るんだ」

　ユーナの視界からガブリエルを遮るようにして、ノアはタイルに膝を突いた。

「施設を守るために《神ギのデ弾オ丸ン》になるんだろ？　それはつまり子供たちのヒーローを目指してるって意味だろ？　だったら、俯うつむいてる場合じゃないぞ」

　ノアは語りかけた。ちゃんとユーナに届くように。ユーナの呼吸を助けるように。

　ユーナがゆっくりとノアに視線を合わせる。

「この世界は残念ながら、くそったれのゴミ溜ためだ」

　そのことをノアはよく知っている。この世界では悪意のほうが善意よりも勝っている。正しいことよりも不正のほうがまかり通る。

「けど、それでも生きるに値する。おまえにそれを信じさせてやる」





◇◇◇






『大変、長らくお待たせしちゃいました☆』

　スピーカーからアナベルの声が聞こえてくる。

『アリエスト学園の代表選出戦も二回戦に突入です☆』

　観客席から怒号のような歓声があがった。ノアはリングに向かう薄暗い通路の途中で、着慣れないアリエスト学園の制服の袖をまくりあげる。

「ちょ、ちょっと、なにしてるのよ！」

　それをユーナが見み咎とがめた。まだ目の周りは腫れぼったいが、声にはいつもの調子が戻っていた。あるいは、無理をしてそう振る舞っているだけかもしれない。濡ぬれた制服から乾いたものへ着替えている。

「制服は防護服でもあるのよ？　袖をまくったりしたら意味がないじゃない」

「いいんだよ、これで。こっちのほうが動きやすい」

　ついでにシャツのボタンも緩めた。堅苦しいのは好きじゃない。ノアは、制服と一緒にミザリーから借り受けた片手剣グラデイウスを鞘さやから抜いてみる。動物の骨で作られた柄はしっかりしていて、刃も研ぎ澄まされていた。悪くはなかった。ノア自身、剣術に覚えがないわけでもない。

『さてさて、今回は試合開始前に、特別ルールの説明をしちゃいたいと思います☆』

　アナベルの一言で観客席の声に混乱のようなものがまじる。目の前のユーナが不安そうな顔をした。ノアは片手剣を鞘に戻す。

『二回戦第一試合は《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》ユーナ・メイプルベリー選手と《紅蓮の皇子フアイアスターター》ガブリエル・Ｇ・アルスコット選手の対決を予定していました☆　けれど、諸事情により、ユーナ選手は本試合を欠場します☆』

　観客席の混乱は大きくなっていく。

『本来であればガブリエル選手の不戦勝となるところではありますが、学園長先生の提案により、二回戦第一試合に限り、ユーナ選手の代理を立てることになりました☆』

　前代未聞の事態に騒ぎは広がっていく。

『どうぞご静粛に、ご静粛に☆』

　アナベルは訴えかけたが、さすがに騒ぎは治まらなかった。と、そこへ。

『黙れ、愚ガ民キども！』

　キーンとマイクがハウリングを起こす。ミザリーの声だった。

『アルスコットとメイプルベリーの了承はすでに得ている。いいか？　これは祭りだ。盛りあがらなければ意味がなかろう。前代未聞？　前例がない？　そんなもん最高だろう？　毎年同じじゃつまらない。そうは思わんか？』

「むちゃくちゃなこと言ってるな、あの人」

　ノアは呆あきれた。

『アルスコットのファンも、やつの活躍が見たいんじゃないのか？』

　女子の甲高い声が返ってくる。

『ならば、答えは決まりきっている。試合はこのまま決行する。対戦カードは予定外だが大目に見ろ。安心していい、おまえたちを退屈させはせん。《独りぼっち症候群マイナー・スレツト》様が保証してやる』

　次の瞬間、割れんばかりの拍手が巻き起こった。観客の了解も得られたようだ。

『そ、それでは選手の入場に移ります☆』

　声がミザリーからアナベルに戻った。マイクを取り戻したのだろう。

『南ゲートより、登録名《紅蓮の皇子フアイアスターター》、ガブリエル・Ｇ・アルスコット選手☆』

　黄色い声援がこちらまで届く。

「ノア……」

　そこでまたユーナが声をかけてきた。そのくせ、ユーナは俯うつむいている。

「今からでも遅くない。やっぱり、やめたほうがいい。ガブリエルは優秀な契約者ヘレテイツクよ。タダじゃ済まない。きっと、ひどい目に……」

　ノアは嘆息した。そしてポケットからリボンを取り出し、ユーナの手首に巻きつける。

「心配するな。俺は絶対に勝つ」

「……ノア」

「とは約束できない。ぶっちゃけ負けるかもしれない」

　ユーナはおかしな顔をした。

「まあ、それでも、せっかくあのイケメンを公式にぶっ潰す機会が与えられたんだ。有効活用してくる。安心しろよ。ここだけの話、半殺しは全殺しの次に得意なんだ」

「なによ、それ」

　ユーナは手首に巻かれたリボンを抱きしめるようにしながら、呆あきれたような、泣き出しそうな声で言った。一度だけ、きゅっとくちびるを引き結び、そうしてまた口を開く。

「これ、使って」

　ユーナが腰から革ベルトをはずして、ノアに差し出した。《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》だ。

「ガブリエルは炎の契約者ヘレテイツクよ。《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》なら、あいつの炎にも耐えられるはず」

「サンキュ」

　ノアは片手剣グラデイウスを置いてから、ユーナの持つ二本の剣を鞘さやから抜いてみた。手にしたまま、手首を軽く回転させる。

「いい感じだ。重すぎず、軽すぎず、しっくりくる。借りてくよ」

　ユーナに笑いかける。でも、ユーナはまだ不安そうな表情をしていた。

「ガブリエルの代償は〈不眠〉なの。彼は、特殊なクスリを使って、何年も眠らないようにしている。代償を常に払い続けている状態だから、いつでも能力を発動できる。気をつけて」

「何年も？　そりゃ、人格もねじ曲がるってもんだな」

『続きまして、北ゲート☆　えー、食堂の雑用係……って、え、そうなの？　あと、夜間警備員……ノア・Ｄ・ベイカー選手☆』

「んじゃ、ちょっと行ってくる」

　一歩踏み出すと、ユーナがノアの服を後ろから摑つかんだ。

「なんだよ？」

　振り返ると、ユーナはやはり俯うつむいていた。

「……危なくなったら、すぐにギブアップして。お願い」

「参考にする」

　ノアはそれだけ言って、通路を進んだ。ゲートをくぐり、大勢の前に姿を現す。いくつもの好奇の目が注がれる。ノアは階段を使ってリングにあがった。五メートルほどの距離を置いて、ガブリエルと向かい合う。

「今からでもやめることは可能だよ、警備員くん」

「やめる理由が一つも思い浮かばない。むしろ、あんたは俺に感謝すべきだ。曲がった性根をまっすぐに叩たたき直してやろうってんだから」

　ガブリエルは肩を竦すくめた。それから、背負っていた《嗤い月マーキームーン》の握りを摑つかみ、引き抜く。




「──凍える煉れん獄ごくの心臓、業火に脈打ちて、炎上せよ」




　契約式ヘレテイツク・アンセムが唱えられた。青白い炎が生み出され、三日月形の剣に巻きついていく。ガブリエルを取り巻く熱気が上昇した。

　ノアは肩に担いでいた《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を構える。

『それでは、アリエスト学園代表選出戦第二回戦・第一試合──始めっ☆』

　アナベルのかけ声とともに、ノアはリングを蹴った。衝撃で足場の一部が欠ける。

　ガブリエルとのあいだにあった五メートルは刹那のうちにゼロとなる。

　ノアが先手を打って斬りこむ。

　しかし、ガブリエルは素早いステップでノアのサイドに移動し、《嗤い月マーキームーン》を一いつ閃せんさせた。ノアは、ギリギリのところで致命傷を避ける。防弾・防刃効果のある学園の制服が破れていたが、ノア自身にダメージはなかった。距離をあける。

「悪くないよ、警備員くん」

「お褒めいただいて光栄だな、アルスコット閣下」

「でも、悪くないというだけだ」

　言って──ガブリエルは《嗤い月マーキームーン》をこちらに投げつけた。

　ノアは素早く三日月形の刃を避ける。そこにガブリエルが踏みこんで来ていた。

　ノアは《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を交差させ、爆撃を起こす。

　同時に。

「──魂の柩ひつぎを燃やせ」

　ガブリエルが唱え、爆撃は相殺されてしまった。

「きみはあの夜、訊きいたよね、僕の《嗤い月マーキームーン》が聖尉連邦国オラストリアの物なのかって」

　ガブリエルは涼しげな笑みを浮かべている。

「聖尉連邦国オラストリアには狩猟に用いる投とう擲てき用の武器があるからね、それを思い浮かべたのだろう？　きみの読みは正しい。あれは、そういう代物だ」

　次の瞬間、背後から風切り音がした。三日月形の刃が空中で旋回し、戻って来たのだ。

　ノアは咄とつ嗟さに《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》でもって弾き返したが、剣圧に押されて体勢を崩した。

「終わりじゃないよ」

　そこへガブリエルが突撃してくる。ノアの腹部に炎をまとわせた左の拳を突き入れた。

「がっ」

　小爆発をまともに食らい、体が浮きあがる。こみあげる嘔おう吐と感。それを見逃さずに、ガブリエルは右手でノアの顔面を振り抜く。視界が揺れた。口の中に血の味が広がる。

　再び、《嗤い月マーキームーン》が飛びこんできた。風を切る音に気づいて身をよじったが、わずかに反応が遅れ、背中をざっくりと斬りつけられた。

「ぐっ」

　回転する刃は主の元へ帰っていく。ノアは思わず、リングに膝を突いてしまった。

『ノア選手、ダウン。カウントを──』

　が、アナベルのカウントが始まる前に、ノアは立ちあがった。口の中に溜たまっていた血をリングに吐き出し、火傷やけどを負った頰ほおを拭う。

「ふむ、頑丈だね、きみは」

　ガブリエルは明らかに力の加減をしている。ノアが意識を失ってしまわない程度に痛めつけるつもりなのだ。それにしても《嗤い月マーキームーン》というのは厄介な武器だ。まるで二人を同時に相手にしているようなものだった。

「まさか、もうお終いではないよね？」

　ガブリエルは相変わらず、息も乱していなければ、笑みを崩してもいない。

「安心しろよ、おまえを潰すまではやめてやらないからさ」

　ノアは膝にバネを溜めて、ガブリエルに突撃する。すかさず、ガブリエルが《嗤い月マーキームーン》を投げつけてきた。ノアは素早く避ける。そのまま直進し、ガブリエルに到達する直前に《暴虐覇王リアム》をリングに叩たたきつけた。砕かれた石が飛び散り、ガブリエルの視界からノアを隠す。タイミングをずらし、今度は《背徳剣王ノエル》を振るう。

「小こ賢ざかしいね」

　ガブリエルの姿が揺らめき、ノアが振るった剣は空振りに終わった。炎熱による光の屈折で距離感を微妙に狂わされていたらしい。

「歯を食いしばって。次は少し痛いかもしれないよ」

　ガブリエルは囁ささやくと共に、右の手のひらをノアの腹部に押し当てた。

　炎が凝縮され──爆はぜる。

「がはっ！」

　さながら、大砲の弾にでもなったかのように、ノアはリングの外に吹き飛ばされていた。そのまま観客席下の壁に背中を打ちつける。背骨が軋きしみ、壁に亀裂が走った。激しく咳せきこむ。

『ノ、ノア選手、リングアウト☆　カウントを取ります☆』

　ノアは顔をあげた。空中で旋回し、戻ってきた《嗤い月マーキームーン》をガブリエルがキャッチしている。涼しい笑みを浮かべて、こちらを見ていた。

　観客が大きく沸く。ガブリエルの女性ファンたちが黄色い声援を送り、ガブリエルは手を振ってそれに応えていた。

「ノア！」

　声がしたほうを見てみれば、ユーナがこちらに駆けて来るところだった。

「なにしに来てんだよ？　試合中だぞ」

「もういい！　十分だから、もうギブアップして！」

「悪いが断る」

　二本の剣を支えにして立ちあがる。

「ノア！」

　アナベルのカウントが続く中、ノアはゆっくりとリングの上に戻った。

『ノア選手、リングに戻りました☆　試合続行です☆』

　観客席が盛りあがる。食堂の雑用係が、ここまで粘るとは誰も思わなかったのだろう。

「あのまま、寝ていてもよかったのに」

　ガブリエルが言った。

「睡眠不足はそっちだろ。おまえが寝ろよ。子守唄くらいなら歌ってやるからさ」

　言って、ノアは突進する。ガブリエルは憐あわれむように微笑み、《嗤い月マーキームーン》を投とう擲てきした。回転する刃がノアの肩を薙ないでいく。

　ノアは怯ひるまずに剣を振るった。何度も、何度も。しかし、それは決してガブリエルに届かない。ことごとくを避けられ、逆に隙間を縫うようにガブリエルの炎がノアを焼いた。宙を旋回して戻ってきた《嗤い月マーキームーン》もノアの全身を切り裂いていく。

『ガブリエル選手、凄まじい猛攻です☆　うう、ノア様……』

　ノアの視界がかすむ。爆破による顔面の裂傷、右のまぶたは完全に閉じていた。骨もいくつか折られていた。筋肉も断裂している。痛くないところを探すほうが困難なほどに、全身を痛めつけられていた。

「もう、やめて！　もう十分だから！」

　ユーナの声がする。

「これ以上はもたない！」

「黙って、見てろっ！」

　ユーナの言葉を退けて、ノアは剣を振るう。ガブリエルは容易たやすく、二本の剣を弾き返した。同時に口の中で呪文を唱え、爆炎を生み出す。ノアの体は紙くずのように上空に吹きあげられた。ユーナから借り受けた《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》を手放してしまう。二本ともリングの外に落下した。

　ガブリエルはすかさず真上に跳躍し、空中で回転しながらノアに蹴りを見舞う。ノアは勢いよくリングに叩たたきつけられ、血を吐いた。

『……ノ、ノア選手、またもダウンです……カ、カウントを──』

　アナベルがカウントを始める前にノアは立ちあがる。だが、それで精一杯だった。さすがに回復が追いつかない。

　そんなノアをガブリエルは呆あきれたように見つめている。手にしていた《嗤い月マーキームーン》をリングに突き立て、腕組みをした。

「随分がんばるじゃないか。正直、感心している」

「感心してんなら避よけんな」

　ノアは一歩前に踏み出した。だが、足がもつれ、倒れそうになる。

　それをガブリエルが素早く支えた。観客には、勝負を諦めていないノアの努力を、ガブリエルが称えているようにでも見えるのだろうか。

「まだ、ジョークが言えるというのも本当に感心する。なぜ、そんなにがんばる？」

「……放せ」

　ノアは言ったが、ガブリエルはそのまま囁ささやき続ける。

「名前を売りたいのか？　学園生でもないのに試合に出る機会はまれだ。相手はこの僕だし、話題になる……いや、そんなものにメリットはないか。理解に苦しむな」

　ガブリエルはひとしきりうなったあと、「ああ」と言った。

「ひょっとして、あれに惚ほれたのか？　なるほど、そう考えるのが一番しっくりくる」

　ガブリエルは押し殺しながらも笑う。

「確かに、あれはいい女に育ったな。見違えたよ。昔は棒切れのように、ひょろりとしていて、肉もなく、蹴り心地もよくなかったんだ。それが、なかなかどうして」

「……認めたな？」

「ん？」

「ユーナを蹴ったと認めたな？」

「きみにしか聞こえていないよ。それにきみが誰に話そうと、誰も信じない」

「なんで、ユーナを傷つける？　妹だろ？　大切にしろよ」

　ノアの言葉に、ガブリエルはわずかのあいだ口を閉ざした。

「きみに、アルスコット家の嫡男として生まれた僕の重圧プレツシヤーを理解できるか？」

　ガブリエルが一瞬、完全な無表情になる。

「眠れないんだ。ずっと。毎日思うよ。二度と目覚めない眠りにつきたいと。神様は罪深い。こんな人生なら生まれなければよかった。だからいつも願ってる。正しく、清らかなこの血が、どうか絶えてしまいますように、と」

「なら、おまえも家を出ればよかった。そうしないのは、おまえの甘えだ。ユーナにぶつけるなよ」

「きみにわかってもらおうとは思わない」

　ガブリエルは笑みを作り直した。

「あれのために体を張るなど、バカげているとは思わないか？　もう負けを認めろ。十分にいい試合だった。きみの名誉は守られるだろう」

「終わらせたいなら、俺をぶっ飛ばせばいい」

「僕の予定ではとっくに終わっているはずだった。なのに、まだきみは立っている。このままやり合えば、きみを殺してしまいかねない。失格は避けたいし、経歴にも傷はつけられないんだ、次期当主としてはね」

　大勢の人々に夢を与える？　国民はこの国に生まれたことを誇りに思う？

　笑わせてくれるじゃないか。

「なあ、頼むよ。そろそろ負けてくれないかな。そうすれば、そうだな、あれに命じて、一晩抱かせてやってもいい。あれはどうも男嫌いのようだが、なに、縛りつければいい。悪い話じゃないだろ？」

　ノアは顔をあげる。

「今、はっきりとわかった。おまえは素晴らしいくそ野郎だ。少しも躊躇ためらわずに殴れる」

　顔を狙った渾こん身しんの一振り。だが、それも、あっけなく避よけられてしまった。

　いや、これでいい。

　ガブリエルはノアから距離を取って、肩を竦すくめる。リングに刺した《嗤い月マーキームーン》を抜いて、再び炎をまとわせた。

「殺人はご法度だけれど、試合中のケガは日常茶飯事だ。その腕、斬り落としてやろう」

　ガブリエルは剣を構え、姿勢を低くした。

「ノア！　もうやめて！」

　ユーナがリングの端にしがみついている。その顔はボロボロだった。ノアが結んだリボンを握りしめている。

「なに泣いてんだよ？」

　ノアは汗と血と泥で汚れた顔を拭った。

「お願いだから！　このままじゃ取り返しのつかないことになる！」

　取り返しのつかない事態なら、七年前に体験している。

　ノアは深く息を吸った。悪夢の記憶と一緒にゆっくりと吐き出し、拳を構える。

「ここまでは準備運動だ。ここからだ」

「ノア……どうして……」

　強気な発言も、すべてが噓うそというわけでもない。ガブリエルはノアをとるに足らない相手と油断している。体力も限界だろう、と。

　だから、隙が生まれる。

　直前の一振りがはずれたのは、ノアの意図したことだった。

　腕は一本くれてやろう。けれど、再接近したら、今度こそあごを砕く。

「終わりだよ、警備員くん」

　ガブリエルが跳び出した。青白い炎がガブリエルの身をつつむ。

「ノアっっっ！」

　ユーナの悲痛な叫びが耳を打つ。悪い、とノアは心の中で謝罪する。腕なんか斬り落とされたら、自分のせいだって、ユーナは思い悩むかもしれない。だから、ごめん。まったく最悪だ。これは子供っぽい、自分のプライドを満たしたいだけの、ただの身勝手だ。本当に救いようがない。でも、譲れない。

　そして、《嗤い月マーキームーン》が振るわれる。

　血が噴き出し、ガブリエルの端整な顔を汚す。

　ノアの右腕はあっさりと切断されて宙を舞う。

　その代わりに、ノアは残された左の拳をガブリエルに叩たたきこむ。

　はずだった──。




「ご主人マスターの腕も骨も血の一滴までも、我の所有物モノだ。勝手をされては困るな」




　月の光をかき集めたような白銀の髪。ミルク色の肌に、鮮血を思わせる紅くれないの瞳。闇色のドレスを身にまとっている。

　イデアがノアの影から姿を現し、ガブリエルの剣を素手で受け止めていた。

『ど、どうしたことでしょう？　ノ、ノア選手の影から少女が姿を現しました……』

「……なんだ？」

　アナベルも、ガブリエルも不可解そうな声をあげた。リングの下にいるユーナも驚きの表情を隠せない。イデアが小さな手を前に突き出す。白銀の髪が風になびいた。

「我の前で頭ずが高いぞ、小僧。──跪ひざまずけ」

　瞬間、ガブリエルは巨大な手に押さえつけられでもしたかのようにその場で潰れる。

「やめろ、イデア！」

　ノアの命令に、イデアは不愉快そうに顔を歪ゆがめた。が、すぐに「ふん」と鼻を鳴らし、ガブリエルを解放する。ガブリエルはすぐさま立ちあがり、距離を取った。

「いったい、なにが起こった？　きさま、何者だ？」

　ガブリエルが問うたのは、ノアにだったのか、突如現れたイデアにだったのか。

　いずれにせよ、答えたのはイデアだった。

「おまえは我をよく知っているはずだ」

「……なんだと？」

「確かに、おまえたちの言葉で我を正確に定義するのは難しい。本来、我は存在しえない存在であり、おまえたちの影でしかありえず、計数ならざるモノだ。それでも、おまえたちはしばしば絶望と羨望をこめてこう呼ぶではないか。創造主に異を唱えた、不敬なるかの反逆者の同胞たちを称して──」

　イデアは一呼吸間をあけた。瞬間、黒衣の背中から暗黒の翼が伸びる。

「悪魔、と」





◇◇◇






　あの日はフィオナの誕生日だった。彼女は蒼あお味みをおびた銀色の髪をキレイに結いあげていて、いつも可か憐れんな花のように笑っていた。




　ブレイクは代々、月歌の谷セレンの地を治めてきた領主の家系である。

　月歌の谷セレンは人口わずかに五〇〇前後という山間の小さな町だったので、王国に暮らす多くの者が、あの『大空震メテオラ』まで、その名を知らなかったに違いない。

　フィオナ・ファレルはブレイク家に仕える使用人だった。聡そう明めいで美しく、よく笑う少女だったが、両親はいなかった。彼女が幼少の頃に、父親が妻を殺害し、投獄されていた。そして刑が確定される前に自ら命を絶った。ほかに身寄りがなかったため、ノアの父が彼女を引き取ったのだ。娘に罪はない、と。

　フィオナはよくノアの面倒を見てくれた。ノアもフィオナに懐いていた。

　しかし、フィオナをよく言わない者も多かった。彼女が罪人の娘だったからだ。

　あるとき、ノアは数人の友人と殴り合いのケンカをした。

　ノアは領主の息子ではあったが、父はそのことで子供らやその家族を罰することはしなかった。傷だらけのノアを見て「派手に負けたな」と笑っただけだった。

　フィオナはボロボロになったノアの傷の手当てをしてくれた。

「いけませんよ、ノア坊っちゃん。ご自分を大切にしなくては」

　彼女も笑っていた。

「……だって、あいつら、フィオナの悪口を言ったんだ」

「わたしのために戦ってくれたんですね、ありがとうございます、ノア坊っちゃん」

　フィオナはノアの腫れた手を握りしめてくれた。

「でも、ケンカはいけません」

「フィオナは悔しくないのかよ？　あいつらみんな殺してやりたい」

「お気持ちは嬉うれしいですけれど、軽々しく、人の死を口にしてはいけませんよ」

　フィオナは微笑みを絶やさずに、ノアに語り続けた。

「ときどき、人は誰かを殺してしまうことがあります。事情は様々です。他人を殺すこともあれば、自分を殺してしまう人もいます。とても悲しいことです」

　自身の父親のことを思い浮かべていたのだろう。気づいて、ノアは自らを恥じ、呪った。

「……ごめん、フィオナ」

「いいんですよ、ノア坊っちゃん」

　フィオナはノアの頭を撫なでてくれた。

「わたしは、父がなぜ母や自分を殺してしまったのかではなく、なぜ、わたしは誰も殺さないのかを考えることにしています」

「どういうこと？」

「たぶん、誰かを殺してしまいたくなるような気持ちは、みんなが抱えているものなのだと思います。先ほど、ノア坊っちゃんがお友達に向けた気持ちもそうでしょう。本気か、本気でないかはべつにして、誰にでも暗く凶暴な気持ちというものはあるものです」

「そうなの？」

「はい。それを恥じることはありません。見て見ぬフリをしなくてもいいのです。わたしにもありますよ。でも、わたしは誰も殺しません。そのことに、きっと意味があるんです。暗く凶暴な自分と同居しながら、それでも誰も殺さなかったことに価値があるのです」

「難しくて、よくわからないよ」

「いつかきっとおわかりになります」

　フィオナはそう言って、少し悲しげに笑った。

「ノア坊ちゃんは誰かを傷つける者ではなく、助けるお人になってください。困っている人がいたら、優しく手を差し出してあげるんです」




　そう、あの日はフィオナの誕生日だった。

　自分よりも七つ年長の彼女のことが、ノアは大好きだった。

　ノアはフィオナにプレゼントをするつもりだったが、普通の贈り物ではイヤだった。

　花束はありふれているし、高価な装飾品を買うような小遣いはなかった。

　それで、ふと思い出した。ブレイクの家に古くからある『月ノ種ストーン・サワー』と呼ばれる石のことを。石には悪魔が封印されていると言い伝えられていた。

　歴代の当主が保管してきた物で、光に透かすと、とてもキレイだった。あれをフィオナに贈ったらどうだろうか。自分も、いつかは当主になるのだし、ならば今もらってしまっても問題はないのではないか。悪魔の話は、ただの伝説だと思っていた。だから、保管庫からそっと持ち出し、ポケットの中にしまった。

　晩夏の暖かな日差しの中、ノアは月歌の谷セレンの町を走った。

　あの日、フィオナは森の中にある両親の墓参りに出かけていた。館で渡すのはなんとなく気恥ずかしくて、だから、ノアはフィオナを追いかけ、森を目指した。

　最初は気づかなかった。気づくことができなかった。あのとき、すでに異変が起きていたというのに。町に一つきりの診療所は、大勢の人で溢あふれ返っていた。

　ノアが異変に気づいたのは、リリィの泣いている声が聞こえたからだった。

　幼い妹はノアのあとを追いかけて来ていたらしい。月歌の谷セレンは小さな町だった。幸か不幸か。無視するわけにもいかず、ノアは来た道を戻った。

「リリィ？　どこいるんだ？　リリィ？」

「に、兄様！　兄様、兄様っ！」

「なにしてるんだよ、もう」

　そこでノアは硬直した。泣き叫ぶリリィの前に、おぞましい化け物が立っているのを見たからだ。全身が奇妙に肥大化し、皮膚には肉腫が浮いていた。悪臭が漂っていた。

「助ケテ」

　怪物は言った。

「うわぁああああああ──っ！」

　ノアは急いでリリィを抱きあげ、そこから逃げようとした。けれど、ノアは所詮九歳の子供だった。妹を抱えて逃げることは難しい。気づくと怪物たちに囲まれていた。

　彼らは口々に言った。

「助ケテクダサイ、坊ッチャン、助ケテクダサイ」

　見覚えのある顔もあった。花屋のトッド、パン屋のクラリス、ガラス職人のスタン、みんな町の人たちだった。

「来るなっ！　こっちに来るなよっ！」

　花屋のトッドがノアに手を伸ばした。途端に瘴しよう気きが溢あふれ出し、リリィが咳きこんだ。ノアの心は恐怖に染まった。命の危機を感じ手足が震えた。リリィは泣いていた。

　そのとき、声がした。

『我を欲するか？　求めるのなら与えよう』

　時が止まったかのようだった。声は不思議なことにノアの頭の中で響いた。

「……誰だ？」

『おまえは我をよく知っているはずだ、《虚影の信仰者スレイヴス・トウ・グラヴイテイ》』

　ポケットの中に押しこんでいた『月ノ種ストーン・サワー』が発熱していた。ノアはそれを取り出した。ブレイクの当主が代々、受け継いできた物。悪魔を封じた石。

『契約を交わそう』

　声の主は言った。

「兄様っっっ！」

　リリィの泣きわめく声がして。

「ノア坊ッチャン、助ケテ」

　怪物に名を呼ばれ。

　ノアは──。




　世界が終わるかのような光景が、今でも目に焼きついて離れない。




　なにが起きたのかはわからなかった。気づけば、化け物たちは消えていた。花屋のトッドも、パン屋のクラリスも、ガラス職人のスタンも。町ごとすべて消え去った。

　それはのちに『大空震メテオラ』と呼ばれ、竜王直轄の調査団が派遣される事態に発展した。しかし、原因はいまだに究明されていない。大勢の人が行方不明のままだ。

　大好きだった両親や、フィオナも……。

　けれど、ノアは知っている。

　あの惨劇は自然災害などではなく、自分が引き起こしたのだと。

　伝説は本当だった。『月ノ種ストーン・サワー』には悪魔が封じられていた。

　ノアは無我夢中で助けを求め、悪魔はノアを呪すくったのだ。





◇◇◇






「悪魔……そうか。ノア・Ｄ・ベイカー、どこかで聞いた名だと思っていた」

　ガブリエルが、ノアを見つめながら呟つぶやいた。

「なるほど、名を偽っていたのはユーナだけではなかったということか。ベイカーBakerは、ブレイクBreakのアナグラムだ。ノア・Ｄ・ブレイク、おまえは、あの悪魔憑つきの一族、《虚影の信仰者スレイヴス・トウ・グラヴイテイ》の生き残りだったのだな」

　アルスコット家の息子であれば、ブレイク家のことを知っていても不思議ではないか。

『スレイヴ、え、なに？　悪魔憑き？』

　アナベルの呟きがマイクに乗ってしまい、観客席に伝わる。様々な声が波となり、大きなうねりとなっていく。

「……ノア？」

　リングの下にいるユーナがこちらを見あげている。その表情には戸惑いと共に恐怖も見て取れた。当然のことだろう。ノアは悪魔憑きなのだから。

「さて、あの小僧を血祭りにあげてやろうか」

　イデアは小さな拳を鳴らしたが、ノアはその頭に手を置いた。

「邪魔するな。これは俺の戦いだ。横よこ槍やりは認めない」

「情けない姿をしおって、なにを偉そうに」

　イデアがノアの脛すねを蹴った。

「──っ!?」

　激痛のあまり、ノアはその場に蹲うずくまる。

「ほれ、見たことか。ご主人マスターはすみで膝を抱えて見ていればいい」

「待て、イデア。俺がやらないと意味がないんだよ」

　イデアの細い手首を摑つかむ。

「ならば──代償を払うのだな」

　イデアは振り向きざまにノアの手を払った。暗黒の翼から羽根が舞う。

「そうすれば、我は手を出さないことにする」

　ほんの一瞬、ノアの脳裏に潰れていく月歌の谷セレンの町が蘇よみがえった。

　あの再現はごめんだった。けれども──。

「どうする、ご主人マスター？」

　ユーナとの約束は破れない。踏ふみ躙にじられ続けた彼女の自尊心を回復させるのに、後退は許されない。このくそったれの世界にも、一人くらいはユーナの味方がいるということを思い知らせてやりたい。ならば──。

「……優しくやれよ」

　イデアは、にっ、と嗤わらい、

「もちろん、心得ている」

　ノアの左胸を右手で貫いた。

　息が止まる。貫通したイデアの右手にはノアの心臓があった。それは体内から取り出されたにもかかわらず脈動をやめない。傷口からは一滴の血液も流れなかった。それでも、一瞬、ノアの意識は遠のく。その場にいるすべての人間が息を吞のんでいた。

「……これが悪魔との契約……代償は……〈心臓〉？」

　ガブリエルの呟つぶやきが、辛うじて届く。

「〈心臓〉という表現は無粋でいけない」

　そんなふうにイデアは言った。

「我は抒じよ情じよう的てきに〈心〉という表現を好む」

　イデアは脈動を続けるノアの心臓ごと腕を引き抜く。

「ふむ、美しくも醜いな。我がご主人マスターによく似合う」

　そして──食らいついた。




「──墜落せよ、堕落せよ、驕おごれる夢幻の楽園」




　ノアとイデアが同時に契約式ヘレテイツク・アンセムを唱える。するとノアの胸にあいていた穴が手品のように塞がっていった。周囲の空気が歪ゆがみ、淀よどんでいく。それと共にノアの意識は覚醒する。止まっていた呼吸を取り戻す。

「剣でも斧おのでも槍やりでも、好きな武器エモノを選べ、ご主人マスター」

「拳だけでいい。右手も左手も、生まれたときからのつき合いなんだ」

「仰せのままに、ご主人マスター」

　次の瞬間、ノアの右手に黒い靄もやがかかる。それは濃度を増していく。靄は暗黒の荊いばらとなって、ノアの拳から肘までを覆い、肉に食いこんだ。血が滴る。

「三分でカタをつけろ」

　イデアの言葉に、心臓が消えたはずのノアは笑みを浮かべた。

「一分で十分だ」

　今のノアには一分が一〇分だ。

　ノアはイデアの横を通り過ぎ、ガブリエルに近づく。その一歩で、リングに亀裂が走った。さらに一歩。またしても、ノアを中心にリングが割れる。

　まるで、ノアの体重に耐えられなかったかのように。

「タネ明かしをしておいてやろう」

　イデアがガブリエルに向けて言葉を発する。

「現在、ご主人マスターは自身にかかる重力を調節することができる」

「重力？」

「今から、ご主人マスターが、おまえをぶん殴るが、その一発は、あー、よくわからんが、一トン分くらいの重みがある。たぶん」

「……どういうことだ？」

「死なないように気をつけろってことだよ」

「ふざけるな！」

　ガブリエルは《嗤い月マーキームーン》を投とう擲てきした。けれどノアに到達する直前、虚空に波紋が生まれ、剣は勢いを失う。そのまま、地面に叩たたきつけられ、まん中から折れて粉々になった。

「ああ、悪いな、ガブリエル。アルスコット家の家宝だったか？」

「……バカな」

　ガブリエルが端整な顔を歪ゆがめた。ノアが一歩踏み出すのと同時に、一歩後退する。

「今からでも罪を認めて、ユーナにすべてを謝罪するなら見逃してやってもいい」

　前に進みながら、ノアは抑制した声で言った。

「おまえの行為は許せないけど、おまえは許してやれるかもしれない。みんなの前で地面に手をつき、罪を認めろ」

「僕に、そんな惨めな真似が許されていると思うか？」

「思わない。それでも、仮に心がこもっていなくても、そうするなら見逃してやれる」

　ガブリエルはわずかに逡しゆん巡じゆんした。そのわずかな間が、彼の良心によるものなのか、傲慢さに由来するのか、ノアには判別がつかない。

「断る。僕はアルスコット家の嫡男だ。下等な血を引く娘に詫わびる言葉は持たない」

　ガブリエルがリングを蹴った。

「──すべての安寧を焼き払え」

　ガブリエルの両手が青白い炎をまとう。ノアとの距離をゼロに詰めた。

　渾こん身しんの一打がノアの頰ほおを捉える。けれど、ノアは踏み止まった。

「あんたの拳には重みがない。アルスコット家の嫡男なんて軽いもんだな」

　ガブリエルが目を見開いた。

「あんたが、最後までちゃんと悪役でいてくれてよかった。心置きなくぶっ潰せる」

　ノアは暗黒の荊いばらに巻きつかれた右の拳を引いた。今はただ、ガブリエルが悪意の塊であることを祈る。彼に良心なんてものが欠片もないことを切に願う。

「歯を食いしばれ、アルスコット閣下」

　ノアはガブリエルの顔面を殴りつけた。

　その一撃で、ガブリエルは吹き飛ぶ。場外の壁に衝突し、土煙が舞いあがった。

　場内は沈黙に支配される。

　ノアは「カウントを頼む」とアナベルを促した。

『ガ、ガブリエル選手、リングアウト☆　カウントを取ります☆　ワン☆　ツー☆』

　アナベルのカウントを聞きながら、ノアはリングの上に立ちつくしていた。

　ふと見やれば、ユーナが呆ぼう然ぜんとノアを見あげている。ガブリエルではなく、ノアを。

『エイト☆　ナイン☆　テン☆　ガブリエル選手、起きあがれず☆　勝者、ノア・Ｄ──』

　アナベルがノアの勝利を告げる前に、ノアはリングを飛びおりた。

『え、あれ？　ノア様？』

　ノアの後ろをイデアがついてくる。

「どうした、やつに止めを刺すのか、ご主人マスター？　手伝うぞ……と、言いたいところだが、残念、ちょうど三分だ」

　イデアの輪郭が揺らぐ。契約の制限時間が切れたのだ。背中の黒い翼が風に吹かれて消えていく。ノアの手に巻きついていた暗黒の荊いばらも枯れていった。

「我は少し眠ることにする」

　そう言い残して、イデアはノアの影に沈んだ。

「ああ、ご苦労」

　ノアはまっすぐ、ガブリエルの元に向かう。ガブリエルの顔は変形していた。あごを砕いたのだから当然だ。下の歯はことごとく折れている。もっとも、イデアが言ったように一トンの力を加えたわけではない。そんなことをすれば、殺してしまいかねなかった。

　ノアは気絶しているガブリエルの胸ぐらを摑つかみ、無理やり立たせた。

「起きろ、ガブリエル」

「ぐっ……」

　ガブリエルが口から血のまじった涎よだれを垂らした。ノアはガブリエルの目を覗のぞきこむ。

「二度とユーナに近づくな。あいつになにかしようとしたら、次はこんなもんじゃ済まさない。わかったな？」

　ガブリエルは答えなかった。

「ちゃんと誓え！　わかったな！」

　ノアは念を押す。揺さぶると、ガブリエルの歪ゆがんだ顔から血が滴り落ちた。

　そのときだ。ガブリエルはわずかに笑みを浮かべた。

「……息の根を、止めてくれれば、よかったのに」

「なんだと？」

「……僕は負けられない。でなければ、価値がないんだ」

　暗い声でガブリエルが呟つぶやく。

「っ!?」

　気づけば、ガブリエルの手から青白い炎が生み出されていた。

「……おまえ」

「滅ぼしてあげよう、《虚影の信仰者スレイヴス・トウ・グラヴイテイ》」

　ノアの全身を炎がつつみこむ──その直前。

「危ない、ノア！」

　ユーナが叫びながらガブリエルに体当たりした。

　リングをおりたノアを見て、追いかけてきたらしい。その手にはノアが落としてしまった《背徳剣王ノエル》と《暴虐覇王リアム》がある。

　こちらに背を向けているので、ユーナの顔は見えない。でも、足が震えていた。

　兄に逆らったのだ。怖くないはずがなかった。それでも、ガブリエルの前にユーナは立っていた。ノアが彼女の手首に結んだリボンが風に揺れている。

「あなたは負けたのよ、ガブリエル。もうやめて」

「ふ、ふざけるなぁあああああああああああああああっ！」

　ガブリエルは起きあがりざまに尖とがった石を振りあげ、ユーナに襲いかかる。

「お休みなさい、ガブリエル」

　ユーナは《背徳剣王ノエル》でナイフと化した石を弾き、《暴虐覇王リアム》の背をガブリエルの側頭部にお見舞いした。

　ガブリエルは意識を失い、その場で倒れる。すぐさま複数の警備員と医療班員が飛んできた。担架が用意され、気絶したガブリエルを運んでいく。ユーナはずっとこちらに背を向け続けていたので、その表情を知ることはできなかった。

「男前があがったな、少年」

　いつの間にか、ミザリーがそばまで来ていた。ノアは息をつく。ついでに血も吐いた。

「……おかげさまで」

　これで一件落着だ。

　ノアはユーナのほうへ一歩踏み出す。と同時にユーナがこちらを振り向いた。その顔は、迷子の子供が親を見つけたときのものに似ていた。

「……ノア」

「最後まで決められたらよかったんだけど、なんか助けられちまった。情けない」

　ユーナの顔がくしゃりと歪ゆがむ。

「あ、あんたって……バカなんじゃないの？　そんなになって……。あたしなんか、ただの赤の他人、なのに」

「赤の他人のために命懸けられるなんて、かっこいいじゃないか」

「……そんな、血、流して……ほんと、バカ……バカよ、あんた」

　ユーナの目が滲にじんで、その輪郭が溶ける。華きや奢しやな体がまた震えていた。その声も。彼女は洟はなをすすり、一度、呼吸を整える。

「……せ、世界は、今日も、最低だわ。くそったれの、ゴミ溜ためよ」

「同感だ。きっと神様が手を抜いてるせいだな。あいつら、すぐにサボるんだ」

　ユーナはかすかに笑った。

「……それ、でも……生きるに値すると、思う」

「そうか。そりゃ、よかった」

　よくできた噓うそみたいな青空の下、ユーナが斜めに傾かしいでいく。まともに立っていられなくなって、倒れていくかのように。

　おいおい、大丈夫かよ？　心の中で声をかける。

　いや、違う。倒れたのはノアのほうだった。

「……あれ？」

　見事に地面にキスをして、そのまま意識が遠ざかる。





終章　弾丸の行方







「まったく」

　学園長室は立派な部屋だった。ミザリーが黒こく檀たんの執務机でふんぞり返っている。

「悪魔憑つきとは恐れ入ったな、少年」

　全身をズタボロにされたノアだったが、さすがはアリエスト学園だ。《神ギのデ弾オ丸ン》の育成を掲げるだけのことはあり、治療技術も最先端のものだった。

　ノアはわずか二日で、普通に出歩けるまでに回復していた。敷地内に併設されている治療機関にはターニャやキース、アナベルが見舞いに来てくれた。

　もっとも、治療を受けなかったとしても悪魔契約により、ノアはすぐに回復したことだろう。代償として支払った〈心〉と一緒に……。

「よく言いますよ。最初から偽名だって疑っていたんでしょう？」

　ユーナとのデート前日にミザリーに写真を撮られたのも、調査のためだったのかもしれない。

「あなたなら、俺の素性なんて、すぐにわかったはずです」

　ノア・Ｄ・ブレイク──月歌の谷セレン領主、ブレイクの息子と。

　今ならばわかる。ブレイクの血を引く者は、月歌の谷セレンを治めていたのではない。あの地から出ることを禁じられていたのだ。悪魔を封じ続けるために。

「で、俺になんの用ですか、学園長殿？」

　ノアの問いかけにミザリーはにやりと笑う。イデアよりもよほど悪魔的な笑みだ。

「すでに聞いているかもしれないが、一応、少年にも伝えておこうと思ってな。ガブリエル・Ｇ・アルスコットは放校処分となった」

　その話ならば、ターニャやアナベルから聞いている。反則行為を行ったのだから当然だ。刑事罰を受けていたとしてもおかしくない。もちろん、アルスコット家の嫡男の経歴に傷がつくはずもなかった。ガブリエルは表向き、放校処分ですらなく、再び海外留学をすることになっただけだそうだ。ほとぼりが冷めれば帰国し、彼はまた《神ギのデ弾オ丸ン》を目指すのかもしれない。

「不満かね？」

「あいつはもう、ユーナには手を出さないはずです」

　大勢の前で恥をかいたのだ。これ以上、家名に泥を塗るような真似はするまい。よくも悪くも彼は貴族だ。なによりも名誉を重んじる。それが、からっぽの宝箱だとも気づかずに。

「だったら、それでいいです」

　これでユーナの傷がすべて癒えるわけではない。それでも、ほんのわずかでも、ユーナの心が軽くなったのなら、血を流した甲か斐いはあるというものだ。

　ノアの回答にミザリーは笑みを深め、身を乗り出してきた。

「一つ確認したいんだが、おまえ、メイプルベリーに惚ほれてるのか？」

　ミザリーは訊たずねる瞬間、一〇代の少女のような好奇心をその表情に浮かべた。

「違いますよ、残念ながら」

「本当に？」

「困っている人がいたら助けてあげなさいって言われたんですよ、昔」

　亡くなった祖母の霊に、ではなく、ノアが大好きだったあの人に、だ。

「その人だったらユーナの力になったはずです。だから俺もそうしました」

　ミザリーは尖とがったあごを撫なで、赤いフレームのメガネをはずす。席を立ち、机の上を滑るようにして、こちらとの距離を詰めた。キスできそうなくらいに近い。

「……なんです？」

「少年、アリエスト学園に入学したまえ」

「は？」

「このまま代表選出戦に出場し続けろと言ってるんだよ」

　睦言でも囁ささやくような甘い吐息を吐きながら、ミザリーは言った。

　対するノアは──。

「お断りします」

「なんだよ、つれないな」

「そんな余裕はないんですよ。話がそれだけなら退室してもいいでしょうか？」

「病気の妹のために働いているのだろう？　泣かせる話じゃないか」

　ミザリーは涙を拭く真似をした。

「俺をからかって遊んでます？」

「医療費を全額、肩代わりしてやる。そう言ったら、どうする？」

　ミザリーは泣き真似をやめて、ノアのあごを指で撫でる。

「……どういう意味です？」

「言葉通りの意味だ。学園に入学すれば医療費を負担してやる。王都で最先端の治療を受けさせることも可能だ。もしかしたら完治させることもできるかもな」

「リリィが、治る？」

「《神ギのデ弾オ丸ン》に選ばれれば、おまえにとってはさらに有利になるだろう」

　鵜う吞のみにするなと、ノアは自らに言い聞かせる。

「……裏がありそうですね」

「裏などないさ。あるいは、裏しかない、と言うべきか」

　ミザリーはますます笑みを深める。

「ここ数回、国際天武祭エデンフエスでの天駆ける竜王国ソレヴイスの戦績が芳しくない。兄は名誉にこだわる男でね、王の器には見合わん、実に小さい男だよ。最強の《神ギのデ弾オ丸ン》を用意しろと、うるさくてかなわん」

　実の兄とはいえ、竜王を侮辱する発言はご法度だ。けれど、ミザリーには不敬なセリフがよく似合う。

「高く買ってもらえて光栄ですけど、俺はたいした男じゃないですよ」

「正直なところ、竜王の名誉も、天駆ける竜王国ソレヴイスの誇りも、どうでもいいんだ。そんなものは犬に食わせてしまえばいい。だがな、わたしは強い男が嫌いじゃない」

「それは《独りぼっち症候群マイナー・スレツト》としての発言ですか？」

「おまえと、おまえの悪魔ペツト、一度、手合わせしてみたいものだな」

　ミザリーの挑発にイデアは反応しなかった。

「悪い話ではないだろう？　《神ギのデ弾オ丸ン》になれば機密情報へのアクセス権も手に入る」

「機密情報のアクセス権？」

「たとえば『大空震メテオラ』の際に、なにが起こったのか、その調査結果はいまだに一般公開されていないが、その中身を閲覧することができるようになる」

　ミザリーの言葉にノアは息を吞のむ。

「あの日、なにがあったのか、知りたくはないか？」

『大空震メテオラ』の真実。あれはノアが引き起こしたものに相違ない。

　悪魔イデアとの契約により解放された能力の結果だ。

　けれど、あの化け物はなんだったのか？

　町の人々を異形化させた原因は？

　そしてなにより、行方不明者の情報もほしい。死亡者と失踪者の情報さえ開示されていないのだ。もし、生存者がいるのなら……。

「もちろん、代表選出戦に敗れるようなことがあれば、この話はなかったことになる。我が校に軟弱者は必要ない」

　そこまで言って、ミザリーはノアに寄せていた顔を引いた。

「さて、どうする、少年？」





◇◇◇






「……ノア」

　声をかけられて、ノアは歩みを止める。学園長室を退出し、食堂へ向かう道の途中だった。石畳の左右には、緑眩まぶしい芝生が広がり、風に木々が揺れている。

　ノアの視線の先にはユーナが立っていた。タンポポ色の髪を風がさらい、ユーナは左手でそっと押さえる。なぜだか右手を後ろに隠していた。

「あ、あの……」

　ユーナは俯うつむいて、くちびるを嚙かみしめる。すぐに顔をあげ、なにかを言おうとしたようだったけれど、口ごもり、また俯いてしまった。

「よっ、久しぶり」

「……う、うん」

　ノアが入院中、ターニャもアナベルもお見舞いに来てくれたけれど、ユーナは最後までやって来なかった。だから、会ったのは二日ぶりだ。

「どうかしたか？」

「体、もう、いいんだ？」

「悪魔憑つきだからな。すぐに回復するんだ」

　悪魔との契約を知られた以上は避けられても仕方がないと思っていた。

「俺には近寄らないほうがいいぞ」

　前に聞いたユーナのセリフをそのまま返す。

「……それは、あたしが決める。あんたに勝手に決められたくない」

「そうか。そいつは悪かった」

　ユーナは難しい顔をしている。顔が赤い。

「……それで、えっと、あの…………これっ！」

　ユーナは右手をノアに差し出した。キレイに包装された小さな箱が握られている。

「……お、お見舞いの品よ」

「いや、俺、もう退院してるんだけど？」

「それは、あの、ちゃんと行くつもりだったんだけど、その……」

　男嫌いのユーナだ、ほかの男と遭遇することを考えれば躊躇ためらいもするだろう。

「ま、いいや。ありがたくもらうよ」

　受け取ろうとすると、ユーナは一歩さがった。仕方なく、ノアは一歩踏み出す。するとまた、ユーナは後退する。

「……なあ、逃げられると受け取れないんだけど」

「下に置くから拾って！」

　なんともコメントしにくい受け渡し方法であった。

　ユーナはしゃがんで、芝の上に箱を置いた。それから大股で一歩さがる。

　ノアは苦笑しながら箱を拾いあげた。それなりに重みがある。

「中、見てもいいか？」

「えっち！」

「え？」

「あ、いや、違くて、その」

　ユーナはわたわたと慌てて、宙を引っかき回す。

「お、男の子ってなにが好きかわかんなくて、だから、あの、気に入らないかもだけど、そのときは、捨ててくれていいからっ！」

　相変わらずのテンパり具合だ。

　ノアはつつみをといて箱をあける。中には陶器でできた竜の置物が入っていた。赤いウロコに金色の瞳、立派な翼を背負っている。今にも炎を吹き出しそうだった。

「かっこいいな、これ。さすがは《紅炎の竜姫士ドラゴンフオース》からの贈り物だ。大事にするよ」

　感想を告げると、ユーナは顔をますます赤くした。

「ちょ、ちょっとタイム！」

　ユーナは勢いよくノアから離れて、すーはー、すーはー、と深呼吸をした。それから「よし」と呟つぶやいて戻って来る。

「あ、あのね……」

「ん？」

　ユーナは口を開き、でも、そのまま顔が固まり、口を閉じ、目を泳がせた。

「どうした？　大丈夫か？　なんか変だぞ？」

　まあ、いつも変だけど。

「だから、あの、つまり………あ、ありがと」

　ノアから目をそらし、俯うつむきながら、ぽつりと言った。

「あたしの知ってるどんな言葉を動員しても足りない。だから、ありがと」

　それから、ゆっくりとユーナが顔をあげる。ぎこちない笑みが浮かんでいた。タンポポ色の髪が風にさらわれて揺れる。

　ノアは肩を竦すくめた。ほかにどう反応すればいいのかわからなかったからだ。

「学園長室に行ってたのよね？」

「ああ、呼び出されたんだ」

「……ミザリー先生、なんだって？」

「俺に学園生になれとさ」

「え？」

　ユーナは目をまるくする。

「さっき、正式に手続きを済ませてきた。今日から俺はアリエスト学園の生徒だ」

　ノアは、なんでもないことのように軽く口にした。

「今からキースさんとターニャに報告に行くところだったんだ。食堂の仕事は続けられそうにないからな」

「ノアも《神ギのデ弾オ丸ン》候補生に？」

「ああ、登録名は《虚影の信仰者スレイヴス・トウ・グラヴイテイ》だとさ」

　名誉ある不名誉な名だった。

　悪魔を封印し続けてきたブレイク家当主が継ぐべき名前。

『月ノ種ストーン・サワー』は失われた。イデアがノアのそばにいるのは契約を履行しているに過ぎない。

　ノアが死ぬとき、今度こそ悪魔は解き放たれるだろう。

「ノアが代表選に参加し続けるってことは──」

　そこでユーナは眉根を寄せた。

「そういうこと。俺が入ったせいで、ユーナの勝利数が一つ足りてないことになる。だから、次は俺とおまえの特別戦が組まれた。今夜中にも正式に発表されるはずだ」

「あたしと、ノアが……」

「勝ったほうが四強入りで、学園の代表が確定する。負けたほうは五位・六位決定戦行きだ。ガブリエルの枠があいたから、人数はちょうどいい」

　ノアの言葉にユーナは下くちびるを甘く嚙かんだ。

「ちなみに俺は手加減するつもりはない」

　試すように言う。

「負けられない理由があるんだ。たとえユーナが相手でも」

　そう負けられない。リリィの病気を治すためにも。あの日の真実を知るためにも。

　ユーナはノアを見あげ、そこでやっと不敵に微笑んだ。

「もちろんよ。あたしも負けない。正々堂々戦って、あんたを倒してあげる」

「そうか。じゃあ、よろしくな」

　ノアは手を差し出した。握手のつもりだったが──。

「あ、悪い。男には触れないんだったな」

　そのとき、不意に足元で声がした。

『ほかの女とフラグを立てるな』

　ノアの影から小さな手が出てくる。その手が、ノアの膝をかくんと折った。

「あ」

　バランスが崩れて、握手のつもりで差し出した手がユーナの胸に触れてしまう。

　ぺたん。

　極端に柔らかいというわけではなかったが、感触がゼロというわけでもない。

「ひっ」

　ユーナの顔色が変わる。赤から青へ。青から赤へ。最終的にはまざって紫っぽい色に。

「ち、違う。わざとじゃ──」

　ノアは急いで手を引いた。だが、ときすでに遅し。

「お、お、男が、あたしの、む、胸、いやぁあああああああああ────っ！」

　ユーナの右ストレートが回復したばかりのノアの顔を捉えた。

「ぐおっ！」





──end.
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　黄昏計画プロジエクト・トワイライト

　第九研究所にて開発中の新薬『№９』の経口投薬実験に関する一次調査報告書

　機密レベルＳ

　筆記者　エネル・トワイライト




　地域　月歌の谷セレン

　人口　五二九人（男二六〇・女二六九）






　時刻〇六〇〇。井戸に『№９』を混入、五〇分後に村人の一人に異常が確認された。目め眩まいを訴えたのち、嘔おう吐とを繰り返す。六分後に意識が混濁し、骨格と筋肉の変容が始まった。その際に、人体の構成物質からは生成不可能な極めて毒性の高い気体を放出する。経過を観察するも非契約者ヘレテイツクによる無代償の能力発露には至らず、四分後には心肺停止状態となった。以降、蘇そ生せいせず。

　時刻〇九〇〇。実験開始から三時間で、村人のおよそ八割（四一二人）が『№９』を摂取した。その結果、フィオナ・ファレルに非契約者ヘレテイツクによる能力発露の兆候を確認する。代償を払った形跡が見られなかったため、保護の対象とした。

『№９』の摂取が確実とされる四一二人のうち、五〇人分の遺体をサンプルとして収容、残りは破棄を決定した。遺体に関する詳しい報告は別紙参照。

　なお、実験時に発生した時空歪わい曲きよく現象はフィオナ・ファレルの保護後のものである。非契約者ヘレテイツクによる無代償能力の発露か否いなか、確認は取れていない。

　震源域中心には月歌の谷セレン領主イサク・Ｄ・ブレイクの息子ノア・Ｄ・ブレイクと、その妹リリィ・Ｍ・ブレイクがいたとの報告があがっている。

　妹リリィに関しては少量ながら『№９』を摂取したことが確認されているが、兄ノアは未確認である。共に生存している。保護はせず、要観察対象に指定する。

　…………………………………………………………………………………………………。





あとがき




「こんにちは、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。このたびは」

「いやいや、どうもです。ＳＳこと担当編集の庄しよう司じ智さとしですよ」

「あ、庄司さん、お疲れ様です。今ちょうどあとがきを」

「いやー、どうです調子は？　二階堂さんは、ラノベ文庫的には初めましてじゃないですか。意気ごみとか存分に語っちゃってくださいよ」

「そうですね、今回は異世」

「異世界学園モノで熱いバトル。女の子もたくさん登場して華やかにしたんですよね」

「はい。やっぱり原体験とし」

「イラストレーターのふーみさんの絵がいいですよね。透明感があるんだけど、きちんと重みもあって。世界観に深みが出てますよね。ヒロインズは可愛いし、武器のデザインもかっこいいし。ふーみさんとはぜひ一度お仕事をしたいと、以前から思っていたんですよ」

「最高ですよね。最初にラフが」

「ターニャの胸、たぷん、たぷんでいいですよね！」

「それもですね、ラフの」

「ユーナの生真面目さと、ちょっとふにゃっとした感じも出ていて、たまりませんね！」

「あ、二階堂的には」

「美少女が凶悪な武器を持ってるイラストっていいよね！」

「……です。ほかにも」

「イデアはもう、ポケットにしまっておきたいなー。いっそ、手乗りサイズくらいに変更しません？　生意気な手乗りイデア。いいなー」

「いや、それはちょっと……」

「そういえば、アカリ＆アリカは京都弁みたいなのしゃべってるじゃないですか。二階堂さんって関西出身でしたっけ？」

「あれはですね」

「あ、そっか、そっか。ご友人のＨさんに教わったんでしたね。その節はありがとうございます。多少、読みやすさに比重を置くということで、二階堂さんアレンジになってるみたいですけど。なので、関西方面の方は大らかな気持ちで読んでいただけたらな、と」

「Ｈさん、本当にあのときはありが」

「一冊の本が出るまでにたくさんのひとが関わってますよね。こうして読んでくれている方もいるわけですし。本当にありがたい。応援してくれる方、支えてくれる方がいるからがんばれるんですよね。そうだ、二階堂さん。やっぱり、最後は読者の皆さんにびしっとメッセージをお願いしますよ。心に刺さるような……って、あれ、もう行数ないですね」


注　実在する庄司さんはちゃんと話を聞いてくれる優しいイケメンです。




二階堂紘嗣
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本作品は、二〇一五年七月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







失しつ楽らくノア
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